
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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　今から十五年も前の話──

　俺が二歳年上の幼おさな馴な染じみのことを『リオ姉』と呼び、向こうは俺のことを『ハーくん』と呼んでいた、今となっては懐かしい日々の記憶。

　あの頃の俺達はどこまでも無邪気で純粋で、照れも衒てらいもなかった。

　今とは違い、相手への好意を隠そうとすらしていなかった。

「ねえ、ハーくん。指輪、できた？」

「待って。もうちょっと……」

　場所は──いつもの玉たま木き家の庭園。

　親達が仕事の話をしている間、俺達は庭で遊んでいることが多かった。

　膝や服が汚れることも気にせず地べたに座り、二人で指輪を作っていく。

　指輪と言っても、もちろん本物の指輪じゃない。

　白詰草をより合わせて作る、即席の結婚指輪。

　結婚ごっこの遊びに必要なものだった。

「……できたっ！」

　少し遅れて指輪を完成させると、理り桜おは目を輝かせた。

　二人でお互いが作った指輪を見せ合いながら、あれこれと感想を言い合ったりする。六歳と四歳が作った草の指輪なんて、お世辞にも綺き麗れいとは呼べない不格好なものだったが、それでも当時の俺達には宝石みたいに輝いて見えていた。

「お婆ばあちゃんが来たら、すぐ結婚ごっこしようね」

「うんっ」

　結婚ごっこ。

　俺達はよく、その遊びをやった。

　理桜の祖母──文ふみ恵えさんに牧師役をやってもらい、俺と理桜は新郎と新婦。

　誓いの言葉を言って、指輪を交換する。

　ただそれだけの遊びだけど、でも俺達にとっては大切で、特別な遊びだった。

　少なくとも俺にとってはそうだ。

　まだ四歳だった俺は、結婚の意味なんてさっぱりわかっていなかったけれど──でも、楽しそうにしている理桜を見ているのが好きだった。

　信じて疑わなかった。

　将来は、大好きなこの女の子と結婚するんだと──

「ふふ、今日はよくできたなー」

　手の中の指輪を見つめながら、楽しげに言う理桜。

　しかしふと、その表情に影が差す。

「指輪、ずーっと綺麗なままだったらいいのになー……」

「……無理だよ。草の指輪だもん」

「そうだよね……。すぐ茶色くなっちゃう……」

　結婚ごっこのたびに新しく作る白詰草の指輪。

　遊んだ後は毎回家に持って帰っていたが、どんなに大事に取っておこうとしても、草の指輪は二、三日で変色し枯れてしまう。

「本物の指輪だったら、ずっと綺麗なままなのに」

「本物……」

「ねえ、ハーくん、知ってる!?」

　幼い理桜はただでさえ大きい目をさらに見開き、グッと身を乗り出してくる。

「本物の結婚指輪ってね……プラチナでできてるんだって！　ママが教えてくれたの！」

「ぷ、ぷらちな……？　ぷらちなってなに？」

「プラチナはね、すっごいすっごい金属なんだって！　金よりも銀よりも強くて丈夫な金属なんだよ！」

「き、金よりもすごいの!?」

　大いに驚く四歳の俺。

　まあ……当時の感覚としては、保育園の運動会なんかでもらう金メッキメダルの印象が強いせいか、最強の金属＝金だった。

　金メダル、銀メダル、銅メダル。

　一等賞の人がもらえるのが──金。

　幼い俺にとって、金はこの世で最もすごい金属だった。

　だから──金よりも格上の素材があるという事実に衝撃を受けた。

「そっか。結婚指輪って、金メダルよりすごいんだっ」

「そうだよ！　金メダルよりずーっとずーっとすごいんだよ！」

　今となって思い返せば、バカバカしいことこの上ないやり取りだと思う。

　でも当時の俺は、本気で驚き、そして感動していた。

　金よりも強い、プラチナという金属に。

　金メダルよりもすごい、結婚指輪という存在に。

「私ね、結婚指輪は絶対、プラチナがいいんだ。ママとパパと同じやつ。プラチナの指輪は、何年経たっても何十年経っても、ずっとピカピカで綺き麗れいなままだから」

　理り桜おの瞳はキラキラと眩まぶしいぐらいに輝いていた。

　金よりも眩しく、それこそプラチナのように。

「じゃあ──僕がリオ姉にプレゼントするねっ」

　自然と、俺はそんなことを言っていた。

「結婚するとき、プラチナの指輪をあげる」

「ほんとっ!?」

「うんっ。大きくなったらじーじの会社に入って、いっぱいいっぱいお金稼いで、そしてリオ姉に、金メダルよりすごい指輪を買ってあげる！」

「わーい！　ありがとハーくん！　大好き！」

　花が咲くように笑い、理桜は俺に抱きついてきた。

　幼き日の、愚かしくも眩しい思い出。

　それから十五年後。

　俺と理桜は──本当に結婚することになる。

　結婚し、結婚指輪を嵌はめるようになる。

　ただしそれは、俺達が幼き日に思い描いていた結婚とは、だいぶかけ離れた形となってしまった。







　理り桜おと一緒に暮らし始めてから、洗面台における収納スペースの大部分は向こうの物で占拠されるようになった。

　化粧水、化粧水スプレー、美容液、乳液、保湿クリーム、ボディクリーム、ハンドクリーム、流さないヘアトリートメント、ヘアオイルなどなど……とにかく美容関連のグッズが多い。

　俺が一人で暮らしてた頃にはガラガラだった洗面台は、今や女性向け美容品の数々で埋め尽くされ、メンズのものは片隅へと追いやられている。

　まあ……女性と一緒に暮らす以上はしょうがないことなのだろう。

　もしかすると、彼女と同どう棲せいしている世の男性の大半が似たような思いを味わっているのかもしれない。

「……はあ」

　風呂上がり、である。

　パジャマに腕を通した俺は、洗面台の鏡戸を開き、自分用の小さなスペースから化粧水を取り出した。

　理桜のように毎日気合いを入れてスキンケアをしているわけでもないけど、風呂上がりには化粧水ぐらいはつけるようにしている。

　パチャパチャ、と軽く顔に塗った後──自分のミスに気づく。

「……やべ」

　左手の薬指を見つめる。

　そこには──化粧水でベタベタになった結婚指輪があった。

　普段は化粧水をつけるときは外すようにしていたんだけど、今日はうっかり忘れてしまった。

　一度指から外し、水で洗う。

　もちろん、化粧水程度で劣化することはないと思うのだが……ベタベタのままにしておくのはなんとなく気持ちが悪かった。

　要するに──慣れていないのだろう。

　指輪に慣れていない。

　アクセサリーなんてほとんど身につけてこなかった俺は、日常的に貴金属を身につけている今の状態に、なんとなくまだ違和感を覚える。

　いずれは慣れることができるのだろうか。

　指輪をしたままでもハンドクリームを塗ったり、アルコール消毒をしたりできるようになるのだろうか。

　まあ。

　いつまでこの指輪をつけ続けるのかは、まだわからないのだけれど。

「…………」

　はめ直した指輪を見つめていると、いろいろと思い出してしまう。

　幼少期のことや──この指輪を買いに行ったときのエピソード。

　感慨深い気分になりながらリビングに戻ると、

「ふ～ん、ふふ～ん」

　理り桜おもまた、なんだか上機嫌な様子だった。

　キッチン側のテーブルに、こっちに背を向けて座っているため表情はわからない。でも背中は楽しげに揺れているし、調子のいい鼻歌も聞こえてくる。

　玉たま木き理桜。

　俺の幼おさな馴な染じみで、元カノで──そして現在では妻となっている。

　ああ、いや。

　もう『玉木』ではないのか。

　先日役所に婚姻届を提出し、俺達は正式な夫婦となった。

　だからもう彼女は『玉木』ではなく、俺と同じ『石動いするぎ』の姓となった。

「ふふっ。ふふふっ」

「……楽しそうだな」

「──ひゃあっ!?」

　声をかけると、理桜はビクリと背中を震わせた。

「ちょっと……なんなのよ、あんた!?　いきなりヌッと現れないでよ！」

「いや、普通に現れただろ」

「お風呂あがったなら、あがったって言いなさいよ。てか、ドライヤーの音聞こえなかったけど……あんた、また乾かさなかったの？」

「髪なんてほっときゃ乾く。お前ほど長くないし」

「ちゃんと乾かさないと髪が傷むのよ。まったく、これだからモテない男は。今時はメンズだって髪のキューティクルに気を払わないといけない時代なのよ？」

　椅子から立ち上がり、いつもの調子で言いがかりみたいな文句をつけてくるが──立ち上がった拍子に、テーブルからヒラヒラと一枚の紙が落ちた。

　メモ用紙のように見える。

「なんだこれ？」

「え……わっ、わーっ！　ちょっ、待っ──」

　理桜が叫ぶと同時ぐらいに、俺はその紙を拾い上げていた。




『石動理桜』




　メモ用紙には──そう書いてあった。

　一つ、ではない。

　大小様々な『石動いするぎ理り桜お』が、手書きの文字で所狭しと書かれている。

「……な、なによ」

　メモ用紙から視線を移すと、理桜は顔を真っ赤にしながら睨にらみ返かえしてきた。

　その手にはボールペンが握られたままである。

「なにってわけじゃないけど」

「言っとくけど……字の練習してただけだからねっ」

　問い詰めたつもりもないのに、理桜は一人で言い訳するみたいに言った。

「これから名前を書くとき、私は『玉たま木き理桜』じゃなくて、『石動理桜』って書かなきゃいけないから、その練習してただけ。ほんと、それだけだから……」

「…………」

「はぁーあ、まったく……面倒ったらありゃしないわ。単なる偽装結婚なのに、わざわざ籍まで入れちゃってさ」

　そう。

　俺達の結婚は──いわゆる偽装結婚。

　交際を経て結婚に至ったわけではなく、利害関係の一致で結婚という手段を利用した。

　俺は俺の事情で、理桜は理桜の事情で、結婚しておかなければならなかった。

　同どう棲せい自体は一ヶ月前から始めていたが──婚姻届を提出して正式に夫婦となったのは、つい三日前の話だ。

　理桜が『石動理桜』となったのは、社会的にも正式に俺の妻となったのは、ほんの三日前から──

「しょうがないだろ。形だけの事実婚じゃ誰に感づかれるかわかったもんじゃないからな」

「ふん。あんたはいいわよね、名前そのままだもん。私の方はもう大変よ。やることがいっぱい。あちこちの登録や手続きを全部直さなきゃいけないし、明日も学生窓口行って書類書かなきゃいけないし……」

「…………」

「やれやれ、この国はいつまで夫婦同姓なんていう古くさい価値観に囚とらわれてるのかしら？　名前が変わるって結構な負担だし、ストレスなのよ？　女に一方的に負担をかけてるってことが全然わかってないのよねー」

「……その割には」

　言われっぱなしが癪しやくだったので、俺もつい言い返してしまう。

「ずいぶんと楽しそうに名前書いてたな」

「なっ」

「なんだかんだ言って……ちょっとは浮かれてるんじゃないのか？」

　口から出たのは挑発でもあり──同時に期待でもあったと思う。

　もしかしたら、少しは浮かれてくれているのだろうか。

　俺と、結婚できたことを。

　婚姻届を出し、形だけとは言え正式に夫婦になれたことを。

　浮かれて、舞い上がって、喜んでくれているのだろうか。

　もしそうなら、俺は──

　しかしそんな淡い期待は、

「はあ？　う、浮かれてないし、全然浮かれてないし！」

　と勢いよく全否定された。

「さっきのは……ア、アレよ、アレ！　自分の字の上う手まさに惚ほれ惚ぼれとしてたのよ！　さすがは私ね。字から育ちのよさが滲にじみ出でている気がするわ」

「……お前、書道の習い事は三日でギブアップしただろ」

「それはそれ！　これはこれ！」

　強引に会話を打ち切り、理り桜おは俺の方へと進んできた。

「ああもう、どいてどいて。お風呂入ってくるから。あんたの汗や垢あかで汚染された残り湯に我慢して入ってくるっ」

「嫌な言い方するなよ」

　理桜は一旦寝室に向かって着替えを用意した後、ずんずんとした足取りで風呂の方へと向かった。





　　　　　[image: ]






「～～～～っ」

　洗面所の戸を閉め、必死に鼓動を落ち着かせる。

　ヤバいヤバい。

　どうしよう。

　もう、なんなのよ！

　なんで──あいつに名前を書いてるところ見られちゃうの!?

　あ～、もう、最悪！

　結婚できて浮かれまくってるの、バレちゃったじゃない！

　うう……ちゃんと誤ご魔ま化かせたかしら？

　最初は軽いノリで書いてみただけだったのに……気がついたらノリノリで何度も何度も名前を書いてしまった。あと少し遅かったら、向こうの名前も書いて相合い傘とかつけちゃう勢いだった。

　メモ用紙は置いてきちゃったけど……だ、大丈夫よね？

　実はだいぶ書き慣れてるの、バレてないわよね!?

　なにを隠そう、小学校低学年ぐらいから、授業中とかに何度も何度も『石動いするぎ理り桜お』と書いて練習してきてる。だからもはや新しい名前って感じがしないぐらい書くの慣れてるんだけど……さ、さすがにそこまでは見抜かれてないわよね？

　ああ、どうしよう。

　なんか……すごく浮き足立っちゃってる。

　名前の方は書き慣れてしまっているのに──心がまるで慣れてくれない。

『石動理桜』になったという事実が、正式に夫婦になったという事実が、私をどうしようもなく落ち着かない気分にさせる。





　　　　　[image: ]






「……っ」

　なんとも言えない感情が溢あふれてくる。手には理桜が残していったメモ用紙。それを見れば見るほど……自分の顔が赤くなるのがわかる。

　ああ、クソ。

　なんなんだよ、この気持ち。

　あいつが『石動理桜』って書いてた。

　何回も何回も書いてた。

　たったそれだけのことで──どうしてこんなに心が舞い上がる？

　俺と同じ名字になり、新しくなった名前を書いている姿が……なんだか愛いとおしくてたまらなかった。ああ、本当に俺の妻になったんだな、と改めて実感できた気がした。

　うわあ……ダメだ。

　自分で自分が気持ち悪い。

　こんなんで浮かれてちゃダメだろ。

　あいつと俺は──ただの偽装結婚。

　向こうはもう、俺のことなんてなんとも思ってないんだから。
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　そう、そうよ。

　私達は単なる偽装結婚。

　お互いの利害が一致して結婚しただけ。

　晴はるはもう、私のことなんて吹っ切ってるはず。

　婚姻届は出したばかりだけど、同どう棲せいしてからは一ヶ月も経たっている。今更名前ぐらいで大騒ぎしてるのなんて……どうせ私だけに決まってるんだから。

　ああ、もう、最悪。

　なんで私ばっかりこんなにヤキモキしなきゃいけないのよ。
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　クソ。

　本当に面倒臭い。

　どうせこんなモヤモヤしてるのは、俺だけなんだろうな。

　理り桜おの方はとっくに俺のことなんて忘れて──

　いや。

　もしかしたら、少しは意識していたりするんだろうか。

　さっきの楽しげな後ろ姿が脳裏を過よぎる。

　やっぱり理桜は、まだ俺のこと……いや、ないない。ありえないって。元カノがいつまでも自分に惚ほれてるなんて、そんな都合のいい話があってたまるか。そんなのは男のみっともない願望、妄執でしかない。

　……でも、そうは言っても、もしかしたら──
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　も、もしかして……晴も少しは舞い上がってたりするのかしら。

　ドキドキしたり、悶もん々もんとしたりしてるのかしら。

　まだ私のこと、ちょっとは意識してたり──

　いや……な、ないわよね。

　うん、ないない。

　二年も前に別れたんだし、私のことなんかなんとも思ってないわよね。

　この偽装結婚は、晴が私の実家を救うためにやってくれただけ。

　それだけ。

　わかってる。わかってるわかってる。

　……でも、もしかしたら──
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　愚かしいのは重々承知しているが、それでも祈ってしまう。




　バカらしいとわかってるけど、だけど願う気持ちを抑えきれない。




　理り桜おがまだ俺に。




　晴はるがまだ私に。




　未練タラタラだったらいいのに。
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　改めて考えると……というか、考えるまでもないことだが、１ＬＤＫという居住スペースは、人間二人が暮らすには少々手狭だと言えるだろう。

　非常に大おお雑ざつ把ぱに言えば──部屋は二つしかないわけだ。

　リビングダイニングキッチンと、洋室が一つ。

　生活空間と寝る部屋が一つずつしかない。

　プライベートスペースなんてほとんどない。

　一緒に住んでる人間とは四六時中顔を合わせることとなる。

　まあ、これが恋人同士ならば大した問題はないのかもしれない。

　心を許した最愛の相手であるならば、部屋の狭さなんてきっと気にならない。実際にカップルが同どう棲せいする部屋としては、１ＬＤＫは意外と人気が高いらしい。

　しかし。

　しかし、だ。

　俺達は──カップルではない。

　書類上は結婚したが、それはあくまで偽装結婚。

　愛を誓い合った夫婦ではない。

　……過去に一時期そういう関係ではあったが、今となっては昔の話。

　だからこそ、お互いに気を遣わなければならない部分は多々ある。

　偽装の夫婦──要するに、男女の関係ではない男女が一つ屋根の下で暮らすのだから、そりゃあ注意事項は多々あるだろう。

　着替え、風呂、トイレ……などなど。

　そういったプライベート感の強い部分──恋人でもない異性に干渉されては困る部分では、できる限り配慮する必要があるだろう。

　もちろんそんなことは、同棲前から重々承知していた。

　だから俺はできる限り気をつけてきたし、理り桜おの方だってそれなりに気を遣ってくれていたと思う。

　ところが。

　この一風変わった同棲生活も、あっという間に一ヶ月が経過した。

　人間というのは恐ろしい生き物で、こんな突拍子もないシチュエーションだろうと、毎日毎日過ごしていれば徐々に慣れていってしまうらしい。

　油断というのか、気が緩んだというのか。

　とにかく俺は──とうとうやらかしてしまうのだ。

「──あ」

　早朝、である。

　がらり、と。

　洗面所の引き戸を開いたところで、硬直してしまう。

　言い訳をさせてもらえるのであれば……俺はこの同どう棲せい生活が始まってから、洗面所やトイレのドアは極力ノックをするようにしていた。

　それが人としてのマナーだからだ。

　しかし同棲一ヶ月目にして、とうとう……とうとう、ノックを忘れてしまった。

　結局は油断であり、慣れなのだろう。

　寝起きのボーッとした頭でなにも考えないまま、漫然と引き戸を開いてしまった。

「──ふえっ!?」

　洗面所にいた理り桜おもまた、素っ頓狂な声をあげて硬直した。

　その姿は──一言で言えば『着替え途中』だった。

　上半身はすでにブラジャーだけ。

　下半身ではパジャマのズボンを脱いでいるところで、すでに太ももまで下ろしてしまっている。そのせいで下着も全部見えた。
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　体勢は自然と前まえ屈かがみとなり──偶然だろうが、俺の方に胸の谷間を思い切りアピールするようなポーズとなっていた。

　大人っぽいデザインのブラジャーに包み込まれた、豊満な胸部。深い谷間に視線が吸い込まれそうになるが、しかし、くびれたウエストからヒップにかけた官能的なラインもまたあまりに扇情的で──

「……ちょ、ちょっとっ！」

　俺より早く硬直から回復した理り桜おは、慌てて体を隠すように身を捩よじる。

「いつまで見てるのよ、バカ！」

「わ、悪い！」

　真っ赤な顔で怒鳴られ、俺はようやく我に返った。

　大急ぎで後退しながら引き戸を閉める。

　そのまま背後の壁によりかかり、頭を抱えた。

「……やっちまったなぁ」

　後悔と興奮を同時に味わうような、複雑な気分だった。

　同どう棲せいが始まってから、早一ヶ月。

　俺はとうとう、かなりオーソドックスなタイプのラッキースケベイベントを経験してしまった。







　朝食を食べ始めても、理桜はまだ不機嫌そうだった。

「はぁーあ、最悪っ」

　トーストにジャムを塗りつつ、不満タラタラの目をこちらに向ける。

「着替えを覗のぞかれるとか、マジでありえないんだけど」

「……覗いたわけじゃない。あれは事故だ」

「普通、ノックぐらいするでしょ？　それが異性と一緒に暮らす上でのマナーってものじゃないの？」

「だから……今日は忘れたんだよ。ほんとに悪かったって。何度も謝っただろ。もういい加減許してくれよ」

「ふーんだ。謝ったぐらいで覗きが許されるなら、世の男はみんな喜んで謝るわよ。この私の着替えシーンなんて、鑑賞料が発生してもいいレベルだわ」

　相変わらず自己評価が高いお嬢様だった。

　げんなりとした気分になっていると、理桜はジッと俺を見つめてきた。

　やや赤らんだ頬ほおで、

「……あんた、まさかわざとやったわけじゃないでしょうね？」

　とんでもない言いがかりをつけてきた。

「なっ、なに言ってんだよ」

「ノックを忘れたフリして、偶然にかこつけて着替えを覗のぞこうとしたんじゃ──」

「違う！　そんなことするわけねえだろ！」

「だってあんた……しばらくジーッと見てたし」

「ぐう……そ、それは」

　羞恥と怒りが滲にじむ口調で咎とがめられ、言葉に詰まる。

　そこを責められると辛つらい。

　実際……俺はあのとき、結構しっかり凝視してしまった。

　着替え途中だった理り桜おがあまりに美しく魅力的で……そしてあまりにエロくて、ついうっかり見とれてしまったのだ。

　しかし、そんなことを認めるわけにはいかない。

「……驚いて固まっただけだ」

「ふん。どうだか。まっ、気持ちはわかるけどね～」

　怒りが滲んでいた顔に、徐々に優越感の笑みが浮かんでいく。

「私の下着姿なんて、晴はるにはちょーっと刺激が強かっただろうから。ついつい凝視しちゃう気持ちもわかるわ。それだけ私が魅力的ってことだもんね。はぁ～、元カレをムラムラさせちゃうなんて、私って罪深い女」

　どこか陶酔したような口調でからかわれ、俺の方も頭に血が上ってしまう。

「……自意識過剰すぎるだろ。別にそこまでお前の着替えシーンに興味ねえよ」

「む……」

　途端、理桜は面白くなさそうな顔となった。

「強がっちゃって。本当は嬉うれしかったくせに」

「嬉しくない」

「本当は見たかったくせに」

「見たくない」

「……むぅ」

　頬ほおを膨らませ、瞳で怒りの炎を燃やす。

「もうっ！　あんたってほんと意地っ張りね！　認めなさいよ、私の着替えが見られて嬉しかったって！　ありがとうございます理桜様ってお礼を言いなさい！」

「怒りの方向がおかしくないか!?」

　謝罪じゃなくてお礼を求めるってどういうことだよ。

　ラッキースケベでお礼を言っても気持ち悪いだろ。

　それはそれでキレられるだけだろ。

「……ふん。もういいわよ」

　理り桜おは拗すねるように会話を切り上げた。

「どっちにしても、うら若き乙女を辱めた罪は変わらないから。罰として……あんた、今日から一週間、お風呂掃除当番ね」

「はいはい。わかりましたよ」

　降参するように両手を挙げる。

　なんだかんだ言って、今回は俺の失態だ。

　この程度の罰ならば甘んじて受けるとしよう。

　というかそもそも──この同どう棲せい生活の風呂当番は一日ごとの交替制になってるため、一週間と言っても実質は三日だけ押しつけられたようなもの。女子大生の着替えを覗のぞいた罰としては、かなり緩いと言っていいだろう。このレベルの罰で済ませてもらえたことを、俺は感謝すべきかもしれない。

　とか。

　そんな風に一段落した気持ちになる俺だったが──しかし。

　俺はすぐに……具体的にはこの日の夜に、思い知る。

　このラッキースケベ騒動は、次なる波乱の序章に過ぎなかったのだと。







　その日の夜。

　自分で洗った風呂に自分で湯を張り、そしてすぐに自分で入った。

　風呂の順番に関して明確なルールは決めていないが、なんとなく俺が先に入ることの方が多い。

　俺としては、自分の後の風呂に女子を入れることに若干の抵抗があったし、てっきり理桜も一番風呂の方がいいかと思っていたのだが、

『急せかされるのが嫌なのよね。自分のペースでのんびりと入りたいから、あんた先に入っていいわよ』

　とのこと。

　俺の後に入るストレスより、入浴時間を急かされるストレスが勝ったらしい。

「……ふう」

　ざぶん、と浴槽から出る。

　いつも通り、トータルで十五分程度の入浴だった。

　折れ戸を開いて洗面所に戻り、バスタオルで体を拭く。

　ふと思う。

　風呂にもずいぶん慣れたな、と。

　同どう棲せいが始まったばかりの頃は、理り桜おがいる状況で裸になったり風呂に入ったりすることが、なんだか無性に小っ恥ずかしかった。

　洗面所の内鍵は閉めていたし、風呂上がりにはまだ体を拭ききってもないうちに急いでパンツだけは穿はいたりもした。

　なんというのか……いかにも女慣れしていない童貞らしい挙動だったと思う。

　でも、同棲を始めて早一ヶ月。

　さすがに──もう慣れた。

　内鍵なんていちいち閉めないし、パンツだって体をきっちり拭き終わってから穿く。一人暮らししてた頃と同じように振る舞えるようになってきた。

　そう。

　だからまあ、結局──この後起きるハプニングもまた、慣れのせいなのだろう。俺も、そして向こうも、この特殊な状況に段々と慣れ、気が緩んできているのだ。

　がらり、と。

　洗面所の戸が開く。

　内鍵も閉めていないから、実にスムーズに。

「……え？」

　ギョッとする俺。

　そこに立っていたのは──理桜だった。

「ふえっ!?」

　向こうもまた、大きく目を見開く。

　無理もない。

　だって俺は──まだパンツも穿いていないのだから。

　風呂上がりにバスタオルで体を拭いていたタイミングで、しかもよりにもよって頭を拭いていたところだ。

　下半身を遮るものは一切なく、完全に丸出しの状態──

「ひっ……きゃああああっ！」

　理桜は顔を真っ赤にし、甲高い悲鳴をあげた。

　着替えを見られたときよりも大きなリアクションだった。

「やだもう、なに見せてんのよ、バカっ」

「わっ、悪いっ！」

　俺は反射的に謝罪を口にし、股間をタオルで隠すようにした。

　冷静に考えれば、何一つ悪いことはしていないというのに。







「はぁーあ、最悪っ」

　テーブルの対面に座った理り桜おは、カフェインレスのコーヒーを片手に言った。

　今朝と全く同じ台詞せりふだったが、今朝よりも顔の赤みは強く、そして語調もやや強いような気がした。

「マジでありえないんだけど。今日はちゃんと大学行って、講義を受けて疲れて帰ってきたっていうのに……一日の最後にあんなの見せられるなんて」

「…………」

「まったく。あんた、なんで内鍵を閉めとかないのよ？　人と一緒に暮らすなら、そういうマナーに気をつけなさいよね」

「…………」

「ま、まさか、わざとやったんじゃないでしょうね？　私にヌードを見せつけて、強引にいやらしい空気を作ろうとしたんじゃ……！　ふ、ふんっ、残念だったわね！　私はそんな安い女じゃないんだから！」

「…………」

「はあ。まあいいわ。あんたも反省してるみたいだし、今回だけは許してあげる。でも、うら若き乙女を辱めた罪は償いなさいよ。お風呂掃除、二週間に延長ね」

「──ちょっと待て」

　俺は言った。

　相手に言いたいだけ言わせてから、溜ために溜めて言った。

「いや、いやいや……おかしい。おかしいだろ。絶対におかしい」

「なにがおかしいのよ？」

「なんで──俺が悪者みたいになってんだ？」

　見られた側なのに。

　今度はなに一つ落ち度はないはずなのに。

「いいか？　ちょっと冷静に今日の出来事を振り返るぞ」

　極力気持ちを落ち着かせながら、俺は言う。

「まずは朝の一件。俺は、ついうっかりノックもせずに洗面所のドアを開いて、お前の着替えを目撃してしまった。この場合、悪いのはどっちだ？」

「あんたでしょ」

「そう、その通りだ。正解。事故とは言え、女子の着替えを見てしまったわけだからな。悪いのは俺だ。だからきちんと謝ったし、罰も受け入れた」

　うんうんと大仰に頷うなずきつつ、俺は続ける。

「じゃあ次、たった今の事件。お前がうっかりノックもせずに洗面所のドアを開いたせいで、俺は裸を見られてしまった。この場合、悪いのはどっちだ？」

「あんたでしょ」

「はい、そこ！　そこがおかしい！」

　ここぞとばかりに声を張る俺だった。

「なんでだよ!?　お互いに同じミスをしたはずなのに、なんでどっちも俺が悪者になるんだ!?　なんだこの不条理!?」

　理不尽にもほどがある。

　裸を見たら、こっちが悪者。

　そして、裸を見られても、こっちが悪者。

　なんだこれは？

　世の中ってのは、こんなに男に不自由にできてるのか？

「そ、それは……」

　指摘されて得心がいく部分もあったのか、理り桜おは言葉に詰まった。

「つーわけで、今回は俺が被害者でお前が加害者者だ。正式な謝罪を要求する」

「はあ？　なんで私が謝らなきゃいけないのよ？」

「不注意で人の裸を見たからだよ」

「み、見たくて見たわけじゃないわよ」

「俺だって見たくて見たわけじゃない。でも、ちゃんと謝った」

「くっ……。で、でも、こういうのって男女で違うでしょ？　女と男じゃ、着替えを見られたとき、なんていうか、ショック度が違うのよ！」

「む……」

　まあ、確かになあ。

　裸や下着を見られたダメージは、おそらく女の方が大きいんだろうなあ。

　ぶっちゃけた話、下着見られた程度じゃ男はノーダメだからな。

　むしろこっちが気を遣う。

『ああ、不快なものを見せてしまって、すみません』って。

「……言わんとすることはわかる。確かに男女で変わる部分はあるだろ。でもな、今回に限って言えば、男女差を補って余りある格差があると言える」

「格差……？」

「お前は下着だったけど、俺は全裸を見られてんだよ」

「～～～～っ!?」

「この差はデカい……だろ……」

　理桜は顔を真っ赤にし、その反応で俺もまた羞恥がこみ上げてくる。

　うわ、ヤベ。

　急激に恥ずかしくなってきた。

　そうだ。俺、見られちまったんだよな。

　理り桜おに、全部、包み隠さず。

　付き合ってた頃だって見せたことないのに。

「……た、確かに裸見ちゃったけど、でも……だからって私が悪いとは限らないでしょ？」

「なに？」

「だって──お、男の人って見られたら嬉うれしいんじゃないの!?」

「んなっ!?」

「私みたいなかわいくて綺き麗れいな女に、ち……んんっ！　下半身を見ていただけたのよ!?　むしろ感謝するべきじゃないの!?」

「アホか！　見られて喜ぶのは一部の特殊趣味の奴やつだけだよ！」

　俺は断じて喜んでなどいない。

　理桜に、今もまだ未練タラタラの元カノに、付き合ってた頃だって見せたことがない秘部を見られてしまったからって、興奮するようなことは──

　…………。

　いやっ、ないよ！

　ないない！　絶対にない！

「そんなに怒らなくても……急だったから、ほとんど見えなかったわよ」

　顔を赤らめつつ、しかし無理やり作ったみたいな笑みを浮かべる。

「だから安心しなさい。その、あれよ。ほら……。かぶってるかどうかは、よくわからなかったから！」

「誰がかぶってるかぶってないの話をした!?」

「え？　違うの？」

「違うに決まってるだろ！」

「じゃあ、まさかサイズ……？　えっと……私、他の人の見たことないから、サイズはよくわからないし……」

「サイズでもねえよ！　さっきからなんの話だ!?」

「だ、だって……林はやし田だが前に言ってたんだもん。男はサイズとか、かぶってるかぶってないとかを、異常なぐらい気にする生き物だって……」

　どういう教育してんだよ、林田さん。

　いや、まあ……間違ってはないんだけどさ！

　正しい性教育なのかもしれないけどさ！

「そういう次元の話はしてないんだよ。……あと別に俺、かぶってないし。サイズもコンプレックスじゃないからどうでもいいし。心底どうでもいいし」

「……どうでもいいくせに、念を押してきたわね」

「とにかく！」

　強引に会話を切り替える。

「一回謝ろうぜ。それで全てチャラにしよう。うん、それがいい」

「……むぅ」

　苦渋の表情を浮かべる理り桜お。おそらく頭では自分の非を理解しているのだろうが、プライドが邪魔をしている感じだと思われる。

　数秒呻うなった後、

「……わかったわよ」

　と言った。

「確かに、私にも落ち度はあったかもしれないわね」

「おお」

　よかった。話が通じた。

　そうだよな。理桜だってもう子供じゃない。二十歳を超えた大人なんだ。ちゃんと理論立てて話をすれば、わかってもらえるんだよ。

　軽く感動する俺だったが、

「でも、一つ条件があるわ」

　と言葉を付け足して、理桜は指を一つ立てた。

「条件？」

「私も自分の非を認めるから……あ、あんたもいい加減、認めなさいよ」

「認めるって、なにを？」

「だから、私の下着姿が見られて……ほ、本当は嬉うれしかったって」

「……はあ!?　な、なんでそうなるんだよ」

「だって、あんた絶対に認めないじゃない！　今朝だってそうよ。何回聞いても、ずっと素っ気ない感じで……」

「それは……」

「……わ、私だって、少しはショックなのよ？　着替えを見られた男に、『見たくて見たわけじゃない』とか『興味ない』とか言われたら……」

　声は徐々に小さくなり、瞳は不安げに揺れる。

　意外、だった。

　単に着替えを見られたことだけではなく、その後の俺の反応もまた、理桜を傷つけてしまっていたなんて。

　……ああ、くそ。

　なんでだよ。

　なんでわからないんだよ。

『興味ない』とかさ。

　そんなの──本心なわけねえだろうが。

「バカだな、お前」

「バ、バカってなによ、私は真面目に……」

「あの状況で──本音言えるわけないだろ」

「え……」

「い、言っとくけど、神に誓ってわざとじゃないからな。見たくて見たわけじゃないってのは、本当だよ。でも……見たくなかったかどうかってのは、また別の話でだな……」

「…………」

「そりゃ俺も男だからな……理り桜おみたいにかわいい女の着替えとか、下着とか、見たくないって言ったら嘘うそになるし……だから、まあ……う、嬉うれしかったという気持ちも、なきにしもあらずだとは思う」

　我ながら笑ってしまうぐらい迂う遠えんな言い方だと思う。

　でも結局は──それが本音なのだろう。

　着替えを見た瞬間、ラッキースケベイベントだと思った。

　ラッキーで、スケベだったのだ。

　幸運であり、性的興奮を催すものであったのだ。

「……ふ、ふぅん。そっか……」

　理桜はほんの一瞬安あん堵どの表情を浮かべた後、

「ふふんっ。やーっぱり嬉しかったんじゃない」

　にんまりと満足そうに笑った。

「この変態。スケベ。エッチッチー」

「くっ。お前が言わせたんだろうが……」

「はぁーあ。やれやれ。うちの旦那様はとんだ変態だったみたいね。先が思いやられるわ」

　勝ち誇るように言った後、理桜は席を立つ。

「まあ、素直に認めたから特別に許してあげる。感謝しなさい」

「そりゃどうも……。……って違う違う！　なんでお前が許すって話になってんだよ！　俺が認めたらお前が謝るって話だろ！」

「あー、そうだったわね。はいはい、ごめんごめん。以後気をつけまーす」

　凄すさまじく適当な謝罪を述べると、軽やかな足取りで寝室の方へと去っていった。

　一人残された俺は、もう天を仰ぐしかなかった。

「……はあ」

　なんでこうなるんだか。

　完全にしてやられた気分だ。

　まあ、しょうがないことなんだろう。

　男と女が着替えの問題で揉もめたら、どうやったって女には勝てないと思う。

　それに考えようによっては、俺は相手の着替えを見た上に、相手に秘部を見てもらえたのだからトータルで大勝利とも言え……いやっ、違う違う！　見られたくなんかなかった。

　決して興奮などしてない。

　俺は見られて興奮する変態じゃない。

「……ん？」

　懊おう悩のうし頭を抱えていると、テーブルに理り桜おのスマホを見つけた。

　忘れていったらしい。

　少し考えた後、スマホを手に取って理桜に渡しに行く。

　どうせまた今日も風呂に入ったら、のんびり浸つかって女性タレントのメイク動画や爆買い動画でも見るのだろう。風呂に入ってから持ってくるよう命じられても面倒だし、持っていってやろう──と。

　そう考えた上での行動だったのだが、完全に裏目だった。

　後から知るのだが──今日理桜は、俺が帰ってくる前にシャワーを済ませていたため、夜風呂に入るつもりはなかったらしい。

　つまり寝室に戻った彼女がなにをしていたかというと──

「おい、理桜。スマホ忘れ──」

「きゃっ！」

　理桜は──着替え途中だった。

　ちょうど部屋着の短パンを下ろしたタイミングだったようで、こちらにぷりんと尻を突き出すような体勢となってしまっている。

　下着に包まれた尻が、バッチリと見えてしまった。

　興奮……よりも、『またかよ』という気持ちが強かった。

「なんっでだよ……!?」

「はあっ!?　ちょっとなによ、人のお尻見てその反応は!?」

　一件落着したはずの議論が、また再燃。

　完全に振り出しに戻り、俺達は再び喧けん嘩かとなるが、その後の流れは割愛。

　男女の同どう棲せいにおけるラッキースケベ率の高さは、根深い問題としてこれからも俺達を苦しめていきそうな気がした。
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『石動いするぎ不動産　駅前支店』

　俺のバイト先の名前である。

　名前からもわかるように不動産屋で、名前からもわかるように駅前にあり、そして名前からもわかるように──俺の実家が経営している会社となる。

　石動家は、この辺りでは少々有名な地主の家系。

　手広く事業をやってはいるが、特に力を入れているのは不動産関係。先祖代々から所有していた土地を運用し、利益を生み出す事業だ。

　俺も将来はグループの不動産部門で働くように親父おやじや爺じいさんから言われているため、今は不動産系の資格取得に向けて勉強に励んでいる。

　で。

　そんな俺のバイト先もまた、実家が経営してる不動産屋。そこで事務作業や諸もろ々もろの雑用をするバイトとなっている。

　……冷静に考えれば、会社の御曹司がバイトに来るなんて、働いている人間からしたらこの上なく面倒臭いことだろう。

　俺もその辺は重々承知だったのだが、これには事情がある。

　父曰いわく、

「学費は出してやるし、住むところも用意してやったんだ。生活費ぐらいは自分でなんとかしろ。光ひかるも昊そらも、大学ではそうしていた」

　とのこと。

　しかし、その一方で母曰く、

「父さんはああ言ってるけど……バイト先はちょっと考えてくれない？　ほら、やっぱり世間の目って気になるでしょう？　お兄ちゃん達二人がコンビニとかでバイトしてるとき、お母さん、周りからいろいろ言われて……。うちみたいな家が子供にバイトさせてると、嫌みみたいに感じる人も多いみたいで……」

　とのこと。

　……頼むから両親で意見を統一してくれ、と思った。

　その後三人で話し合った末、石動家の関連会社でバイトをする、という結論に落ち着いた。うちの会社で働いてる分には、世間も『ああ、将来のために今から働いてるのね』ぐらいに思ってくれるだろう。

　俺としては気まずい限りだが……まあ、ありがたい部分もある。

　どうせバイトするなら、将来に役立つことがしたいとは思ってたからな。

　事務作業中心とは言え、おそらく将来働くことになるだろう不動産業に関わっていられる。社員の人から資格試験の勉強についてのアドバイスももらえたりしてるし、そう悪いことばかりでもない。

　そんなこんなで大学入学直後から働き続けて──はや一年。

　一年も働いていれば、それなりに人間関係もできてくる。

「よっ、晴はるくん」

　バイト中、である。

　不動産屋の二階、資料倉庫。

　頼まれた資料や書類の整理をこなしていると、社員の浅あさ賀がさんが様子を見に来て、いつも通りの軽いノリで声をかけてきた。

「どうだい、調子の方は？」

「まあ順調ですよ。もうすぐ終わると思います」

「ほう。そうかいそうかい、そりゃよかった」

　冗談っぽく言った後、

「ああ、そうそう。頼まれてた宅建の教材、俺が昔使ってたやつを持ってきといたから、バイト終わったら持ってってよ」

　と続けた。

「ほんとですか？　ありがとうございます」

「いいっていいって。なにせ晴くんは、うちの会社の御曹司様だしね。いずれ俺の上司になるかもしれないんだから、今のうちからたっぷり媚こび売っとかないと」

　どこまで本気かわからぬことを言われ、俺は苦笑する他なかった。

　浅賀俊とし也やさん。

　整髪料で固めた髪と、意図的に伸ばしているあごヒゲ。年は三十五歳。一言で言えば、オシャレでダンディーなおじさん、という感じである。

　数年前に離婚し、現在は気ままな独身生活を満喫しているらしい。

　不動産営業としてはかなり優秀で、この支店では常に上位の営業成績を叩たたき出だしてる。グループの直系という大変面倒な存在である俺にも気さくに接してくれて、時間が空いているときは資格の勉強の相談に乗ってもらったりもしている。

「でもさ晴くん、勉強もいいけど、プライベートの方は大丈夫なの？」

「プライベート？」

「新婚生活の方は上う手まくいってるのって話」

　浅賀さんは下世話な笑みを浮かべて問うてくる。

「それはまあ、それなりに」

「本当にぃ？　心配だなあ。晴はるくん、真面目すぎるところあるから。ちゃんと毎日愛の言葉囁ささやいてる？」

「そ、それは……」

　囁いてるわけがない。

　偽装結婚なんだから。

　まあ……相思相愛で付き合ってた頃も、そこまで全力で愛情表現したりはしてなかったけれど。

「結婚生活はね、たまに百点のプレゼントするより、毎日の十点の積み重ねが大事なんだよ。どう？　バツイチのおっさんが言うと説得力が違うでしょ？」

「あはは……」

　対応に困る自虐ネタだった。

　愛想笑いで誤ご魔ま化かすしかねえ。

「でもさあ……本当に結婚しちゃったんだよね、晴くん」

「なんですか、改まって」

「なんか実感が湧かなくってさ。まあ晴くんとしてはたくさんイベントがあった上での結婚なんだろうけど……俺からしたら、かわいがってたバイトの大学生がある日突然、既婚者になっちゃった感じだから」

「──全くですよ」

　と。

　俺達の会話に割って入ってくる女性の声。

　そこにいたのは──バイトの鹿か野のさんだった。

　今日はずっと俺と一緒に倉庫で作業をしていて、彼女には棚の向こう側を担当してもらっていた。俺達の会話は聞こえていたらしい。

「私も未いまだに信じられないですよ。晴さんが結婚しちゃったなんて」

　どこた呆あきれたような口調で言いつつ、こちらに歩いてくる。

「やっぱり千ち百ゆ合りちゃんもそう思う？」

「思いますよ。だって晴さん、まだ十九歳ですよ？　なかなかいないんじゃないですか、そういう大学生」

　浅あさ賀がさんの問いに、大仰に驚いた顔をしてみせる鹿野さん。肩口で切りそろえられた髪と、優しげな目つき。清せい楚そかつ明るい雰囲気を持つ少女である。

　鹿野千百合。

　俺と同じ大学に通う女子学生で、学部こそ違うが学年は同じ。

　現在はこの不動産屋で一緒にバイトしている。俺の方が二ヶ月ほど先に働き始めていたため、一応ここでは先輩ということになる。

　同い年だからタメ口でいいと言っているのだが、「いえいえ、ここでは後輩ですから」と妙な律儀さを見せ、未いまだに敬語で接してくる。

　明るく人懐こい性格でコミュニケーション能力も高く、この職場では男女問わず人気が高い。

　バイトを始めて一週間ぐらいで、先輩の俺よりはるかに職場に馴な染じんでいた。

　……なんなんだろうね、この気持ち。

　自分がいるコミュニティに後から参加してきた奴やつが、自分より圧倒的にそのコミュニティに溶け込んじゃうと、表現しようのない寂しさ感じちゃうよな。

「もうほんと、いきなり結婚って感じでしたもんね」

　鹿か野のさんは苦笑気味に肩をすくめる。

「私が彼女いるかいないか質問したときなんて、『いないし、作る気もない』とか捻ひねくれたこと言ってたくせに……その一ヶ月後ぐらいに『結婚式の準備あるからしばらくバイト休む』とか言い出して」

「ははは……まあ、家の事情とかいろいろあってさ」

「へぇー、やっぱりそういうのあるんですね」

「そりゃそうだよ。晴はるくん達夫婦は、どっちもいいとこのお坊ちゃんお嬢ちゃんだからね」
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　浅あさ賀がさんはどこか投げやりな口調で言う。

「晴はるくんは石動いするぎ家の三男で、奥さんは『たまき屋』の一人娘だもんな。自由気ままに結婚や離婚ができる、俺ら庶民とは違うのさ……」

　バツイチ男性による、またもや反応に困る自虐ネタだった。

「……まあ、俺も大変なんですよね。家が家なんで」

　曖昧に誤ご魔ま化かす。

　言い訳すればするだけボロが出そうだったので、ひたすら『家の都合』という他人には追及しづらそうな理由でお茶を濁すしかなかった。

　どことなくネガティブな空気を出してしまったからだろうか、

「……晴さん、結婚したこと、後悔してないですか？」

　鹿か野のさんがそんなことを尋ねてきた。

「後悔……」

「だって、やっぱり早すぎますって。晴さん、まだ私と同じ大学生なんですよ？　それなのにもう、人生の伴侶を決めちゃうなんて……」

　口調は段々と熱を帯びていく。

「もっと、なんていうか……他の女性にも目を向けて、人生経験をたくさん積んでからの方がよかったんじゃ──」

「他の女性？」

「……え、あっ」

　意味がわからず問いかけると、鹿野さんはしまったという顔となる。

「な、なんでもないです！　すみません、せっかくめでたいことなのに水差すようなこと言っちゃって！　あはは……」

　慌てて頭を下げ、誤魔化すように笑った後、

「……あー、私、他の仕事ないか聞いてきますねっ。さー、今日も頑張って、バイトバイト！　お金稼ぐぞーっ」

　そそくさと倉庫から出て行ってしまった。

「……鹿野さん、どうしたんだろ？」

「んー。彼女もいろいろ複雑なんだろうね」

　わけがわからない俺と、なにやら知った風な浅賀さんだった。

「まあ、そんなことより晴くん」

　浅賀さんは話を変える。

「今日って、バイト終わってから時間ある？」

「まあ……大丈夫ですよ」

　理り桜おには連絡をいれておけば大丈夫だろう。

　元々今日はバイト終わりが七時という大変中途半端な時間だったから、夕飯は各自と言ってあるし。

「そうか、よかった」

「なんかあるんですか？」

「いや、大したことじゃないんだけどさ。遅ればせながら、晴はるくんの結婚祝いでもしてあげようかと思って」

「え……そんな、いいですよ。申し訳ないですって」

「あはは。遠慮しないでよ。全然大したもんじゃないから安心して。てか、結婚祝いってのはただの建前で、ちょっと俺の趣味に付き合ってほしいだけ」

　そこまで言ったところで、浅あさ賀がさんは親しげに肩を抱くようにしてくる。

「いいところに連れてってあげるよ」

　にやりと、なんとも怪しい笑みを浮かべていた。
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　夜の九時すぎ──

　晴がバイトから帰ってきた。

「おかえりー。遅かったわね」

　リビングに顔を出した晴に、シンクの掃除をしていた私はキッチンから声をかけた。遅くなると連絡はもらっていたけれど、まさかこんなに遅くなるとは思わなかった。

「バイト、そんなに大変だったの？」

「いや、バイトは時間通り終わったよ。ただ、その後……ちょっとな」

「ちょっと？」

「……ま、まあいろいろだよ、いろいろ」

　少し慌てた様子で言葉を濁し、私の横を通り過ぎていく。

　その足取りはやや不安定で、フラフラとしていた。

「どうしたの？　大丈夫？」

「だ、大丈夫だよ。少し疲れただけ。悪いけど、今日はもう寝る」

「寝るって……お風呂は？」

「入らない」

　疲労が滲にじむ声で言いながら、晴は寝室へと去って行った。

　珍しい。

　晴がシャワーも浴びずに寝るなんて。

　あ、でも……なんか石せつ鹸けんの匂いがしたわね。

　うちでは使ってない香り。

　ふぅん？

　どこかでお風呂かシャワー、済ませてきたのかしら？

　なんで？

　どこで？

「……ま、いっか」

　少し不思議に思ったけど、私は深く考えもせずシンクの掃除を再開した。







　翌日。

　晴はるが学校へと向かった後、私はいつも通り家事をこなしてた。

　最初は慣れなかった家事も、この一ヶ月でだいぶ慣れてきた。今ではもう、スマホでYouTubeを流しながら楽しくできちゃうぐらい。

　最近ハマってるのは、女性タレントや女性YouTuberの爆買い動画。

　綺き麗れいな女性が金に物を言わせてハイブランドをこれでもかってほどに買かい漁あさっている姿は……なんていうのか、見ててすっごくスッキリする。

　ああ、羨ましい。

　私もこんな風に、使い切れないぐらいブランド品を買い漁りた──おっと。

　いけない、いけない。

　今の私は──貞淑な主婦なんだから。

　もう一人で生活してるわけじゃないんだし、家計のことも考えて質素倹約な生活を心がけないとね。

　はあ。なんて健けな気げで立派な主婦なのかしら、私は。

「ふふ～ん、ふ～ん……あ」

　洗濯物を洗濯機に放り込んでいくと──晴の服が出てきた。

　ごく普通の、白いワイシャツ。

　スーツ用のかっちりしたものではなく、少しラフなもの。

　晴は昔からこういう、モノトーンで大人しめな服装が好きだった気がする。まあ好きっていうか、あんまりファッションに興味ないから無難なものを着てるって感じなんだとは思うけど。

　あいつが昨日、一日身につけていたもの。

　なんとなく顔をつけて匂いを嗅いでみる。

　あ……すごい。

　少しだけど、ちゃんと晴の匂いがする。

　同どう棲せいし始めてから何度も感じている、晴はるの匂い。前にバックハグをしてもらったときなんかは、特に強く感じた。シャツに顔を埋うずめていると、まるで晴の胸に顔を埋めてるような気がして、なんだか胸がドキドキと──

「……～～～～っ!?」

　ちょっと待って！

　今、私、なにやった！

『なんとなく』でなにやった!?

　なに自然な流れで匂い嗅いじゃってるの！

　ダメよ、ダメダメ！　こんなの……変態じゃない！

　こんなの、彼氏や夫が好きすぎる女がやるやつでしょ！

「……ち、違うのよ！　これは違うの！　私はただ……そうっ！　妻として夫の体臭チェックをしただけなのよ！　うんうん！　夫の服が臭かったら妻の怠慢って思われるからね！　そうそう、それだけ！」

　誰もいないのに一人で言い訳しながら、慌てて洗濯の作業に戻る。

　シャツは速攻で洗濯機に放り入れ、次はズボン。

　ポケットチェックをしていると──

「……ん？」
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　中にあったのは、一枚の名刺だった。

　そのピンク色の名刺を見た瞬間──私の頭は真っ白になる。




『抜き抜きパラダイス


　　　　　　　　○○○－○○○－○○○○』






　ポップなフォントと電話番号の下には、




『また指名してね♡　みく』




　と嫌に丸っこい手書きの文字でそう書かれていた。

「──っ」

　直接的な経験はないとは言え、私も二十歳を超えた女子大生。いくらこの手のことに疎いと言っても、さすがにわかる。わかってしまう。

　間違いない。

　これは──風俗店の名刺だ。







「──浮気よ、浮気！　ずぇーったい、浮気！」

『はあ、なるほど』

　衝動のままに叫ぶ私とは対照的に、電話口の林はやし田だの対応はいつも通りの冷淡なものだった。

「もう信じらんない！　晴はるの奴やつ……私に内緒で風俗に行ってたなんて……！」

　悲しみと怒りが強すぎて、頭がどうにかなりそうだった。

　ショックで胸が張り裂けそう。

　油断すると涙が溢あふれてしまう。

　晴が──風俗に行ってたなんて。

　私以外の女といかがわしい行為をしていたなんて。

「……晴の奴、昨日、いつもより少し帰りが遅かったのよ。だからきっと、バイト帰りに社員の人とノリで行っちゃったのよ！　そうよ！　そうに決まってるわ！」

　昨日の様々な違和感も、そう考えれば説明がつく。

　普段より帰りが遅かったことも、なんだか疲れていたことも。

　そして……風呂に入らずに寝たことも。

　きっと──風俗でシャワーを浴びてきたのよ！

　だからうちとは違う石せつ鹸けんの匂いをさせてたんだわ！

　疲れてたのも、それぐらい風俗でハッスルしてしまったからに違いない……！

「うう……最悪っ。私達、まだ結婚したばかりなのに！　新婚ホヤホヤなのに！　それなのに風俗に行くって、どういう神経してるのよ！」

『はあ』

「しかも『また指名してね』ってことは……前にも行ったことあるってことよ！　常連だったのよ！　もう信じられないわ！」

『はあ。まあ、新婚で夫が風俗に行ったとなれば、怒り心頭となって狂乱する気持ちもわかりますが……』

　林はやし田だはあくまで冷静な声で言う。

『そもそも──二人は偽装結婚なのでは？』

「ぎ、偽装結婚でも風俗はなしでしょ！　常識的に考えて！」

『偽装結婚で常識を問われましても』

　淡々と続ける林田。

『恋愛感情ではなく利害の一致で結ばれ、世間に向けた夫婦としての役割だけをこなす関係──それを偽装結婚と言うのであれば、そこに浮気なんてものは存在しないような気もしますけれどね。晴はる様が風俗に行こうと愛人を作ろうと、形だけの妻である理り桜お様がとやかく言う義理はないのでは？』

「で、でも……あいつ、まだ大学生なのに……」

『晴様は十九歳ですから、風俗もオッケーの年齢です』

「う……」

『まあ気持ちはよくわかりますけどね。大好きな晴様が風俗に行って、見知らぬ女とあれやこれやを致していたとなれば、ショックは相当なものでしょう』

「そうよ。大好きな晴が風俗に行ったなんて──って違う違う！　私はあんな奴やつ全然好きじゃないから！」

　危ない！

　誘導尋問に引っかかるところだった！

「べ、別にどうでもいいんだけどね！　晴が風俗行こうがなにしようが私には関係なし、好きにすればって感じなんだけど」

『今にも泣き出しそうな声で電話してきたのはどこの誰ですか……』

「ただ……ほら？　新婚の男が風俗通いしてるなんて、世間の印象はよくないでしょ？　どこで誰が見てるかわからないんだし。私はそういう世間体を気にしてるだけであって……全然、恋愛感情とかないから」

『はあ。まだそのテイで行くんですね』

　うんざりとした様子の林はやし田だだった。

　テイって言わないでよ、テイって。

『そちらがそのつもりなら、私も合わせて話しますが──しかし理り桜お様。これはなにげに難しい問題ですよ』

「え？」

『はるか昔より男と女が互いの価値観をぶつけ合って争い続け、それでも未いまだに解答が出ない、恐ろしき難問……果たして「風俗は浮気に入るのか否か」！』

　林田は真に迫るような声で言った。

　真に迫るような声でなにを言ってるんだと思った。

「入るのか否かって……は、入るに決まってるでしょ？　百万歩譲ってキャバクラとかならギリセーフだと思うけど、でも……風俗はダメでしょ。だって……その、エ、エッチなことするお店なのよね？」

『性的サービスを目的としたお店となりますね』

「だったらダメよ！　ダメに決まってるわ！　奥さんや彼女がいるのに風俗なんかに行く男は最低よ！」

『女性はみんなそう思うでしょう。しかし男という生き物は往々にしてこう主張します。「風俗は浮気ではない」と』

「なっ……」

『「恋愛感情はなくて、金で性的サービスをしてもらってるだけだから、浮気にはならない」とか、「妻は愛してるけど、これは別腹」とか』

「べ、別腹って……なにそれ？　それで許されると思ってるの？」

『……思ってるんですよ、男という生き物は』

　そこでずっと淡々としていた林田の声が、わかりやすく暗くなった。

　暗黒の気配を醸し出し始めた。

『……土下座して謝れば許してやろうかと思いますけど、「風俗ぐらいでガタガタ言うな」って堂々と開き直られると、もはやショックを通り越して殺意が湧いてきますよね。それで「じゃあ私もプロ相手なら浮気していいの？」って言い返すと、「男と女は違うだろ」って意味不明な言い訳してきますし……』

「え……」

『……どうせ行くならバレないように行けって話ですよ。こっちには確認しようがないんだから。それなのに……なんで男っていちいち詰めが甘いんですかね？　名刺とかパソコンの検索履歴とか……。あとそういう日に限って、急に行動が不自然になって、こっちのスケジュールを確認してきたりするし』

「あ、あの、林田……」

『私だってね、最初は頑張って気づかないフリしようかとも思うんですよ？　なにも気づかないバカな女を演じてヘラヘラ笑ってればいいのかなって……。でも、そんなの無理じゃないですか。そんな鈍感じゃいられないんですよ。バカにもなれず、かと言って賢いわけでもない……そんな中途半端で惨めな女が、私なんです……』

　まずい。

　ダークサイドに落ちちゃった。

　林はやし田だ冴さえ子こ、二十九歳。

　私が小さい頃からうちでメイドとして働いてくれていたんだけれど、二年前ぐらいに寿退社でメイド業を辞めてしまった。

　しかし──ほんの数ヶ月ですぐ戻ってきた。

　婚約は破棄されたそうだ。

　理由は詳しく聞いていないけれど……いろいろ、らしい。

　特定の出来事がどうこうっていうより、様々なことが積み重なった結果、トータルで婚約破棄という結論になったらしい。

『……失礼。取り乱しました。では、気を取り直して話を続けましょう』

「う、うん」

　落ち込むときは落ち込むけど、復活も早い林田だった。

　さすが落ち込み慣れている。

　……落ち込み慣れてるってなに？

『今調べてみたところ、「抜き抜きパラダイス」というのは、どうやらデリヘルのようですね』

「でりへる……？」

『デリヘル──デリバリーヘルス。非常に簡単に説明すれば、自宅やホテルなどに風俗嬢を派遣するサービス形態のことです。本番行為……挿入を伴う直接的な性交渉はなく、手や口での性的奉仕がメインとなります』

「て、手や口で……!?」

『この辺りは条例が厳しいですからね。本番行為を伴う風俗店は店舗の設営が難しく、風俗店はピンサロやデリバリーヘルスなどが主流だそうです』

「……本番がないからってなんなのよ？　風俗は風俗でしょ？」

『ところがどっこい、その本番行為の有無が、法律の世界では極めて重要になったりします。風俗通いが離婚事由として認められるケースもありますが、それがデリヘルだと一気に難易度が高くなりまして……』

「え……そ、そうなの？」

『法律上の不貞行為の判断は、挿入の有無で判断されますからね。本番行為のないヘルスは不貞行為には当たらない、というのがこの国の法律です。まあ、奥さんが明確な拒絶を示しても、それでもヘルス通いをやめなかった場合などは、話が変わってくるそうですが……』

「法律の問題じゃないでしょ！　性的なことやってる時点で立派な浮気よ！」

『……私も「風俗は浮気じゃない」と言い張る男は死ね、という意見ですが……今回ばかりは少しばかり晴はる様に同情致しますよ』

「え……？」

　同情？

　なんで？

　なんで風俗行った晴に、同情するの？

『だって結局お二人は、未いまだにその手の行為は一切していないのでしょう？』

「なっ……あ、当たり前でしょ！　私達はただの偽装結婚なんだから！」

『となれば──晴様は溜たまる一方じゃないですか』

「溜まる一方……!?」

『一つ屋根の下に元カノがいて、しかし手を出すことは許されない。そんな状況に置かれた男が風俗で性処理してきたところで……正直、私はそこまで責めることはできないですよ』

「そんなっ……」

　深い絶望が私を襲う。

　でも同時に、どこか納得してしまう自分もいた。

　最初は頭にカーッと血が上ってしまったけれど、林はやし田だと話していて少しは冷静になってきた。確かに──晴が風俗に行ったところで、私が怒るのはお門違いなのかもしれない。

　所詮は仮初めの妻に過ぎない私には、なにも言う資格はないのかもしれない。

　でも……嫌だ。

　どうしても──嫌だ。

　晴が私以外の女とエッチなことしてるなんて、想像したくもない。

　いったいどうしたら──

『理り桜お様が今の関係性を維持したまま、晴様に風俗通いをやめてほしいのであれば……もはや方法は一つしかないでしょう』

　林田は言う。

『他の女のことなんて考えられなくなるぐらい、理桜様に夢中にさせるしかありませんね』

「……っ！」

『「俺はこの女じゃなきゃダメだ」「こんないい女を知ってしまったら、風俗嬢なんてもう相手にできない」……そう思ってしまうぐらい、理桜様が美しく、魅力的で、妖艶で、最高にエロい女となればいいのです』

「…………」

　思わず言葉を失ってしまう。

　目から鱗うろことはこのことだった。

　な、なるほどっ。

　その手があったか！

　そうよ！　それが一番よ！

　風俗嬢なんかより私の方がいいって、晴はるに思わせればいいのよ！

　さっすが林はやし田だ！

　強く胸を打たれた私は──感動の余り手が震えて、ついうっかりスマホを落としてしまう。

『──なんて冗談ですけど』

　スマホはソファに落ちた。

　ちょうど受話口を下にして落ちたので、上う手まく音が聞こえない。

『まあ、いかに理り桜お様が単細ぼ……失礼。純粋で思い切りがいいタイプと言っても、さすがにこんなアホな作戦は実行しないですよね。すみません。からかいが過ぎました』

　よく聞こえない。

　わっ。なんかソファの隙間に入っちゃった。

『そもそもの話になりますけど……私の予想では、おそらく晴様は風俗には行っていないと思いますよ。どうせ名刺はバイト先の誰かのものだったとか、そういうオチではないでしょうか』

　もう全然聞こえない。

　うー、取れない、取れない。

　変に手を入れると、もっと奥に入っちゃいそう。

『ひとまず、きちんと話し合ってみるのがいいと思います。勝手な思い込みだけで話を進めては、問題が拗こじれるばかりですから。いいですか？　余計なことをせず、マウントを取りに行こうとせず、ちゃんと話し合うんですよ？』

　よし、取れた。

　やっとソファから発掘できたスマホを、私はしっかり耳に当てる。

『──わかりましたか、理桜様？』

「うん、わかったわ！」

　強く頷うなずく。途中で林田がなにを言ってたかはわからないけど……きっと私を応援してくれたに違いないわね！

　よし。やってやるわ。

　林はやし田だの作戦を実行してやる。

　風俗に行く気なんか起きないぐらい、私に夢中にさせてやるわ！

　晴はるが帰ってきたら──話も聞かずに奇襲攻撃してやる！







　その日の夜。

「ただい──うおぅっ!?」

　帰宅した晴は、出迎えた私の格好を見て仰天した。

「お、お、おかえりー……早かったわね」

　必死に普段通りに振る舞おうとするけど、声が上擦ってるのが自分でわかった。

「ど、どうしたの？　早くあがれば？」

「……なんて格好してんだ、お前？」

　目を丸くし、顔を赤くする晴。

　無理もない。

　ていうか……このぐらい照れてもらわなければこっちとしても困る。

　今の私の格好は──シャツ一枚。

　それも自分のものじゃない。

　下着の上に、晴が昨日着用していたシャツを羽織っている。

　いわゆる──彼シャツの格好だった。

　私には大きいサイズだから、どうにかパンツは見えずに済んでいるけれど……でも気を抜くとすぐに見えてしまいそう。

「あ、あー、これ？　ちょっと借りてるわよ」

　羞恥心を必死に押し殺しつつ、平静を装って告げる。

「ついうっかり、私の服、全部洗濯しちゃってさ。仕方ないからあんたの服を借りたってわけ。うんうん、よくあるミスだわ」

　林田との電話の後、私は必死に考えた。

　男を誘惑できそうな格好、それでいてどうにか自然な流れでできる格好……そして思いついたのが、この彼シャツ作戦。

　自分の服を全部洗濯しちゃった→だから相手のシャツを着る。

　うん！

　これは完璧な流れね！

　不自然さなんて一切ないわ！

「本当はあんたの服なんて頼まれたって着たくないんだけど、他に方法がないからしょうがないわよね。うん、しょうがない」

「……いや、いくら全部洗濯したっつっても、さすがになにかしら服はあるだろ？　パジャマだってあるんだし。だいたいお前、引っ越してきてからまだ開けてない段ボールに服が大量に……」

「う、うるさいわね！　別にいいでしょ！」

　もうっ。

　相変わらず細かいこと気にする男なんだから！

「それとも、晴はるにはちょーっと刺激が強い格好かしら？　男ってこういうの好きだっていうもんね。彼シャツとか言って」

「……アホか」

　つっけんどんな口調で言って、晴は私の横を通り過ぎていく。

　くぅ……反応がイマイチ。

　私がこんな恥ずかしい格好してるっていうのに、なんで喜ばないのよ！

　まあいいわ。

　このぐらいは想定内。

　本番はここからよ！

「晩飯は？」

「準備できてるわよ。でも、まだちょっと早いでしょ？」

　だからね。

　と言いつつ、私は晴を追い越し、ソファへと座った。

「ん」

　と顎で示しながら、ぱんぱん、と自分の隣を叩たたく。

「な、なんだよ……？」

「座りなさいって言ってるの」

　戸惑う晴に、私は言う。

「スキンシップの練習、するわよ」







　数週間前──

　日々のちょっとしたボディタッチでも過剰に意識してしまう私達は、夫婦感を出すために『スキンシップの練習』なるものをやってみた。

　ハグとか、バックハグとか。

　とにかく肌と肌でたっぷりと触れ合った。

　その結果は……まあ、うん。

　お互いの様々な思惑が交錯した結果、今後も『継続的にやっていこう』という結論に落ち着いた。まあ私は全然やりたくないんだけど、晴はるがやりたいっていうんだからしょうがないわよね。うんうん、しょうがない。

　とは言え。

　初回以降、スキンシップの練習は行っていない。

　晴から言い出してくることはなく、となれば私からも言い出すことはできない。

　向こうから『あれ？　なんか今、スキンシップの練習始めようとしてる？』という気配を感じるときはあったし、私の方からもアプローチを仕掛けてみたりはしたんだけど……結局、あと一歩が踏み出せなかった。

　でも今──私はその一歩を踏み出した。

「お、おい」

「なによ……？」

「いくらなんでも近くないか？」

　吐息を感じるぐらいの至近距離で、晴が赤い顔で言う。

　私達は今、二人並んでソファに座っている。

　と言っても、ただ座っているわけじゃない。

　ビタッ、と。

　かなりくっついた状態となっている。

　晴が座った後、私がズリズリと寄っていった結果だ。隙間なんて全くないぐらいの完全密着。二の腕や太ももが思い切り接触し、そこから相手の体温が直接伝わってくると……頭が沸騰してしまいそうだった。

　死にそうなぐらい恥ずかしいけれど──でも、ここでやめるわけにはいかない。

「く、くっつかないと練習にならないでしょっ」

　己を奮い立たせ、必死に強い声を出す。

「こないだのハグよりは全然マシじゃない？」

「いやでも、お前……い、今の格好……」

　晴は一瞬、私に視線を向けるが、すぐに目を逸そらす。

　そう。

　私の今の格好は──いわゆる彼シャツ。

　大きめサイズのシャツを羽織っているだけで、下半身なんてほとんど裸に等しい。シャツの裾でかろうじてパンツは隠せているけど、少し身を捩よじったらすぐに見えてしまいそう。かなり際どいことになっている。

　それに──下半身だけじゃない。

　シャツのボタンはしっかり上まで留とめていないため、かなり胸が開いた状態となっている。そのせいで──胸の谷間はくっきり露出。

　すぐ横にいる晴はるからは、とても見やすくなってしまっているだろう。

　うう……恥ずかしい。

　こんな露出の多い格好で晴にくっついちゃってる。

　恥ずかしくて死んじゃいそう。

　でも。

　ここで引くわけにはいかない。

　だって晴は──他の女ともっともっと過激なことをしてきたはずなんだから。

「れ、練習よ、練習っ。こういうのは、どんどんレベルアップしてかないと意味がないでしょ!?」

　強引に言うと同時に、私は晴の体にもたれかかった。

　そして──太ももへと手を伸ばす。

「……っ」

　びくん、と晴の体が震えた。

「お、おい……」

「なによっ。い、いいでしょ、これぐらい」

　ドキドキと心臓が高鳴る。でも──他の女がもっともっと晴の深い部分に触れたと思うと、無性に腹が立った。その女に負けないぐらいあちこち触ってやらなきゃ我慢ならない、と思ってしまった。

「理り桜お……？」

「うぅ～～……」

　太ももや肩、お腹なか……晴のあちこちを撫なでながら、内心で問う。

　なんでよ？

　なんで風俗なんか行ったのよ、晴？

　そんなに欲求不満だったの？

　だったら、だったら……そんなの、私にぶつければいいじゃないの！

　他の女とやるぐらいだったら、私が、いくらでも──

「……なあ、どうしたんだよ？」

　照れて真っ赤な顔で、しかし心配そうに見つめてくる晴。

「大丈夫か？　なんかあったのか？」

「べ、別になにもないわよ！　昨日のことなんか、全然気にしてないし──あ」

「昨日？」

　晴は眉根を寄せて考え込み、やがてバツが悪そうな顔となる。

「もしかして、昨日のこと、知ってるのか？　俺が、どこ行ってたか……」

「え、えっとぉ、あの、その……う、うん。ズボンのポケットに、入ってて」

「……あー、そっか。バレてたのか」

　晴はるは顔を覆って天を仰いだ。

　不安と緊張を抱きながらも、私は我慢できずに問うてしまう。

「ねえ、晴……やっぱり、行ったの？　そういうところに」

「……ああ」

　申し訳なさそうに、晴は頷うなずいた。

　認めた。

　認めてしまった。

　昨日、風俗に行っていたことを。

「どうして……」

「悪い」

「あ、謝ってどうこうって話じゃないのよ！　理由を訊きいてるのよ！」

「昨日、バイト終わりに浅あさ賀がさんに誘われたんだよ」

　浅賀さんというのは、バイト先にいる社員さんだったと思う。

　三十過ぎの男性社員で、いろいろお世話になっていると聞いている。

「前々から何回も誘われてたから、一回ぐらい付き合いで行ってみるかと思って。俺も、別に興味がないわけじゃなかったから」

「きょ、興味が……！」

　そりゃあるでしょうね！

　男だったらみんなあるでしょうね！

「でもさ、俺もいろいろと偏見持ってる部分もあって食わず嫌いしてたけど……いざ行ってみると、意外といいところだったな」

「え？」

　あれ？

　なにこのポジティブな反応？

「かなり疲れたけど、いい運動になってスッキリしたよ」

　いい運動になってスッキリ!?

　な、なにこいつ!?

　爽やかな顔でなに生々しいこと言ってるの!?

「器具とかも、ちゃんと消毒してあって衛生的だったし」

　器具!?

　ど、どんなハードなプレイしてきたの!?

「薦められるまま、会員登録もしちゃったんだよな」

　会員登録!?

　そんなシステムがあるの!?

　何回か行ったら一回無料サービスとかあるの!?

「ははっ。なんか、すげえ褒めてもらえてさ。やっぱ向こうもプロだよな。その気にさせるのが上う手まいっていうか。また行きたいって思っちゃうんだよ」

「…………」

　明るい顔をして、どうということもなく「また行く」と宣言する晴はるを前に、私の心には怒りを通り越して絶望が芽生え始めた。

　また、行くんだ。

　私にバレても、風俗通い、やめる気ないんだ。

　ああ……そっか。そうよね。

　所詮私達なんて偽装結婚の仮面夫婦だもんね。

　林はやし田だの言ってた通り、風俗で性処理してきたところで私が責めるのはお門違い。

　晴はこれからも、私じゃなくて別の女に処理してもらうんだ。

　私じゃない女に興奮して、私じゃない女に触って、触られて──

「……う、うっ、うっ……ひぃーん」

「へ……え？　え？」

　悲しみと切なさが胸から溢あふれ、涙となって流れる。

　急に泣き出した私を見て、晴は大慌てとなった。

「ど、どうしたんだよ、理り桜お？」

「……うるさい。もう晴なんか知らない。顔も見たくない。どっか行けバカ」

　感情のままに吐き捨てると、晴は困り果てた顔となった。

「なんでだよ。そんなに怒らなくてもいいだろ」

　晴は言う。

「内緒で──ジムに行ったぐらいで」

「……怒るとかじゃないわよ。もういいからほっといて。あんたは大好きなみくさんのところにでも行ってくれば──へ？」

　ジム？







「あー……、これたぶん、浅あさ賀がさんのだな」

　例の『抜き抜きパラダイス』の名刺を見せると、晴は心の底からげんなりと呆あきれ果はてたような顔で、そう言った。

「昨日ジムで会員証作るとき、結構バタバタしたんだよ。浅賀さんがクーポンが見つからないとか言って、ポケット探り出して、中身を俺に渡してきたりして……そのときに紛れ込んだんだろ」

「…………」

「この『抜き抜きパラダイス』って店の名前も、浅あさ賀がさんから聞いたことある。安い割にかわいい娘こが揃そろってるいい店だって……」

「…………」

　どうやら晴はるが昨日行っていたのは、風俗ではなくジムだったらしい。

　社員さんに誘われ、バイト帰りにフラッと行った。

　疲れ果てていたのは、ジムで頑張ってしまったから。

　違う石せつ鹸けんの匂いがしたのは、ジムでシャワーを浴びてきたから。

　晴から指摘され、『抜き抜きパラダイス』の名刺以外にポケットに一緒に入っていたものを確認すると……それは確かに、ジムの会員証や割引クーポンだった。

　き、気づかなかった。

　風俗の名刺を見た瞬間に頭が真っ白になっちゃったから、一緒に入ってたものはその辺に放置して林はやし田だに電話かけちゃった。

　どうやら私は、かなり恥ずかしい勘違いをしてたらしい。

「……な、なによもうっ！　だったら最初っからそう言いなさいよね！」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために、私は必死に声を張る。

「なんでジムに行ったことを隠してたのよっ」

「……前に、ちょっと喧けん嘩かになっただろ。お前が『ジムに行きたい』とか言い出したとき、俺が『やめとけ』って言って」

　ああ、そういえばあった。

　一週間前ぐらいだったかな。

　私がYouTuberの影響で『ジム行きたいなあ』って呟つぶやいたら、晴が呆あきれ口調で説教してきたんだった。

『やめとけよ。お前、昔っからそういうの続いたことないんだから。筋トレグッズとかダイエットグッズとか、いつも買って満足して放置してるだろ』

　と正論を言ってきたり、

『だいたいな、運動不足の奴やつがいきなりジムなんて行く必要がないんだよ。ランニングと自重トレで十分。そもそも……俺、ジムってあんまりいいイメージないんだよな。あれ、トレーニングマシンとかダンベルとか、みんなで使い回すんだろ？　なんか不衛生じゃないか？』

　と偏見から物を語ってきたり。

　そんな風に頭ごなしに批判されて黙っている私でもないので、その日は結構な論争となった。

「……あんだけジム批判したのに、俺がジムに行ってきたってなったら……なんかまた面倒臭い喧けん嘩かになりそうな気がして」

「だ、だからって隠すことないでしょ！　紛らわしいわね！」

「悪かったよ。でも……だからって間違えるか？　俺が……風俗行ったなんて」

「……っ」

「いくらポケットに名刺があったからってさ……。行くわけないだろ、風俗なんか」

「……わ、わかんないじゃない、そんなの」

　心外そうな晴はるに、私は訴えるように言う。

「あんただって男だし……その、なんていうか、ちょ、ちょっとは興味はあるんじゃないの？　そういうお店」

「それは……まあ、全くないって言ったら嘘うそになるけど」

「ほら」

「でもなんつーか……そう単純じゃないんだよ」

　ジーッと見つめていると、晴は観念したように深々と息を吐き、

「なあ、理り桜お」

　と改まった様子で言った。

「知っての通り──俺は童貞なんだ」

「へ……？」

　なぜ急なカミングアウト？

　いやまあ、知ってるけど。

「付き合ったことあるのはお前だけ。お前とも結局最後まではしなかったから、俺は今も女を知らない、清い体だ」

　少し芝居がかったような口調が続く。

「童貞というのは愚かしくも繊細な生き物でな。性的なことに大変興味はあるんだけど、同じぐらいに不安や恐怖もある。そして未経験だからこそ、夢見てる部分も多々ある。神聖視してると言ってもいい。だから……うん、まあ、なんて言ったらいいのか……とにかく」

　芝居は徐々に崩れ、段々と顔が赤らんでいく。

　顔を逸そらしながら晴は言う。

「さ、最初は本気で好きな相手がいいんだよ」

「…………」

　私は一瞬、呆あつ気けに取られてしまう。

　しかし徐々に、胸に温かいものが広がっていくのを感じた。

　思わず笑みが零こぼれてしまう。

「だからまあ、安心しろ。少なくともお前と結婚生活送ってるうちは、そういう店には絶対に行かないって約束する」

「晴はる……」

　思わず微笑ほほえみ返しそうになるも、慌ててそれじゃダメだと気づく。

「ふ、ふんっ。安心ってなによ？　別にどーぅでもいいんだけどね。あんたが風俗行こうがキャバクラ行こうが、私には全然関係ないし。好きにすればって感じ」

「いや……めちゃめちゃ不安そうだったじゃねえか」

「ち、違うし！　私はただ……そ、そう！　性病の心配をしてただけよ！　旦那が性病持ちなんて最悪だからね！　うつされたらたまったもんじゃないわ！」

「……仮に病気もらってきたとしても、性病うつるようなことしてないだろ、俺ら」

「うつるようなことって──～～っ！　な、なに考えてるのよ、バカ！」

「そっちが言ったんだろ！」

　ぎゃーぎゃーと、いつもの調子で言い争う。

　口ではつい喧けん嘩か腰ごしになってしまうけど、心はとても穏やかで満たされていた。

　晴はやっぱり晴のままで、そのことがとても嬉うれしかった。
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「浅あさ賀がさん。これ、返しますね」

　不動産屋の二階。

　廊下の隅にある、自販機とソファだけがある簡素な休憩スペース。

　時刻は夕方の五時を少し過ぎたところ。今日は土曜で大学が休みだったので、午後は丸々バイトにあてていた。

　バイト終わりに、俺は浅賀さんを呼び出した。

　用件は……デリヘルの名刺を返すためである。

「おー、悪いね。ありがとさん」

　実に軽い口調で言って、名刺を受け取る浅賀さん。

「いやー、まさか晴くんのポケットに紛れ込んでたなんてね。もしかして、奥さんに見つかっちゃったりした？」

「……ええ。まあ」

「うわ、そりゃ災難だったね」

「他ひ人と事ごとみたいに……結構大変だったんですからね。俺のじゃないかって疑われて」

「ははは。ごめんごめん」

「ほどほどにした方がいいですよ。病気とか心配ですし」

「固いこと言わないでくれよ。新婚ホヤホヤの晴はるくんと違って、こちとらバツイチの寂しいおっさんなんだからさ」

　肩をすくめてそう言った後、名刺をポケットにしまう。

　うーむ。

　間違いなくいい人だとは思う。

　でも、女性に対する考え方だけは、若干俺とは相あい容いれない。

　離婚も自分の浮気が原因らしいからなあ。

「ほんと真面目だよね、晴くんは」

　呆あきれたように浅あさ賀がさんは言う。

「結婚前……独身でいられるうちに俺が『最後にパーッと遊ぼうぜ』って誘っても全然乗ってこなかったし」

「……今、流は行やんないですよ、そういうノリ」

「すっごいお店に連れてってあげようと思ってたのになあ」

「勘弁してくださいって」

　愛想笑いで断りつつ……内心ではドキドキだった。

　すっごいお店、かあ。

　どんなだったんだろう……。あー、やっぱり独身のうちに行っておくんだったかなあ。一つの社会経験として……いやいや、ダメダメ。

　それはさすがに、なんかダメだって。

「──なに話してるんですか？」

　と。

　男二人で会話してるところに、鹿か野のさんがひょっこりと顔を出した。

「鹿野さん……いや、別になにも」

「千ち百ゆ合りちゃんには言えないような話だよね」

「ちょっと、浅賀さん……」

「うわー、なんか怪しい」

　困ったように笑いつつ、少しだけ眉をひそめる。

「ダメですよ、晴さん。浅賀さんの怪しい誘いに乗っちゃ」

「わかってるよ」

「新婚なんだから、ちゃんと奥さんを大事にしてください。……あっ、いや、新婚じゃなくても大事にしなきゃなんですけどねっ」

「わかってるわかってる」

　苦笑気味に頷うなずく。

　慌てて補足する鹿か野のさんはどこか微笑ほほえましかった。

「そういえば千ち百ゆ合りちゃん、晴はるくんの奥さん見たことある？」

　ふと思い出したように浅あさ賀がさんが言うと、鹿野さんは目を丸くした。

「えっ。ないです。浅賀さんあるんですか？」

「あるある。前に晴くんに写真見せてもらってさ」

「ど、どうだったんですか？　かわいいですか？」

「めちゃめちゃかわいいよ。なんかこう、華やかでオーラがあるっていうか、ゴージャスにかわいい感じ」

「そうなんだ……。晴さん、私にも見せてくださいよ！」

「え……マジで？」

「いいじゃないですか。私だって見たいですよ、晴さんのかわいい奥さん！」

　ぐいぐい来る鹿野さん。

　まいったな。あんまり理り桜おの写真とか見せたくないんだよな。

　なんていうか……シンプルに恥ずかしい。

　浅賀さんはあまりにしつこいから見せただけだし。

　偽装結婚なのに自慢げに妻を見せびらかすのは、なんとなくダサいような気がするし……いやー、でもどうなんだろうなあ。

　きちんと偽装結婚を貫き通すなら、こういうときに妻の写真とか見せまくって愛妻家アピールした方がいいいのかな？

　鹿野さんからの圧力にたじたじになりながら悩んでいると──そこでふと、ポケットの中のスマホが震えた。

　取り出して見ると、理桜からのラインだった。

「奥さんからですか？」

「……そう。帰りにトイレットペーパーと風呂の洗剤を買ってきてくれだってさ」

　言われなくてもその二つのストックが切れかかってることには今朝の段階で気づいてたから買ってから帰るつもりだったよ……と思うが、今はナイスタイミングだと褒めてやりたい気分だった。

「じゃあ俺、急いで帰らないとだから」

「えーっ、ちょっと晴さん、写真は……」

「また今度ってことで」

「……もうっ」

「あはは。バイバイ、晴はるくん。奥さんによろしく」

「はい。お疲れさまでしたー」

　むくれる鹿か野のさんと、楽しげに笑う浅あさ賀がさん。

　そんな二人に別れの挨拶を済ませ、俺は帰路へとついた。
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　晴さんがいなくなった後、浅賀さんは自販機の前に移動した。

「千ち百ゆ合りちゃん、なにか飲む？」

「え。わ、悪いですよ」

「いいからいいから。おじさん、若い子に奢おごるのが好きなんだよ」

「……じゃあ」

　あんまり頑かたくなに断るのも変かと思ったので、ご馳ち走そうになることにした。

　浅賀さん、夜遊びや女遊びはそれなりに激しいタイプらしいけれど……でも職場には絶対に恋愛を持ち込まないスタンスだそうだ。

　だから私にも、極めて紳士的な態度で接してきてくれている。

「……晴さん、本当に結婚しちゃったんですね」

　買ってもらった紅茶を一口飲みつつ、私は言った。

「信じられないですよ」

「この前も言ってたね、それ」

「だって本当に急だったじゃないですか」

「お金持ち同士の結婚なんて、そんなもんじゃないのかな？　聞けば、爺じいさん婆ばあさんの代から家同士の付き合いがあったっていうし」

「……やっぱり、政略結婚みたいな部分もあるんですかね」

　ぽつりと言葉が零こぼれてしまう。

　浅賀さんは首を捻ひねった。

「んー、どうだろうね。実際、『たまき屋』の方はここ数年経営が危ういみたいな話はあってさ。それが晴くんの結婚をきっかけに回復し始めたっていうから、政略的な話がないとは言い切れないのかもしれない」

「じゃ、じゃあ──家の都合で無理やり結婚させられた可能性もあるんですねっ」

　私は言った。

　言ってしまった。

「実家の命令とかで、好きでもない相手と嫌々結婚したのかも……。だって、交際もしてなかった相手と急きゆう遽きよ結婚だなんて……そんなの普通じゃないですよ。晴さん、本当は結婚なんかしたくなかったんじゃ──」

「…………」

「──あっ。ご、ごめんなさい。なに言ってるんだろ、私……。こんなの失礼ですよね。本人のいないところで、勝手に変な邪推して……」

「……千ち百ゆ合りちゃんさ」

　失言を恥じる私に、浅あさ賀がさんは苦笑しつつ言う。

「晴はるくんのこと好きだったでしょ？」

「……んえ!?」

　ギョッ、とした。

　今まで出したこともないような声が出てしまった。

「な、なな、なに言ってるんですか!?　そんなわけないですよ！　ありえないありえないありえない！　だって……晴さんは、もう結婚しちゃってて……」

　大慌てで言い訳するも、浅賀さんはジッとこっちを見つめてきた。

　柔らかな、しかし心を見透かすような視線を前に、

「……な、なんでわかるんですか？」

　と根負けするように私は言った。

「やっぱり。わかりやすかったもんなあ」

「うう……そ、そんなにわかりやすかったですか」

「わかるわかる。意図的にバイトのシフトかぶせようとしてたじゃん。あと、隙あらば話しかけようとしてたし」

「……っ」

「まあ晴くんの方は鈍感だからさっぱり気づいてないと思うけど」

　からかうように言われ、私は恥じ入るばかりだった。

「……す、好きって断言できるほどじゃないんですよ。まだ好きの一歩手前だったっていうか。気になる程度だったっていうか」

　言い訳するみたいに、私は言う。

「自分でもまだ、自分の気持ちがよくわかってなかった状態で……。でも、そんなに焦る必要もないかなって思ってたんですよね。晴さん、彼女作る気ないって言ってたし。それになんていうか、晴さんはそこまで女性に積極的なタイプじゃないっていうか……」

「陰キャっぽいもんね」

「そうは言ってません！」

　フォローを入れつつ、続ける。

「……のんびりでいいな、のんびりがいいなって考えてたんです。普通に友達として、二人で映画や食事に行ったりして、そういう関係から段々と交際に発展してくのが素敵だなーって妄想してたりもしたんです。そしたら……」

「晴はるくんがいきなり結婚しちゃった、と」

「……はい」

　バイト中に、さらりと結婚の報告を受けた衝撃が蘇よみがえる。

　青せい天てんの霹へき靂れきもいいところだった。

　気になっている相手から、それも自分と同い年の十九歳の相手から、なんの前触れもなく唐突に結婚報告をされて、とんでもないショックを受けた。

　そのショックの大きさで──ようやく私は実感した気がした。

　ああ──

　私、晴さんのこと、結構本気で好きだったんだなあ、って。

　私、失恋しちゃったんだなあ、って。

「……諦めないとですよねー」

「そうだね」

　浅あさ賀がさんは静かに頷うなずいた。

「略奪愛は、さすがに応援できないかな。バツイチのおっさんが言っても説得力ないかもしれないけど……夫婦ってかけがえのないもんだからさ」

「わかってますよ」

　私は大きく息を吸い、そして吐いた。

「大丈夫です。もう結構吹っ切ってますから」

　結婚の報告を受けた当初はかなり凹へこんだけど、数ヶ月経たった今では、さすがにある程度乗り越えている。

　晴さんとだって、ちゃんと笑って話せるようになってきた。

「寂しいなら、おじさん、合コンでもセッティングしようか？　千ち百ゆ合りちゃんならいくらでも選び放題だと思うよ？」

「あはは。考えときます」

　社交辞令っぽい誘いを適当に流しつつ、心の中で思う。

　うん。諦めよう。

　ちゃんと諦めよう。

　晴さんはきっともう、幸せな結婚生活を送っているはずだから。

　これまで通り、仲のいいバイト仲間、大学の友達として付き合っていければいい。

　略奪愛──なんてありえない。

　私の一方的な都合で、幸せな夫婦を壊していいはずがない。

　まさか、好きでもない相手と家のためだけに政略結婚している──なんてパターンは、今時あるはずもないんだから。
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　話を切り出したのは、理り桜おが風呂から上がった後だった。

　お気に入りのYouTuberが薦めていたらしい謎のストレッチ体操をやっている彼女に、思い切って言ってみる。

「なあ、理桜。バイト先の人、うちに呼んでもいいか？」

「バイト先の人？」

　理桜はストレッチを止めて、こちらを振り返る。

「うちに連れてくるってこと？」

「ああ。前からずっと、うちに来たいって言っててさ。うちで夕飯を一緒に食べて、飲み会みたいな感じにできればって思うんだけど」

　今日のバイトでのことである。

　浅あさ賀がさんとこんなやり取りがあった。

『なあなあ、いいだろ、晴はるくん。一回ぐらい遊びに行っても。晴くんの自慢の奥さんに会わせてくれよ』

『まあ、そのうち』

『そのうちそのうちって……ずっとそれじゃないか』

『あはは……』

『なに？　奥さんが嫌だって言ってるの？』

『いや、そういうわけじゃないんですけど』

『じゃあ聞くだけ聞いてみてよ。それでダメなら諦めるから』

『はあ』

『それともなにか……事情でもあるの？』

『そ、そういうわけでは……』

　こんな感じ。

　偽装結婚という特異な関係性を考えると、できる限り居住空間に人を近づけたくはなかったのだけれど……しかし、あまり頑かたくなに断り続けるのも、それはそれで怪しいのかもしれない。

　悩んだ末、とりあえず理桜に相談することを決めた。

「あー、夕飯っつっても、作るのが面倒ならオードブルのテイクアウトとか俺が用意するから言ってくれ。もちろん、理桜が人呼ぶの嫌なら断るし──」

「いいわよっ」

　理り桜おは言った。

　食い気味に、むしろノリノリで。

「それで、いつなの？」

「に、日程はこれからだけど……え？　い、いいのか？」

「え？　いいわよ。なんでダメなの？」

「いや……」

　意外だった。夫が仕事先の知り合いを家に呼ぶなんて、妻からしたら億おつ劫くうなことでしかないと思っていたのに。

　そもそも俺自身が、あまり家に人を呼びたくはないタイプ。もし理桜が友達を家に呼びたいとか言い出したら、かなり気が滅め入いるだろう。

　だからてっきり、理桜もそういうのは嫌かと思って遠慮してたんだけど。

「こういうのも妻の仕事でしょ？　だったらちゃんとやるわよ」

「理桜……」

　献身的な台詞せりふに軽く感動しそうになるも、

「ふっふっふ。これは、私がいかに優れた妻であるかをアピールするチャンスね。たっぷりともてなしてやるわ。バイト先の人達に『お前にはもったいない奥さんだな』って言わせてやるんだから！」

　……どうやら、自己顕示欲と虚栄心によるところが大きいらしかった。

　まあ、なんにしても結果オーライだろう。

「あんまりはりきり過ぎるなよ。こっちから言っといてアレだけど……リスクもあるからな。俺らのこと、怪しまれないように気をつけないと」

「わかってる。ちゃんと新婚夫婦の演技するから」

　軽く言ってくれる。

　危機感が薄いような気もするけど……まあ、そこまで警戒せずとも大丈夫か。

　浅あさ賀がさんはなんだかんだ常識的な人だと思うし……それに、俺達はすでに最高に厄介な兄嫁の訪問を済ませているわけだからな。

　あの人に比べたら、どんな来客もかわいいものだ。

「ちなみに人数は？」

「今のとこ一人」

「りょうか～い。増えたら教えて」

　理桜は機嫌よく頷うなずくと、早速スマホでパーティー料理を調べ始めた。

　とにかくノリ気なようで、俺はホッと胸を撫なで下おろした。







　そんなこんなで週末。

　バイトが終わり、夜の六時頃。

　俺は浅あさ賀がさん達を連れてマンションに帰った。

「いらっしゃいませー。よくお越しくださいました」

　理り桜おはにこやかな微笑ほほえみで俺達を出迎えてくれた。

「どうもどうも。はじめまして奥さん。浅賀と申します」

　軽く頭を下げつつ、浅賀さんもまた社交的な挨拶を返す。

「はじめまして、浅賀さん。いつも主人がお世話になってます」

「いやいや、晴はるくんは今時珍しいぐらい真面目な子だからね。いつも俺の方がお世話になってるぐらいだよ。あ、これお土産ね」

「すみません、ご丁寧に」

「いやー、でも奥さん、ほんと綺き麗れいだね。写真では見たことあったけど、実物の方がはるかに美しいよ」

「やだもう、褒めすぎですよ」

「こんな綺麗な奥さんがいるなんて、晴くんは幸せ者だなあ」

「あはは。もっと言ってやってください」

　極めて社交辞令的なやり取りをする、浅賀さんと理桜。

　浅賀さんとは例の風俗名刺の一件があったので少し心配していたけど、どうやら理桜は全く気にしていないようで、ごくごく普通に接しているように見える。

　しかし──

「は、はじめまして」

　浅賀さんに遅れて鹿か野のさんが挨拶をすると──ほんの一瞬だけ、理桜の表情が硬直した。

「鹿野です。今日はお邪魔しちゃってすみません」

「……いえいえ、お気になさらず。ささ、どうぞあがってください」

　理桜はすぐににこやかな表情に戻り、来客をリビングへと通す。

「ちょっと座って待っててくださいね」

　キッチンで料理の準備に取りかかる理桜。

　二人にテーブルに座ってもらい、俺も座ろうとしたところで、

「晴」

　と声がかかった。

「ちょっと手伝ってもらえる？」

「ん？　ああ」

　頷うなずいてキッチンに向かう。

　てっきり料理の準備を手伝うのかと思っていたのだが──理り桜おはキッチンから出て、廊下へと向かった。

　俺も追いかけていき、後ろ手でドアを閉める。

「なんだよ、理桜？　なに手伝えばいいんだ？」

「……聞いてないんだけど」

　俺の問いを無視して、どこか冷たい声で理桜は言った。

　二人から見えないせいか、社交的な笑顔は完全に消えている。

「え？」

「鹿か野のさんのこと」

「……言っただろ。一人増えるって。浅あさ賀がさんと話してたら、鹿野さんも来たいっていうから誘ったって」

「それは聞いてる。鹿野さんが晴はると同じ大学で同じ学年だってことも聞いてる」

　でも、と理桜は続ける。

　ムスッと不機嫌そうな顔で。

「女子だったなんて聞いてない」

「……あれ？　言ってなかったっけ？」

「言ってないわよ」

「そうか……。いや、別に隠してたつもりもないんだけど……」

「……かわいい子ね」

「へ……あ、ああ、まあそうだな」

　反射的に頷うなずくと、理桜はまた表情を険しくした。

「連絡先とか交換してるの？」

「そりゃするだろ。バイトのシフトの話とかするし」

「ふーん。へえ、そう。ずいぶんと親しいのね」

「……なに怒ってんだよ」

「べ、別に怒ってないわよ。ただ、女ってこと隠してたのが不満なだけで……。ほら、アレよアレよ。同年代の女が来るなら来るで、言っといてもらわないと困るのよ。こっちだって服とかメイクとか変えなきゃなんだから」

　素っ気なく言う理桜だった。
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　晴さんと理桜さんが廊下の方へと向かってしまったので、リビングには私と浅賀さんだけが残された。

　テーブルに置かれた空のコップを見つめながら待っていると、

「……しかし、まさか千ち百ゆ合りちゃんが来るとは思わなかったな」

　溜ため息いき交じりに、浅あさ賀がさんが言った。

「すみません、ついてきちゃって」

「いやいや、俺は全然構わないんだけどさ。でも、千百合ちゃんの方が辛つらいんじゃないかと思って。晴はるくんの新婚っぷりを間近で見せつけられたら」

「…………」

　迷わなかったと言えば嘘うそになる。

　バイト先で晴さんと浅賀さんが今日のことを話しているのを聞いたときは、様々な感情が胸に芽生えた。

　でも気がつけば──自分から参加を申し出ていた。

「大丈夫ですよ」

　私は言った。

「晴さんのことは、もうちゃんと吹っ切ってますから。今日は普通に、バイト仲間の新婚生活を冷やかしに来ただけです」

　これがどこまで本音なのかは、自分でもよくわからなかった。

　本音──のつもりではある。

　でももしかしたら、自分でそう思い込もうとしてるだけなのかもしれない。

　あるいは──今日できっちりと諦めたかったのかもしれない。

　奥さんと顔を合わせて、二人の幸せな新婚生活を目の当たりにすることで、自分の恋心に決着をつけたかった──

「奥さん、ほんと綺き麗れいな人でしたねー。あはは。あんな人が相手じゃ、私が本気で略奪愛狙ったところで絶対に無理でしたよ。危ない危ない」

「……そっか。じゃあそういうことで」

　浅賀さんは目を細め、苦笑気味に笑った。

　いろいろ言葉を飲み込んだような、そんな曖昧な笑い方だった。

「だったら俺も、特に気を遣わずに平常運転で行くとするよ」

「その方がいいです。二人でいっぱい晴さんのことからかってやりましょう」

　私が笑ってそう言ったタイミングで、新婚夫婦がリビングに帰ってきた。
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　煮込みハンバーグ、きのこのパスタ、クラッカーのチーズのせ、などなど。

　食卓には、理り桜おが今日半日がかりで準備した料理の数々が並んでいた。食後には豆腐を使った手作りのチーズケーキも控えているらしい。

　なお、俺と鹿か野のさんが未成年であるため、アルコールはなしである。

「んっ。美う味まいっ。すごいね理り桜おちゃん。料理まで上手なんだ」

「いえいえ、大したことないですよぉ。こんなの、料理系YouTuberの動画見ながら作っただけですからっ」

　謙遜の台詞せりふを述べつつも、露骨に嬉うれしそうな顔をする理桜。

「いいとこのお嬢様って聞いてたから、正直、家事とか料理とか苦手だったりするのかなあって思ってたんだけど……全然そんなことないんだね。お見それしたよ」

「あはは。まあまあ、そういうお嬢様も世の中には多いんでしょうけどねー。身の回りのことぜーんぶ使用人にやってもらうような、わがままお嬢様も。でも私はそういうのとは違うんで」

　……よく言うよなあ。

　料理をやり出したのなんて、俺との結婚が決まってからだっていうのに。それまでは全部林はやし田ださんにやってもらってたくせに。

　まあ、言わないけどさ。

「……ほんとにすごいですね、理桜さん。敵かなわないなあ」

　少し寂しそうな声で、鹿野さんはそう言った。

「鹿野さんは料理とかあんまりしないの？」

「最近ちょっとサボり気味ですね。実家にいた頃は結構作ってたりしたんですけど。一人暮らしだと作るのが億おつ劫くうで」

「あー、わかるわかる。俺も一人で暮らしてるときは、あんまり作る気しなかった。自分の分だけってなると、かえって面倒だよね」

「でもいいですね。今は理桜さんが美お味いしいご飯作ってくれるんだから。はぁーあ、私も誰かと結婚したいなあ……とか言って」

　冗談めかして笑う鹿野さんだった。

　食事が一段落した後は、当然というべきか、俺達夫婦の話がメインとなる。

「ねえねえ、晴はるくん。他の写真はないの？」

　結婚式のフォトブックを見ていた浅あさ賀がさんが問うてくる。

「他ですか……？　あとは、両家顔合わせのときに撮った家族写真とか……」

「そういう格式ばったのじゃなくて、なんかもっとこう、ラブラブしたやつ」

「ラ、ラブラブしたやつ……？」

「デートで撮った写真とか」

「……あー、えっと」

　言葉に詰まってしまう。

　偽装結婚に過ぎない俺達は、当然ながら普通の夫婦やカップルが行うようなデートは経験していない。まあ二人で出かけたことぐらいはあるけど、そこで写真を撮ったりするようなことはなかった。

「そういうのは……なあ、理り桜お」

　理桜に助け船を求めると、ギョッと困った顔をしつつも、

「あ、あんまりないんですよねー、写真とかは。私は撮りたいって言ってるんですけど、なんか晴はるがあんまりそういうの好きじゃないみたいで」

　と上う手まいこと誤ご魔ま化かしてくれた。

　俺に責任をかぶせられた気もしたが、まあなにも言うまい。

「そ、そうなんですよ、俺が好きじゃなくて」

「ふーん、そっか。残念だな」

　浅あさ賀がさんはあっさり引き下がった。

　誤魔化しが通用したのか、あるいは嘘うそと気づきながらも本人達が嫌がってるならやめようと、大人の対応をしてくれたのか。

　でも……そうか、写真か。

　そういうの、用意しておかなきゃなのかもな。

　今時のカップルや夫婦なんて、なにかにつけてスマホで写真撮ってそうだし。

　偽装結婚を続けるためには、そういうアイテムも必要になるのかもしれん。

　……まあ。

　実際には、デートの写真があったりもするんだけど。

　高校時代──理桜と付き合っていた頃に撮った写真は、今でも大事に保存してある。スマホが変わっても毎回データはきっちり移行し、バックアップも万全だ。

　元カノとの写真をいつまでも保存しているなんて、我ながら結構気持ち悪いと思う。理桜には絶対に言えない秘密だ。

「……でも、いいですよね、結婚って」

　フォトブックを見つめていた鹿か野のさんが、しみじみと言った。

　それからなにかを決意したような顔で、まっすぐ俺の方を見る。

「晴さんは──理桜さんのどこが好きなんですか？」

「……ぶっ」

　唐突な直球の質問に、思わず噴き出してしまう。

「な、なんでそんな……」

「いいじゃないですか。教えてくださいよ」

「あはは。いいね、俺も聞きたい」

「浅賀さんまで……」

　二人に見つめられた俺は、思わず理り桜おの方に視線をやるが……理桜もまた顔を赤くし、困った顔となっていた。

　しかし俺の視線に気づくと、

『……さっさと言いなさいよ。怪しまれるでしょ』

　と言わんばかりの視線を返し、顎で軽くしゃくるようにしてきた。

　マジかよ。

　なにこれ、言わなきゃいけない流れ？

　こんなの普通の新婚夫婦だって恥ずかしくなるやつだろ。

　まして俺らは偽装結婚で、好き同士で結婚したわけでもなくて……いやむしろ完全にビジネス関係だったらこんな質問も適当なテンプレートで返せんだろうけど、俺の方は未いまだに引きずってるから──

　ああ、もうわけがわかんねえよ。

「……えっと。な、なんていうのか」

　羞恥に悶もだえつつも、俺はどうにか口を開く。

「まあ……かわいいところ、かな。外見もだけど、中身も結構かわいいところがあって。気が強そうに見られがちなんですけど……意外と純粋で繊細な部分も多くて。あとは、頑張り屋なところも好き……ですね。決して器用な方じゃないんだけど……やるって決めたことは一生懸命頑張ってくれてるし」

　死ぬほど恥ずかしかったが、どうにか言葉を紡いだ。

　対面の二人はニヤニヤしている。

　隣の理桜は、

「……ふん。気が強そうとか、器用じゃないとか、そういうのは余計よ」

　と口では不満を言うが、その口元はかなり歪ゆがんでいた。思わず漏れそうな笑みを必死に堪こらえているようにも見える。

　本当に恥ずかしくて堪たまらなかったので、視線で言い訳しておく。

『演技だからな、演技。真に受けるなよ』

『わかってるわよ、バカ』

　理桜もまた、そう言わんばかりの視線で返してきた。

「なるほどぉ……。愛されてて羨ましいですね、理桜さん」

「いやぁー、あはは」

「じゃあ──理桜さんは晴はるさんのどこが好きなんですか？」

「……んんっ!?」

　仰天する理桜。

　その流れはまるで予想していなかった、という反応。

　いや予想しとけよ。

　どう考えても次はそっちの番になるだろ。

「えっと、えーっとぉ……」

　チラチラと俺を見やりながら、やがて観念したように、

「……お、男らしいところ、かしら」

　と言った。

「パッと見頼りなく見えるんだけど……いざってときは決断力があるのよね。年下なのに、私のことをしっかり引っ張ってってくれる。あと、真面目で努力家なところも……うん、好き。頑張り屋っていうなら、私より晴はるの方がよっぽどなんでも頑張ってると思うから」

　耳まで赤くしながらぽつりぽつりと、理り桜おは言った。

　対面の二人はニヤニヤしている。

　俺はというと……言いようのない気持ちで胸が破裂しそうだった。

　いや、なんだよ、これ。

　やべえ。なに嬉うれしくなっちゃってんだよ。こんなもん理桜はただ演技で言ってるだけなのに。頭じゃわかってるのに心が勝手に舞い上がってしまう。

　にやけそうな口元を必死で抑えていると、理桜がキッと睨にらんできた。

『ただの演技だからね。真に受けるんじゃないわよ』

『わかってるっつーの』

　アイコンタクトで会話する俺達。

「ふふふっ。やっぱりお二人はラブラブなんですね」

「……鹿か野のさん。これで勘弁してもらえるかな」

「はい。ご馳ち走そう様さまでした」

　満足げに笑う鹿野さんに、俺は静かに溜ため息いきを漏らした。







　その後も食事会は続くが、大体が俺達がからかわれる流れだった。

　時計の針が九時を過ぎた辺りで、二人は帰ることとなった。

「晴くん、今日は本当にありがとう。理桜ちゃん、ご馳走様」

　玄関で靴を履きつつ、浅あさ賀がさんは言う。

「酒も飲まないでこんなに楽しかった夜は、本当に久しぶりだよ。二人のイチャイチャっぷりを見てたら、俺もまた結婚したくなっちゃったなあ」

「浅賀さんならすぐいい人見つかりますよ」

　適当な社交辞令で返しておく。

　鹿野さんもまた、靴を履き終えた後しっかり律儀に頭を下げる。

「今日はありがとうございました。私も楽しかったです」

　別れの挨拶を済ませ、二人は去って行った。鹿か野のさんは一人暮らしのアパートまで電車で帰るそうだが、駅までは浅あさ賀がさんが送ってくれるそうだ。

　ドアが閉まり、二人の足音が聞こえなくなった後──

「「……はあ」」

　俺達は二人揃そろって息を吐いた。

　一気に力が抜けた気がする。

「楽しかったけど……でもやっぱり疲れるわね」

「同感だ」

　偽装結婚がバレないようにするための、夫婦の演技。

　それはやはり、いろいろとメンタルが疲れる。

　発言の一つ一つに気を遣うし、相手の一挙手一投足にも気を抜けない。

　なにより──

「い、言っとくけど……さっきまでのは全部演技だからね。演技でラブラブな新婚夫婦やってただけなんだから、勘違いしないでよ」

「わかってるっつーの」

「ふん。どうだか。あんた、なんかずいぶんと嬉うれしそうな顔してたからね」

「そっちこそ、まんざらでもないような顔してなかったか？」

「は、はあ!?　バカじゃないの!?　全然そんなことないから！　もう気分最悪よ！　あんたを褒めるなんて、嘘うそでも鳥肌が立ちそうだったからっ」

　睨にらみ合あう俺達。

　わかっている。

　理り桜おがやっていたのは新婚夫婦の演技だってことは。

　でも、それでも──たとえ演技だとわかっていても、理桜が俺のことを最愛の夫のように扱ってくれたりすると……心が忙せわしなくなり、精神を消耗してしまうのだ。

　一つ息を吐いた後、

「……浅賀さん、思ったよりいい人だったわね」

　と理桜は言った。

「チャラい感じに見えるけど、常識はわきまえてて紳士的っていうか」

「そうだな。いい人だと思うよ」

「デリヘルに通ってるのは引くけど」

「……そこは許してやれ。バツイチで夜が寂しいんだよ」

「鹿野さんも……まあ、いい子だったわね」

「ああ。いいよな、鹿野さん。明るくて快活で、あとすごく真面目だし。バイトも勉強も一生懸命でさ。成績優秀な奴やつしか選ばれない、返さなくてもいいタイプの奨学金もらってるらしいんだよ。弟や妹にも大学行かせたいからって言って……本当に立派だと思う」

「……あっそ。悪かったわね。大学なんか適当に通って、バイトもしたことない世間知らずなお嬢様で」

「はあ？　なんでお前の話になるんだよ？」

「べつにー」

　拗すねたような顔となる理り桜お。特に他意はなく鹿か野のさんを褒めたつもりが、どうやら当てつけと思われてしまったらしい。

　どうにかフォローせねばと思うが、いい台詞せりふが思い浮かばず、

「その……今日はありがとな」

　と俺は言った。

「理桜のおかげで楽しい食事会だった。本当に助かったよ」

「……いい奥さんだと思った？」

「ああ」

「……この世に二人といない最高の奥さんだと思った？」

「あー……。はいはい、思った思った」

「ふふっ」

　適当に頷うなずくと、理桜は勝ち誇るような笑顔を見せてきた。

「まっ、当然よね。この理桜様にかかれば、夫の同僚をもてなす食事会なんて、ちょちょいのちょいなのよ。感謝しなさいよね。こんな素敵な奥さんをもらえたことに」

「はいはい、してるしてる」

　まったく。

　単純なんだか気難しいんだか、よくわからない女である。

「はぁー、でもよかったわ。何事もなく無事に終わって。あの二人に──」

　理桜は言う。

　深く安あん堵どしたような声で。

　結局は──気が緩んでいたのだろう。

　俺も、そして理桜も、全てが終わったと思って気を抜いていた。

　課題をクリアしたつもりで安心していた。

　だから──気づけなかった。

　駆け足で戻ってくる足音に。

　そして。

　ドアが開く音への反応すらも遅れてしまう。

　がちゃり──

「すみません、私、スマホ忘れちゃったみたいで」

「──偽装結婚だってバレなくて、ほんとよかった」

　ドアが開かれた後に──理り桜おは思い切り台詞せりふを続けてしまった。

　慌てた様子でドアを開いたのは──鹿か野のさん。

　インターフォンを鳴らさなかったのは時間が遅いからで、またノックもせずに焦った様子でドアを開いたのは、浅あさ賀がさんを待たせていて急いでいたからだろう。

「「──っ」」

　俺と理桜は、だいぶ遅れて鹿野さんの方を振り返る。

　やばい。まずい。

　頼む。どうか聞こえなかったパターンであってくれ。

　ドアの開く音とかぶって聞き取れなかったとか──

　そんな風に必死に祈ってみるも、

「え……偽装、結婚……？」

　鹿野さんは呆あつ気けに取られたような顔で、ぽつりと呟つぶやいた。

　祈りは届かなかったらしい。

　平和に終わったと思われたバイト先のメンバーとの食事会は、最後の最後でとんでもない問題を発生させてしまった。
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　ひとまず、鹿野さんがスマホを持って戻ってくると思い待っている浅賀さんには、先に帰ってもらうことにした。

『すみません、スマホ探してるときに、鹿野さんが服を汚しちゃって。

　うちで洗濯してから帰ってもらうようにします。

　帰りは俺が送っていきますから、浅賀さんは先に帰っててください』

　完全なるでまかせだが、そんなラインを送っておいた。

　スマホはすぐに見つかった。

　だが──鹿野さんをそのまま帰すわけにはいかない。

「……じゃあ、本当なんですね」

　一通りの話を聞き終えた鹿野さんは、神妙な顔つきとなっていた。

　ほんの数十分前まではあんなに楽しい空気に包まれていたリビングは、今はなんとも言えない重苦しい空気となっている。

「お二人は……事情があって結婚という形を取っただけで、今は世間に向けて夫婦のフリをしてるだけ──つまり偽装結婚をしている、と」

　確認するような問いに、俺も理り桜おも小さく頷うなずいた。

　結局──包み隠さず全てを話してしまうことにした。

　あそこまで決定的なワードを聞かれてしまった以上、下手に誤ご魔ま化かしても無駄だと考えたからだ。

「はあ……なんか、びっくりですね。偽装結婚って……話ではなんとなく聞いたことありますけど、まさか本当にやってる人達がいるなんて」

「……あはは。そうよね。私もまさか自分がやるなんて思わなかったわ」

　引ひき攣つった笑みを浮かべる理桜だった。

　俺は頭を下げる。

「ごめん、鹿か野のさん。今まで騙だましてて……」

「い、いえっ、そんな、謝らないでください」

　鹿野さんは慌てて手を振った。

「最初は驚きましたけど……ちゃんと説明してもらえたから、納得しました。理桜さんのご実家のためなんですよね」

「あ、ああ」

　本当は俺にはもう一つ、厄介な兄嫁からの求婚を避けるという目的もあるのだが、その辺は説明が面倒なので省くことにした。

「幼おさな馴な染じみを助けるために思い切ってまで結婚しちゃうなんて……なんか、晴はるさんらしいですね」

「俺らしい？」

「なんか、頭いいんだか悪いんだかわからないところが、らしいなあって」

「……それ、褒めてる？」

「褒めてます、一応」

　どこか満足そうに言って、くすりと笑う。

　柔らかな笑顔で、重かった空気が少しマシになった気がした。

「……それで鹿野さん、この件は、誰にも言わないでほしいんだ。俺達の両親も知らないことだから」

「わかってます。誰にも言いませんから安心してください」

　まっすぐな目をして、鹿野さんは言った。

「ていうか、言ったって誰も信じませんよ、こんな話」

「……そっか」

　ホッと胸を撫なで下おろす。

　隣の理り桜おもまた、安心したように息を吐いた。

「はぁー、よかったぁ。バレたときはどうなるかと思ったけど……うん、バレたのが鹿か野のさんでよかったわね」

「……調子に乗るなよ。誰のせいでバレたと思ってんだ」

「な、なによ！　あれは事故よ、事故！」

　気が抜けたせいか、いつものノリで睨にらみ合あう俺達。

　そんな俺達を見ていた鹿野さんが、

「えっと……お二人は、恋人関係ではないんですよね。籍は入れてるけど、気持ち的には夫婦ではないというか」

　と問うてきた。

　質問には理桜が食い気味で答える。

「も、もちろんそうよ。まあ、昔一時期そんな関係になったこともあったけど……でも今はなんとも思ってないから！　他人よ他人。ザ・他人」

「……でも、それなのに、他人なのに──一緒には住んでるんですよね」

　鹿野さんは言った。

　真面目な口調だが、段々と頬ほおが赤らんでいく。

「元カップルが一つ屋根の下で一緒に生活してるって……なんか、生々しいですね。間違いとか起きちゃいそう……」

「「～～っ」」

　俺も理桜も、思い切り動揺を露あらわにしてしまう。

　ちょっと……マジでやめてくれ。

　俺達の現状を客観的に説明しないでくれ。

　冷静に考えれば考えるほど……なんか変な状態なんだからさ、俺達。

「……な、ないないない！　ありえないから！　今更この男とどうこうなることなんてありえないから！」

「そうそうっ。こいつと間違いなんて起こりようがないから！」

「ちょっと！　それどういう意味!?」

「はあ？　なんだよ。間違いなんか起こらねえだろ」

「起こらないけど、そっちから言われるのは腹が立つのよ！　あんたは間違いを起こそうと必死になりなさいよ。私はそれを鼻で笑って受け流すから」

「なんだその変な自尊心は!?」

　いつものノリで罵り合う俺達。

　そんな、ある種の素のやり取りを見た鹿野さんは、

「ぷっ。あはは」

　と噴き出すように笑った。

「あっ、すみません、笑っちゃって。なんだか……仲良いなあと思って」

「「仲良くないっ」」

「……ふふっ」

　ハモって反論すると、また笑われてしまう。

　なんとも言えない気恥ずかしさを感じ、俺はつい視線を泳がせ──そこでふと大事なことに気づいた。

「……あっ。鹿か野のさん、時間大丈夫？　終電早いって言ってなかったっけ？」

　時計を見ると、すでに十一時を過ぎていた。

　話し込んでいるうちに、予想以上に時間が経過していた。

　鹿野さんのアパートはここから二本乗り継いだ先にあるらしく、その二本目の終電が結構早いと、食事会のときに聞いた気がする。

「へ……ああっ！　ヤ、ヤバいです！」

　壁の時計を見て慌て出す鹿野さん。

「今から走っていけばギリギリ……いや、ギリギリ、無理、かも……」

　大急ぎで荷物をまとめ出すが、すぐに諦観の表情となる。

　もはや終電は無理なタイミングらしかった。

「あー……やっちゃいましたね」

「ごめん、俺達のせいで。タクシー代出すから」

「いえいえっ、うっかりしてた私が悪いので。タクシー代ぐらい自分で出します」

「でも、深夜料金だから結構すると思うよ」

「……だ、大丈夫ですっ。なんなら、その辺の漫画喫茶にでも泊まりますから」

「漫画喫茶じゃロクに寝れないでしょ。女性一人じゃ危ないし……。やっぱり俺、タクシー代、出すよ」

「もらえませんよ。さっき言ってたじゃないですか。実家からの仕送りはもらってないって。そんな二人の生活費からお金をいただくなんて……」

　俺達二人が低姿勢に言い合っていると、

「……じゃあさ」

　ふと思いついたように、理り桜おが言った。

「鹿野さん、今日は泊まってく？」
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　何度かの問答の末、鹿野さんは泊まっていくこととなった。

　と言っても、時刻はすでに夜十一時過ぎ。

　寝る以外特にやることはない。

「すみません、理り桜おさん。パジャマやメイク落とし借りちゃって」

　洗面所で着替えを終えた鹿か野のさんがリビングにやってくる。

「ううん、気にしないで。サイズ大丈夫だった？」

「はい、大丈夫です」

　にこやかに言う鹿野さん。

　晴はるはと言うと──先に寝ている。

　私が強引に言って寝室に押し込めた。

　だって。

　鹿野さんのパジャマ姿は、晴に見せたくなかったから。

　……ち、違うのよ!?

　別に嫉妬とかそういうのじゃなくてね！

　ただ……彼氏でもない男にパジャマ姿見られたら鹿野さんがかわいそうだと思っただけ！　鹿野さんに気を遣っただけで……『晴がパジャマ姿を見ていい女は私だけ』みたいな独占欲に駆られたわけじゃないんだから！

「鹿野さん、布団はこっちでお願いね」

　脳内の葛藤は表情に出さずに押しとどめ、リビングに敷いた布団の一つを指す。

　鹿野さんが着替えている間に、寝床の準備はしておいた。

　今、リビングには布団が二つ。

　一つは私が普段から使っているもので、もう一つは予備のもの。

　女同士だからって……さすがに一緒の布団に寝るのは抵抗あるしね。

　今日が初対面だし。

　林はやし田だとは何度か一緒に寝たことあるけど。

「なにからなにまで、すみません」

「いいのいいの、私が言い出したことだし」

　時間も時間だったので、明かりを弱くし、私達はそれぞれの寝床に入った。

　しばしの沈黙があってから、

「……お二人は」

　と鹿野さんが口を開いた。

「いつもこんな風に寝てるんですか？」

「そうね。晴が寝室で、私はこっちに布団敷いて寝てる感じ」

「……一緒に寝たりは？」

「な、ないないっ！　あるわけないから！　だって今は……ほら、ただの他人なんだから。一緒に寝るとか絶対にないでしょ……」

　まあ。

　本当は一回だけあるんだけど。

　お婆ばあちゃんのお見舞いに行って、婚姻届に証人の署名をしてもらって帰ってきた日。

　で、でもあれは……例外中の例外だから！

　あの日の私はなにかがおかしかったのよ！

「晴はるさんと理り桜おさん……ただの他人って感じは、あんまりしないですけどね。一時期お付き合いしてただけあって、すごく気心知れてるっていうか」

「……付き合いが長くて腐れ縁なだけよ。それに……付き合ってたっていっても、高校のときちょっと付き合ってただけだからね。若気の至りで恋人ごっこみたいなことしちゃっただけ。ほんとそれだけ」

「じゃあ──よりを戻す気はないんですか？」

　どこか重みが増した口調で、鹿か野のさんは問うた。

「よ、よりを戻すって……」

「今は偽装結婚してるだけみたいですけど……実際はどうなんですか？　理桜さん的には、まだ未練があったりとか」

「……ないわよ。全くない」

　私は言った。

　そう言うしかなかった。

「今更あいつとどうこうなるなんて、ありえないから。もう完全に吹っ切ってて、今はただの幼おさな馴な染じみ。利害だけで結ばれたパートナーよ。晴だって、私のことなんてなんとも思ってないと思うわ」

「……そうですか」

　よかった。

　と、鹿野さんは言った。

　心から安あん堵どしたような声音で。

　ついうっかり本音が漏れたような声で。

「……え？」

「あっ、いえっ、な、なんでもないです……おやすみなさいっ」

　慌てて会話を打ち切って、それっきり鹿野さんは黙りこくってしまう。

　でも私の方は──ばっちりと目が冴さえてしまった。

「…………」

　え？

　えええ？
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　長居するのも申し訳なかったので、朝早く晴はるさん宅を出るようにした。

　電車を乗り継ぎ、自宅へと帰る。

　築十年の１Ｋのアパート。

　晴さんのマンションとは比べるべくもない、一人暮らしの狭い部屋。貧乏大学生としては妥当な部屋と言えるだろう。

　部屋に入った後は、鞄かばんを置いてベッドに倒れ込む。

　もう一眠りしたい気分。

　頭は寝不足でボーッとしている。

　慣れない環境のせいで上う手まく寝つけなかったから……というのもあるだろうけど、それ以上に悶もん々もんと考えてしまうことがあった。

「……あの二人、本当はどうなんだろう？」

　晴さんも理り桜おさんも、口を揃そろえて『恋愛感情はない』と言っていた。

　今はもうお互いに吹っ切っている、と。

　でも──本当のところは、どうなんだろうか。

　昔付き合ってた二人が、今は偽装結婚とは言え一つ屋根の下で暮らしていて、それでなにもないなんてこと、ありえるんだろうか。

　焼けぼっくいに火がついても不思議じゃない。

　それになんだか……二人はとても仲がよさそうだった。

　変な話だけど──必死に仲のいい夫婦のフリをしていたときより、偽装結婚をバラして素で向き合っているときの方が、一層親しげに見えた。

　気心が知れているというか、一緒にいるのが自然に見えるというか。

　まるで──長い年月を共にした夫婦みたい。

　幼おさな馴な染じみで元恋人──長い時間を積み重ねてきた二人だからこその絆きずなが感じられて微笑ほほえましい気持ちになり……そして同時に、胸が切なくなった。

「……晴さん」

　知らなかった。

　晴さん、あんな顔するんだ。

　怒ったり、呆あきれたり、睨にらんだり、うんざりしたり。

　私に向ける優しく紳士的な態度とはまるで違う。

　私には見せたことのないたくさんの顔を、理桜さんの前では見せていた。

「…………」

　ふと──思い出す。

　以前、晴はるさんと交わした会話を。

　まだ、出会ったばかりだった頃──







「──晴さんって、今、彼女はいるんですか？」

　バイトからの帰り道、だった。

　ちょうど終わったタイミングが同じだったので、なんとなく流れで駅まで一緒に帰ることとなった。

　隣を歩く晴さんに、私は質問を投げかけた。

　特に深い意図もなく、単なる雑談のつもりで。

「……おお」

「え。な、なんですか、その反応？」

「いや、ちょっと感動して」

「感動？　なにがですか？」

「……俺みたいな奴やつって、この手の質問されるとき、『彼女いたことある？』とかって訊きかれること多いんだよね。大学の新歓のときとか、本当に多くてさ……。だから普通に『今彼女いる？』って訊かれたことが、少し嬉うれしくて」

　変なところで感動されてしまった。

　なかなか難儀な性分をしている男性らしい。

「えっと彼女は、今はいないよ。今は」

　やたら『今は』を強調する晴さんだった。

「じゃあ、いたことはあるんですか？」

「……この流れでその質問してくるかね」

「あはは。してみました」

「……いたことはあるよ」

　晴さんはどこか遠い目で言った。

　二度と戻らぬ日々を、儚はかなんでいるかのような目で。

「高校のとき、ちょっとね」

「……その口調だと、なんかまだ未練がありそうですね」

「未練……まあ、あるのかもなあ。引きずってないって言ったら、嘘うそになるかも」

「よっぽど素敵な人だったんですねー」

「……んー、まあ」

　照れ臭そうに、しかし認める晴さんだった。

　それから言い訳でもするみたいに、

「俺さ……高校受験、失敗してるんだよね」

　と続けた。

「え……？」

「知っての通り、うちは結構いい家でさ。だから高校も、代々県内一の名門校って決まってて……。上二人の兄貴もそこに通った。俺も当然のようにそこに行く予定だったんだけど……受験直前にインフルエンザやっちゃって」

「ああ……」

「どうにか試験までに熱は下がったんだけど、体調は戻らなくてボロボロ……。結局第一志望には落ちて、第二志望に通うことになった。ショックだったよ。俺なんて勉強ぐらいしか取り柄がないのに……勉強だけでプライド保ってたようなつまんない男だったのに、その勉強で失敗しちまったんだから」

　明るい口調で語るが、当時は相当なショックだったことだろう。

　私も高校受験、大学受験と経験してきたからわかる。

　受験生にとって受験とは世界の全てであり──そして受験の失敗は、世界から存在を否定されたような絶望を感じてしまう。

「ま、幸いにもうちの家族は良識的な人が多くてさ。親父おやじもお袋も、上二人の兄貴も、受験失敗ぐらいで責めてくることはなかったし、気を遣って励ましてくれた。『気にするな』『受験ぐらいでなんだ』『本当に大事なのは大学の方だ』とかって。でも……俺はむしろ、その気の遣われ方がしんどかった。正直……かなり凹へこんだ。第二志望の高校なんか通うのやめちまおうかってぐらい……」

「…………」

「そんなとき──あいつが励ましにきてくれたんだよ」

　受験失敗で落ち込む晴はるさんの元に、元カノさんがやってきたという。

　当時はまだ付き合っていなかったそうだが、晴さんとその人は昔から付き合いのある幼おさな馴な染じみで、なにかと接点は多かったらしい。




『げ、元気出しなさいよ！』

『受験ぐらいなによ！　高校受験なんてね、長い人生の中じゃ本当に些さ細さいな問題でしかないのよ。気にしない気にしない！』

『一番大事なのは大学受験だから！』

『インフルエンザならしょうがないわよ。うんうん、しょうがない』

『だいたいね、第一志望に落ちたぐらいで凹むなんて私に失礼だと思わないの？　万全の体調で受けて、普通に第一志望も第二志望も落ちて、第三志望に通ってる私の立場はどうなるの？』




　元気づけたり、発破をかけたり、宥なだめ賺すかしたり、冗談を交えたり。

　元カノさんは一生懸命、晴はるさんを励ましたらしい。

「気持ちは嬉うれしかったけど……正直、キツかったよ。落ち込んでるときに元気出せとか言われても、しんどいだけでさ。お前になにがわかるんだよ、って思ってた」

　その後も元カノさんは励まし続けたそうだが、やがて──




『ほら、男なんだからいつまでも落ち込んでないで、パーッと遊びに行きましょうよ。パーッと……どっか、二人……で…………う、ううっ……ひんっ……うっ、うわぁーんっ』




　やがて──泣き出してしまったらしい。

　悟ったような励ましの途中で、唐突に。

　号泣というレベルで。

　晴さんは慌てて問いかけた。

　どうしてお前が泣くんだよ、と。
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『だって……だって、悔しいでしょ！』

『晴はる……あんなに勉強頑張ってたのにっ！』

『体調さえよかったら、晴なら絶対受かってた！　晴はすごい奴やつなんだから！　努力できる天才で超すごいんだから！』

『ああもうっ、受験なんていう一発勝負のシステムはクソよ、クソ！　こんなもんで人間の価値がわかってたまるもんですか！』

『うう……うっ、うわぁああん、なんで、なんでよぉ……』




　最初は知った風なテンプレートの激励を繰り返していた元カノさんが、今度は一転、子供みたいに感情を露あらわにし、泣いて怒って大騒ぎだったらしい。

「俺を励ましにきたはずなのに……気がついたら俺の方が必死にあいつを慰めて宥なだめてたんだよな」

　晴さんは苦笑する。

　どこか幸せそうな苦笑いだった。

「……あいつ、自分が受験失敗したときは涙一つ流さなかったくせに、俺のときにはワンワン泣いたんだよ……。俺のことで、俺以上に泣いて怒って、悔しがってくれる奴がいる……なんかそれがすげえ嬉うれしくて、救われたような気がしたんだ」

「…………」

　かつての恋人を語る晴さんの顔は、どこか儚はかなげで、でも温かさに満ちていて、私はなんだかとても切ない気持ちにさせられた。

「ああっ、ごめん。なんかノロケ話みたいになって。……いや、ノロケ話じゃないよな。もう別れたんだから。ごめん、気持ち悪い話をして……」

「い、いえ。気にしないでください」

　落ち込み始めた晴さんに慌ててフォローを入れる。

　頭の奥ではまだ、さっきの切ない横顔が残っている。

　昔の恋人への、熱く激しい想おもいと執着──

　羨ましい、と思った。

　こんなに深く真剣に愛してもらえた彼女が、羨ましい。

　この人に愛される女性は、幸せだろうなって思った。

　もしかしたら、この瞬間から、かもしれない。

　晴さんのことが、気になり始めたのは──







「……理り桜おさん、だったんだよね」

　呟つぶやいた後、ベッドの上で枕をギュッと抱き寄せた。

　晴はるさんの元カノ。

　今ならばわかる。

　あのとき語っていた元カノとは──理り桜おさんのことだったんだろう。

　きっとあの頃はまだ偽装結婚なんてする予定もなかっただろうし、私と理桜さんが後に会うことなんて想像もしてなかったことだろう。

　だから晴さんも、赤裸々に語ってしまったのだと思う。

　赤裸々に──本音で。

「…………」

　二人の結婚が偽装結婚だと知ったとき──

　もちろんすごく驚いたけど、でも驚きが収まっていくにつれて、段々と別の感情が芽生え始めた。

　あれ。

　もしかして私──諦めなくていいのかな。

　晴さんのこと、好きなままでいていいのかな。

　だって二人は、単なる偽装結婚だったから。

　とか、そんなことを考えてしまった。

　でも──またわからなくなってしまう。

　晴さんと理桜さんの、本当のところが気になって仕方がない。

　二人の偽装結婚は──本当にただの偽装結婚なんだろうか。
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「はぁ～～……」

　実家のベッドにダイブし、私は深々と息を吐いた。

　うちに泊まった鹿か野のさんが帰宅した後──

　晴は大学の図書館に勉強に行き、私は自分の実家へと向かった。

　私が出て行った後も綺き麗れいに整えてあるベッドに寝転がり、枕を抱き締めてゴロゴロ転がる。

　そんな私を──冷めた目で見つめるメイドが一人。

「……実家に帰ってくるなりなにをやってるんですか、あなたは？」

「い、いいでしょ、別に。昨日あんまり眠れなかったのよ」

「だったら家で寝ればいいでしょう。ご実家ではなく今の自分の家で。もう正式に結婚されて、名字まで変わってしまったのですから」

　正論を言う林はやし田だだった。

「……いいから、ちょっとだけゴロゴロさせてよ」

「やれやれ。困った新妻さんですね」

　呆あきれたように言いつつ、林田はベッドに腰を下ろした。

「なにかあったんですか？」

「……あったような、ないような」

「また晴はるさんの風俗通い疑惑でも出ましたか？」

「それはない……けど」

　ふと思い出す。

　晴が風俗に行ったと勘違いしたときのことを。

　あのとき私は浮気だなんだと大騒ぎしたっけ──

「ねえ……林田って、浮気されたことある？」

「……私のその手の体験談を根掘り葉掘り聞きたいのであれば、日が暮れてからにしてください。強めのお酒もお願いします。長くなりますし、途中じゃ帰しませんから」

　淡々とした口調で、しかし背筋が凍るような闇を匂わせる声だった。

　地雷を踏んでしまったらしい。

「ご、ごめん。やっぱり訊きかないわ……」

「賢明な判断です。それで……なぜそんなことを尋ねようと？　今度こそ晴様に浮気でもされてしまったんですか？」

「えっと。浮気ってわけじゃないんだけど……」

　悩んだ末、私は昨日起こったことを全部説明した。

　誤ご魔ま化かそうとしても、林田には全部見抜かれてしまいそうだし。

　鹿か野のさんに偽装結婚がバレてしまったこと。

　そして──彼女が晴に気がありそうなこと。

　私の思ったこと感じたことを、全て話した。

「なるほど……バイト先に晴様の大学の同級生がいて、どうもその人が晴様に惚ほれているのではないか、と……。ふむ。まあ、そういうこともありますよね」

「そ、そうなの!?」

「そりゃそうでしょう。晴様に惚れる女の一人や二人、いてもなんら不思議ではありません」

「で、でも、あいつは、なんていうか……そんな積極的な方じゃないし、自分から女を誘ったりとか絶対にしなそうだし」

「そういう男性が好きな女もいますよ。なんなら──私も狙っていますし」

「……ええええっ!?」

　今、とんでもないこと言わなかった!?

　サラッと衝撃発言しなかった!?

　ヒロイン参戦宣言しなかった!?

「え？　え？　林はやし田だって晴はるのこと好きだったの!?」

「好きというわけではありませんが、結婚相手としてはかなりの優良物件だと判断しております。理り桜お様との偽装結婚がいつか終わりを迎えるときが来たならば、そのときは僭せん越えつながら後妻に立候補しようかと」

「…………」

「品行方正で成績優秀。眉目秀麗……とまではいかないですが、まずまずの顔立ち。名家の生まれでありながら偉ぶったところはなく謙虚な人間性の持ち主。あと遊び慣れてない童て──失礼。高い貞操観念の持ち主。そしてなにより……三男！　三男ですよ、三男。金持ちの家の三男って、そんなの最高すぎるじゃないですか……！」

　後半がだいぶ俗っぽい理由だった。

　いや……案外林田ぐらいの世代なら、結婚相手をそういう条件で判断するのは普通のことだったりするのかしら？

「……んんっ。失礼。取り乱しました」

「うん、ほんとに」
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「まあ冗談はさておき、晴はる様は十分魅力的な男性だと思いますよ。モテモテとまではいかずとも、惚ほれる女がいても不思議ではない。……って、元カノの理り桜お様にはわざわざ言うまでもないことかもしれませんが」

「……っ」

「まあ……しかし意外ですね」

「え？」

「理桜様のことですから、晴様に寄ってくる女がいたら、また浮気だなんだと大騒ぎするかと思ってましたよ。自分のことを棚に上げ、晴様や相手の女を糾弾し始めるのではないかと」

「それ、は……」

　確かに──改めて考えると、自分でも不思議だ。

　先日、晴が風俗に行ったと勘違いしたときは、感情が爆発して大騒ぎだった。

『浮気だ』と断定し、怒りと悲しみのままに大暴れした。

　でも今は──感情は爆発なんてしない。

　ドロドロと混ざり合い、重くなり、どんどん沈んでいって、心の一番深いところに鈍い痛みをもたらすような、そんな気持ち。

「……今の私には、なにも言う資格はないでしょ。ただの、偽物の妻なんだから」

　胸の痛みに耐えながら、私は言う。

「遊びの風俗とは違う……。今の晴を本気で好きになる女がいたなら……私がどうこう言ってもしょうがないじゃない。やめてなんて言えない……晴にも、鹿か野のさんにも」

　一度は晴をフッて諦めた女が。

　晴の善意に甘えて偽装結婚している女が。

　どのツラさげて口出しできるというのだろうか。

　偽物でしかない私には、なにも言えない。

「……驚きました」

　林はやし田だは少し目を見開き、感心したように言う。

「思ったよりまともな人間性をしているのですね」

「……私のことなんだと思ってるのよ？」

「理桜様のことですから、『林田、あの泥棒女のとこ行くわよ！　玉たま木き家の権力をフル活用して、二度とこの土地では生活できないようにしてやる！　この理桜様の男に手を出したらどうなるか、末代まで思い知らせてやるわ！』とか言い出すと思っていました」

「本当になんだと思ってるの!?」

「冗談はさておき。そこまでわかっているのであれば……私が言うことはなにもありませんね。あとはしっかり、ご自分でお考えください」

　ベッドに腰掛けていた林はやし田だは、すくりと立ち上がる。

「今の理り桜お様が向き合わなければならないのは、鹿か野の様でも晴はる様でもなく……ご自分の心だと思いますから」







　三十分ほど仮眠を取った後、私は実家を後にした。

　なんとなく歩きたい気分だったから、少し遠めのバス停を目指してみる。

　初夏の空気を感じながらのんびり歩いていると──川沿いの道で、よく知っている店に通りかかった。

『たまき屋　本店』

　私の実家が経営している老舗和菓子屋──その一号店である。

　古びた雰囲気を纏まとう、こぢんまりとした木造の店舗。

　現在ではもっと大きくて新しい支店が県内にいくつもあるけれど、今でも名義上はここが本店となっている。

　五十年ぐらい前に、お爺じいちゃんとお婆ばあちゃんが最初に建てたお店で、改修を重ねて現代まで繋つないできた。

「……なんか買ってこうかな」

　久しぶりに顔でも出してみよう。

　本店で働いている人は大体顔かお馴な染じみだし、ちょっと挨拶しておこう。お兄ちゃんは……今はどこか別の支店にいるんだっけか？　最近会ってないから、イマイチわからない。

　ふらりと店に立ち寄ろうと思った私だが──

　しかしそこで、予想外の人物と出くわすこととなる。

「──あら。理桜さんじゃないですか」

「……っ」

　店から出てきた彼女に声をかけられ、思わず硬直してしまう。

　黒を基調とした着物。赤い鼻緒の下げ駄た。垂れ目がちで温和な顔つきをしているが、しかしその目には凜りん然ぜんとした輝きが宿る。

　晴の兄、昊そらさんの妻。

　石動いするぎ秋あき乃のさん、だった。

「こんなところで奇遇ですね」

「え、ええ。本当ですね……」

　向こうはまっすぐ私を見てくるが、私は思わず目を逸そらしてしまう。

　うう……どうしよう。

　どんな対応したらいいのか全くわからない。

　この人は単なる兄嫁というわけじゃない。

　なにせ──晴はるとの再婚を目もく論ろむ恐ろしい人なのだから。

　石動いするぎ家から出奔した昊そらさんに見切りをつけ、三男の晴の嫁となってグループ内でさらにのし上がるつもりでいるらしい。

　偽装結婚を続ける今の私達にとっては──宿敵みたいな人だ。

「理り桜おさんも和菓子を買いに？」

「そ、そんなところです。それじゃ、また……」

　気まずさから急ぎ店内へ逃げようとするが、

「理桜さん、この後、なにかご予定は？」

　と秋あき乃のさんが問うてきた。

「予定……ないですけど」

　ついうっかり本当のことを言ってしまう。

　しまった、と思ったときにはもう遅かった。

　秋乃さんはにっこりと微笑ほほえむ。

「せっかく会えたことですし、お茶でもしていきませんか？」







　断っても角が立ちそうだったので、私は誘いに乗った。

　本店から五分ほど歩いたところにある、小こ洒落じやれた喫茶店。

　川沿いの景色が楽しめるテラスに二人で座る。

　私は紅茶とパフェを、秋乃さんはコーヒーを注文した。

「好きなんですよね、『たまき屋』の和菓子」

　飲み物が来たタイミングで、秋乃さんはそんなことを言った。

　足下の荷物入れには『たまき屋』の文字が入った紙袋がある。

　先ほど彼女が購入したものだ。

　どこかへの贈り物かと思いきや、なんと自分用だったらしい。

「うちの近くに支店もあるんですけど、本店の方にしか置いてない菓子もありますからね。味と見栄えも、熟達した職人さんが全て手ずから作っている本店の方が、他の支店より少しばかり上等だと感じますし」

「はあ……それはどうもご贔ひい屓きに」

　意外にも秋乃さんは『たまき屋』の常連客のようだった。

　服装に加えて菓子まで和趣味とは……。

　本店と支店の味の差なんて、私にはほとんどわからないのに。

　もっと言うと──

　正直私は、そこまで和菓子が好きじゃない。

　普通に洋菓子の方が好き。

　コンビニスイーツとか大好き。

　お婆ばあちゃんは大好きだし、うちの従業員も大好きだし、実家の商売には誇りを持ってはいるけれど……それはそれ、これはこれ。

「ふふ。なんだかずいぶんと警戒されているようですね」

　上品な所作でコーヒーを飲みつつ、秋あき乃のさんは言った。

「……当たり前じゃないですか。だってあなたは……お、夫を私から奪おうとしてるんですから」

「ああ、やはりそこまで聞いていますか」

　私としては勇気を振り絞って核心に迫ることを言ったつもりだったんだけど、秋乃さんはどうということもなさそうに言葉を続ける。

「ならばもう変に隠す必要はありませんね。ええ、そうですよ。私はあなたの現夫、石動いするぎ晴はるを狙っています。使えない今の夫の代わりに、石動家直系三男の彼を欲しています」

「……っ。いけしゃあしゃあと」

「別に構わないでしょう？　なにせあなた方は──本当の夫婦ではないのですから」

「──っ!?　な、なにをおっしゃるやら……」

　まずい。

　やっぱり晴の言ってた通り、秋乃さんは私達を疑っている。

　偽装結婚に関して、確信に近い疑惑を抱いている。

「それとも一度ぐらい夜を共にしましたか？　偽装とは言え男女が一つ屋根の下で暮らしているわけですから、気持ちがなくても過ちが起こることはあるでしょう。まあ……晴さんにそれだけの男気があるかどうかは知りませんが」

「……あはは。さっきからなにを言ってるんだか」

　必死に平静を装うも、内心のドキドキが止まらない。

　まずいまずい。

　どうにかしなきゃ。

　この話題が続けば続くだけどっかでボロが出ちゃいそう。

　私と晴が未経験で偽装結婚だってバレてしまう。

　どうにかしなきゃ──と。

　必死に頭を働かせていたタイミングで、頼んでいたパフェが運ばれてくる。

　刹那、私の頭に閃せん光こうが走った。

　手を伸ばし、パフェにのっていたサクランボを一つ摘つまむ。

　果肉とヘタを分けた後、ヘタの方を口に含んだ。

　意識を口内に集中し、モゴモゴモゴと舌を動かした後──口の中からヘタを取り出した。

　ヘタには、綺き麗れいな結び目ができていた。

　それを見せつけるようにしながら、ビシッと言ってやる。

「まあ、こんなもんですよ。夫のことは、経験豊富な私がきちんと満足させていますので、どうぞご心配なく」

　ふっ。

　決まったわ。

　えっと……あれよね。サクランボのヘタを口の中で結べると……キ、キスが上う手まいってことなのよね！

　それを知って以来、一人でこっそりと練習をし続け、今じゃちょっとした特技である。まあ誰にも披露したことのない特技なんだけど……まさかこんなところで役に立ってくれるなんて。

　どう、秋あき乃のさん？

　このテクニシャンっぷりを見たら、もう私達が未経験なんて思えないでしょう？

　私の超絶テクを目の当たりにした彼女は、さぞ驚きを露あらわに──するのかと思いきや。

「……ふむ？」

　きょっとーん、としていた。

　なにやってんだこいつ、という顔。

　あれ？　伝わってない!?

　私の渾こん身しんのアピール、なにも伝わってない!?

「あの、今のはどういう意味でしょうか？」

「え……いや、その」

「どうして、サクランボのヘタを口で……？」

「だ、だからそれは……私が、テ、テクニシャンだからで……」

「テクニシャン？」

「サクランボのヘタを口の中で結べたら……キ、キスが上手だって……」

「……ぷっ。ふふふっ、あははははっ！」

　そこで秋乃さんは、噴き出すように笑った。

　彼女らしくもない豪快な笑い方だった。

「あはははっ。あー、なるほどなるほど。そういえばありますよね。サクランボのヘタを口の中で結べたらキスが上手いとか……そういう、中学生辺りが真に受けそうな話」

「ちゅ、ちゅうがく……!?」

「ふふふっ……なにをしてるのかと思いきや、まさかこれでテクニシャンをアピールしてたつもりだったなんて……ふふっ、あはははっ！」
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「……ううう」

　大笑いする秋あき乃のさんに、私はただただ恥じ入ることしかできなかった。

　ああもう、最悪っ。ネットに踊らされた！

　変な情報を信じて恥をかいた！

　長年必死に練習してきたのに！

「ふふ……あー、おかしい。声を出して笑ったのなんて、本当に久しぶりですよ。こんなに笑ったのは……私と母を捨てて出て行ったクソ男が、女に刺されて死んだと聞いたとき以来ですね」

　心底おかしそうに笑う。いや、待って。今、サラッと凄すさまじく闇が深い発言しなかった!?　サラッとしてちゃいけない発言しなかった!?

　愕がく然ぜんとする私をよそに、秋乃さんは私のパフェに手を伸ばしてきた。

　まだ残っていたサクランボを一つ手に取る。

「実際、どうなんでしょうね。こんなことがキスの上う手まさに関係あるのかどうか……。舌の体操にはなりそうな気もしますが」

　そんなことを言いながら、実から切り離したヘタを口に運ぶ。

　数秒モゴモゴとした後、赤い舌と共にヘタを出す。

　それを見た私は──ギョッと目を見開いた。

　ヘタは綺き麗れいに結ばれている。

　それも一回ではなく──二回。

　え？

　う、嘘うそでしょ……!?

　この人──口の中でヘタを二回結びしたの!?

　今の一瞬で!?　ど、どういうテクをしてるの!?

「んー。どうでしょう？　やはりこの程度のことは、テクニックとはなんら関係ないような気がしますね」

　二回結びしたヘタを紙ナプキンに包みつつ、どうということもなさそうに言う。

「大事なのは舌の動きより──まず、歯を当てないことですから」

「歯を……」

　聞いたことがある。キスに慣れてない人だと、距離感を間違えて歯が当たってしまうとか。なるほど、確かに歯を当てないことは大事なのかも。

「歯を当てぬよう、口をしっかり大きく開けること。そして、唾液の量も重要ですね」

「だ、唾液……」

「殿方というのは意外と敏感でらっしゃいますから。恥ずかしがらずに唾液をしっかりと出し、全体にヌメリを与えることで、痛みを感じさせずに快感だけを増加させることができます」

「ヌメリ……え？」

「あと忘れがちなのが、口だけに頼らずきちんと手も使うことですね。先端を口に含みつつ、唾液でヌメリを与えた竿さお全体を上下にしごき上げる。そして空いた手でふぐりを優しく包み込むように刺激してあげれば、殿方は極上の快楽の中、瞬く間に果てて──」

「……それ、絶対キスのテクニックの話じゃないですよね！」

　絶対キスの話じゃない。

　キスじゃなくて……違うお口のテクニックの話な気がする！

「ふふふっ。気づかれましたか？」

　私の反応を見て愉快そうに笑う秋あき乃のさん。

「理り桜おさんは本当にいい反応をしてくれますね。実にからかいがいがあります」

「バ、バカにして……」

「褒めているんですよ。あなたのその素直さ、純情さ、一途さ……本当に羨ましく思います。恵まれた環境で、ご両親や周囲に愛されて育ったことの証左だと思いますから」

　目を細め、静かな声で秋乃さんは言った。

　その表情から真意を読み取ることはできない。

　単なる皮肉なのか、あるいは本当に私を羨ましがっているのか。

「信じてもらえないかもしれませんが……私は別に、あなたや晴はるさんのことが嫌いなわけではないんですよ？」

「……え？」

「晴さんのことは本当に……かわいい義弟だと思っていました。あの男が石動いするぎ家を飛び出すなんていう愚行に出なければ、もっと普通に、どこにでもいるような義姉と義弟として、家族として付き合っていけたかもしれないのに……」

「…………」

「なんて、今更言ってもせんないことですけど」

「……虚むなしくないんですか？」

　私は言った。

　疑問が心から押し出されてしまった。

　晴から聞いている。

　秋あき乃のさんは──地位と名誉のためだけに昊そらさんに近づき、謀略を駆使して籠絡し、石動家に嫁いで今の権力を手に入れた。

　でも。

　実は心から、昊さんに惚ほれてしまったのかもしれない、と。

　彼女の真意は私にはわからない。

　でも一つだけ確かなことがある。

　それは──この人は、晴のことを好きじゃないってこと。

　一人の人間として、あるいは弟としてなら、好意的な感情は抱いているのかもしれない。

　でも。

　男としては。

　夫としては。

　愛していないし、愛そうとも思ってない。

「秋乃さんは……晴のことなんて好きでもなんでもないんですよね？　好きになろうとすら思ってないんですよね？　それなのに、ただただ権力のためだけに結婚しようだなんて……そんなの、寂しすぎるじゃないですか」

「…………」

「結婚って、そういうものじゃないでしょう？」

　言った瞬間、胸が激しく痛んだ。

　なにを言ってるんだろう？

　偽装結婚なんてしている私が──現在進行形で結婚というシステムを侮辱している私が、他ひ人と様さまの結婚観にケチをつけるなんて。

　烏お滸こがましいにもほどがある。

　寂しいのも、虚むなしいのも。

　本当は秋あき乃のさんじゃなくて、私の方なのに──

「……ふふ。本当に素敵ですね、理り桜おさんは」

　妖艶で余裕のある笑みを浮かべた後、秋乃さんは席を立つ。

「残念ながら、この年になるとそうそう生き方は変えられないのですよ」

「……まだそんな年でもないでしょう」

「あなたにはわかりませんよ。愛されて育ったあなたには、私の気持ちなんて」

　淡々とした口調でありながら、その言葉は酷ひどく冷たい響きを帯びていた。

　理解も同情も絶対的に拒絶するような、恐ろしく怜れい悧りな冷たさ。

「……少し話しすぎましたね」

　にこりと微笑ほほえんだ後、秋乃さんは一万円札をテーブルに置いた。

「それでは、いずれまた」

「……ま、待ってください。これ、さすがに多すぎ──」

　彼女を呼び止めようとするけど、

「『女三界に家なし』」

　秋乃さんは振り返りもせずに、ぴしゃりとそう言った。

「三界とは世界のこと。『女にはこの世のどこにも心安らげる場所がない』という意味の、古い言葉です。女は子供のうちは親に従い、成人すればよそに嫁いで夫とその家に従い、老いれば成人した子供に従う……この国の昔ながらの因習を表した言葉だとされています」

「…………」

「お互い、早く家を見つけられるといいですね」

　最後まで振り返ることもなくそう言って、秋乃さんは去って行った。

　その言葉に込められた意味はわからなかったが──でも、気持ちなら少しは伝わったような気がした。

　きっと彼女は──家を探しているのだろう。

　自分が心安らげる家を、そして家族を。

　この世の多くの人と同じように。

　そして、私と同じように。
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「──おい、理り桜お。理桜」

「……え？」

「え？　じゃないだろ。どうした、ボーッとして」

「ごめん、ちょっと考えごとしてて」

「しっかりしろよ。せっかく今日は──夫婦の写真撮りに来たんだから」

　やれやれと息を吐き、晴はるは空を見上げた。

　私達の頭上には初夏の清すが々すがしい青空が広がっている。

　食事会があった日から、一週間後の土曜日。

　私と晴は、少し遠出をして自然公園へと来ていた。

　バーベキューや釣り堀、広場やアスレチック、小こ洒落じやれたカフェなどがあり、カップルや家族連れに人気のあるスポット。

　晴がバイト先で割引チケットをもらったらしく、通常の半額で入場できた。

　新婚夫婦らしく休日は二人でデート──なんてことではもちろんない。

　今日の目的は、二人の写真を撮ること。

『この前の食事会のときさ、浅あさ賀がさんから写真見せてって言われて、困っただろ？　だから怪しまれないようにするためには、ある程度用意しといた方がいいと思うんだよな。今時の夫婦……特に俺達みたいな若い世代なら、写真を残してない方がおかしいと思うし』

　と晴が提案してきた。

　確かに今時の若いカップルや夫婦は、なにかにつけて写真を残してそう。

　なんていうか……二人の思い出の写真を。

　大学の友達にも、彼氏とのそういう写真をＳＮＳに投稿している人は大勢いる。

　一方、偽装結婚である私達には、二人で撮った写真はほとんど存在しない。

　結婚式関係の写真は大量にあるけれど、本当にそれぐらい。

　……まあ。

　高校時代に付き合ってたときに撮った写真は、しっかり残っていたりするんだけど。スマホの機種が変わってもきっちりデータを移している。

　もちろんそんなことを言えるはずはないので、

『つ、付き合ってた頃の写真？　そ、そんなの全部消したに決まってるでしょっ。あんたと別れた後、秒で消したわよ、秒で』

　と晴はるには言っておいた。そしたら、

『ああ、そうかよ。じゃあ、当時の写真はゼロってことだな。お、俺もお前との写真なんて全く残してないし』

　と返された。

　私と違い、晴は写真を消してしまっているらしい。……ふ、ふん。別にショックなんかじゃないわよ。ショックなんかじゃ……うう。

　まあ、そんな感じで。

　特に反対する理由もなかったので、私は晴の提案に乗った。

　今日は一日、自然公園で夫婦の写真を撮る予定。

　誰かに見せたとき、『いい夫婦だな』って思ってもらえるような写真を。

　とりあえず今は、公園内の広場で写真を撮ろうとしていた──んだけど。

　つい私が、別のことを考えてしまった。

　晴がここのチケットを『バイト先からもらってきた』と言ったからだろう。

　バイト先にいる彼女のことを、鹿か野の千ち百ゆ合りさんのことを思い出してしまった。

　ここ一週間、頭の奥で悶もん々もんと考えていたことを、またふと考えてしまった。

「あー……でも、もし調子悪いならすぐ言えよ」

「だ、だいじょぶだいじょぶ。本当にボーッとしてただけだから」

　心配性の晴に、慌てて手を振る。

　切り替えよう。

　鹿野さんのことは一旦忘れて、いつも通りに振る舞おう。

　せっかく遠出してきたんだから、目的はしっかり果たさないと。

「晴の方こそしっかり頼むわよ。ちゃんとかわいく撮ってくれなきゃ許さないんだから」

「へいへい」







　とりあえず、広場の噴水の前で何枚か写真を撮った。

　いきなりのツーショットはなんとなくハードルが高かったので、まずは晴に私を撮ってもらった。夫婦だからってなにもツーショットばかりなわけではないだろうし、こういうピンの写真も必要でしょう。

　しかし、その成果は芳かんばしくなかった。

「……晴」

「な、なんだよ」

「あんた……写真ヘタ過ぎっ」

　撮ってもらった数枚の写真を見て、大仰に嘆く私だった。

　せっかく二人きりで夫婦っぽいイベントやってるんだから、多少写真の出来が悪くても喜んであげようと思ってたけど……さすがに無理。

　想像を絶する低クオリティだった。

「もうっ、なによ、これ……。どうやったらこんなヘタに撮れるわけ？」

「う、うるせえな……」

「これは手ぶれが酷ひどい……。こっちは指が見切れてる……。こっちは撮り方のせいでスタイルが悪く見える……。いやぁあっ、これなんか、私が半目になってるじゃない……！　もう最悪っ。こんな美しい被写体を、よくもまあここまでブサイクに撮れたものね！」

「……自分で美しい被写体とか言うなよ」

　溜ため息いきをつく晴はる。

「しょうがねえだろ。写真なんかほとんど撮らねえんだから」

「なんのために最新のスマホ持ってるのよ」

「写真のために最新のにしてるわけじゃねえよ」

　え？　そうなの？

　スマホなんて写真の機能が全てじゃないの？

　いかにＳＮＳ映えする写真を撮れるかが、スマホの真価じゃないの？

「だいたいあんた、技術以前に気遣いがなってないのよ。毎回『撮るぞー』しか言わないしさ。そんな気の抜けたかけ声じゃこっちだって気分が乗らないのよ」

「気分って……どうしろって言うんだよ」

「だから、もっとこう……こっちの気分を乗せてほしいのよ。『いいね』『かわいいよ』『もっとこんなポーズしてみようか』とか」

「グラビアの撮影かよ……」

「だ、誰がグラビア向きの体よ！」

「一言も言ってねえよ！」

「はぁ……ていうか、あんたこれ、素のカメラで撮ってるでしょ？　ありえないから。ちゃんとアプリのカメラで撮って」

「いや俺、そういうのよくわかんねえし」

「……もういいわよ。私のスマホで撮るから」

　私はスマホを取り出し、いつも使っているカメラアプリを起動する。

「次、私が撮るから、晴がそっち行って」

「いや、俺はいいよ。一人で撮ってもしょうがないだろ」

「はあ？　なんでよ。私のことは一人で撮ったじゃない」

「お前は一人でも絵になるだろ。でも俺が一人じゃ──」

「え？」

「……いやっ、違う、違うぞ！　カップルや夫婦で、女がはしゃいでるのを男が撮るのはいいけど、逆はなんか違うよなって意味だから！　お前個人がどうこうって話じゃないからな！」

「わ、わかってるわよ！」

　あー、びっくりした。

　急に褒められたかと思っちゃったわ。

「だったらまた私を撮る？　スマホ貸してもいいけど、勝手にイジら──」

「いや……」

　晴はるは言う。

　顔を逸そらし、少し照れ臭そうに。

「そろそろ、二人で撮ろうぜ」

「……え？」

「今日はそのために来たんだし」

「あ……そ、そっか。そうよね……うん」

　二人で撮る。

　そのことを意識した瞬間、一気に顔が熱くなってしまう。

　急激に緊張してしまう私に、晴がゆっくりと距離を詰めてくる。平気そうな顔をしているが、顔は少し赤かった。

「とりあえず、噴水バックでいいか？」

「うん……えっと、スマホ貸すから撮るのは晴がやってくれる？　自撮りなら、手が長い方が上う手まくできるから」

「わかった」

　カメラアプリを起動させたまま、晴にスマホを貸す。

　晴は手を伸ばし、インカメラで私達二人を捉える。

　画面内に上手く収まるために──自然と私達はくっついていく。

「……理り桜お。もう少しこっちに寄らないと」

「わ、わかってるわよ」

　うう。

　は、恥ずかしい……！

　こんなにくっついちゃうなんて。同どう棲せい生活が始まってから、もっとくっついちゃうことはたくさんあったけど……でも、今日は家の中じゃなくて外。

　周りに人がたくさんいるのに、こんなに晴と接近しちゃってる。

　そのことが無性に恥ずかしかった。

「これ……肩に手とか置いた方がいいのか？」

「なっ」

「いや、ほら……新婚夫婦っぽい写真にするなら、そういう工夫も必要かと思って」

「……ふ、ふーん。そんなこと言って、本当は合法的に私と密着したいだけなんじゃないの？」

「違う。そんなに嫌ならやらん」

「じょ、冗談よ。まあ……やっといた方がいいんじゃない？　せっかくだし、やるならちゃんとやらないと意味ないし」

　すると晴はるは、ゆっくり私の肩を抱いた。男の大きな手で優しく、でもしっかりとした力で、グッと抱き寄せるようにしてくる。

　わっ。わああ……。

　どうしよう。なんか、すっごくフワフワした気持ちになっちゃう……！

「撮るぞ」

「うん……」

「……あ、あれ？」

「ちょっと、なにやってるのよっ。そっちじゃなくて、こっちの……」

　カメラアプリに不慣れなせいか、土壇場でモタついてしまう晴。

　そのせいで……私達はずっと強く密着したまま。

「もう……早くしてよ」

「わ、悪い」

「こんなとこ、誰かに見られたらどうするのよ……？」

「……大丈夫だろ。みんな似たようなことやってるし」

「そうだけど……」

　休日の自然公園は、家族連れやカップルも多い。写真を撮ってる人なんて大勢いる。私達が自撮りしてたところで、気に留とめる人なんていないだろう。

　万が一知り合いにでも遭遇したら相当恥ずかしいけれど……まあ、恥ずかしいだけで終わる話だ。

　新婚夫婦がデートしてる、ぐらいにしか思われないだろう。

　世間的に見れば私達は正式な夫婦で、夫婦が休日に二人で写真を撮っていたところでなんの問題もない。せいぜい多少のやっかみや冷やかしがある程度だろう。

　これぐらい夫婦として普通。

　全然大丈夫。

　そう思っていた。

　だから──思いもしなかった。

　まさか、私達の真実を知っている数少ない人物に、こんな休日に偶然エンカウントしてしまうなんて──

「──あっ。晴はるさん、理り桜おさん」

　と。

　晴がようやくシャッターボタンを押そうとした瞬間に、声をかけられた。

　見ればそこにいたのは──鹿か野の千ち百ゆ合りさんだった。

「鹿野さん……」

「偶然ですね」

　明るい表情で声をかけてきたが、私達の姿を見て困ったように笑う。

「お二人は……えっと、デートを満喫中のようですね」

「え……あっ」

　視線の意図に気づき、私達は慌てて弾はじけるように距離を取った。

「ち、違うのよ鹿野さんっ！　これは別に、好きでイチャついてたわけじゃなくて……仕方なく写真撮ってただけっていうか」

「そうそうっ。あの、ほら……こういう写真とかも後々必要になるかなって」

　外なのであまり堂々と偽装結婚について言及することはできないが、それでも必死に言い訳をする私達だった。

「あはは。そんな必死に言い訳しなくてもわかってますって。そうですよね、この前の食事会のとき、写真がないせいで変な空気になっちゃいましたし」

　鹿野さんは苦笑する。

　かなり察しがいい人のようだった。

「大変ですね、お二人も」

　理解のある言葉をかけられ、なんとも言えない気分になる。

「鹿野さんは……一人なの？」

「はい。一人寂しく遊びに来ました」

　晴の問いに、明るい声で自虐的に答える。

「バイト先で割引券もらったから、なんとなく来ちゃったんですよね。今日は特にやることもなかったし」

　そういえば、晴もバイト先でもらったって言っていた。

　なるほど。

　偶然と言えば偶然だけど、それなりに起こりそうな偶然ではあったらしい。

「それで、いい写真は撮れたんですか？」

「いや、まだ全然」

　肩をすくめる晴。

「俺が写真撮るの慣れてなくて、すげえ手間取っちゃって」

「あー、晴はるさん、苦手そうですよね」

「……ほっといてくれ」

「普通に素のカメラで女子を撮っちゃいそう」

「……そ、そんなベタな失敗はしないさ」

　失敗を見透かされて狼狽うろたえる晴だった。

　鹿か野のさんはくすくすと笑った後に、

「よかったら、私、手伝いましょうか？」

　と続けた。

　手伝う？

　鹿野さんが？

「二人の写真を撮るなら、自撮りだけじゃなくて、誰かに撮ってもらった写真とかもあった方がいいんじゃないかと思って」

「……俺達としちゃありがたい限りだけど、でも鹿野さんにそこまで付き合ってもらうのは……」

「全然いいんですよ。私、ほんと今日は暇だったんで。ここにもなんとなく来てみただけで、やりたいこととかなかったですから」

「だったら……お願いしようかな。なあ、理り桜お？」

　晴から声をかけられ、私は一瞬言葉に詰まってしまう。

「……うん。ありがとう、鹿野さん」

　私は言った。

　断る理由なんてない。

　むしろ感謝すべきだろう。

　私達の秘密を知りながら、脅すわけでも諭すわけでもなく、それどころか私達の秘密維持に協力してくれる。

　ありがたいことこの上ない。

　こんな休日にまで付き合ってもらえるなんて、感謝してもしきれないぐらい。

　それなのに──どうしてだろう。

　どうしてこんなにも、胸がザワザワするんだろう。







　鹿野さんが参加してから、写真撮影は驚くほどスムーズに進んだ。

　今時の女子大生として当然のようにスマホでの写真の撮り方は熟知していたし、私よりも撮るのが上手だったと思う。

　噴水前、広場、花時計前、アスレチック。

　そして二人で食べるソフトクリームなど。

　彼女にカメラマンになってもらって、たくさんのシチュエーションで写真を撮った。もちろん第三者の写真だけでも逆に怪しいような気がしたので、二人で自撮りするタイプの写真も忘れずに。

　鹿か野のさんは本当にいい子だと思う。

　明るく社交的で、でも礼儀正しく上品で。

　三人でいて、すごく楽しかった。

　最初に感じた胸のざわめきなど、忘れてしまうほどに──

「今日はありがとね、鹿野さん」

　一通りのスポットを巡り終わった後。

　鹿野さんと二人で行った女子トイレの中で、手を洗いながら私は言った。

「おかげで助かっちゃった」

「いえいえ。私も楽しかったですから」

「なにかお礼させてよ。そうだ。せっかくだし、晩ご飯、一緒に食べない。今日のお礼にご馳ち走そうするから。ここのカフェ、ディナーも評判いいみたいだから」

「いえいえ。悪いですって。お気持ちだけで十分です」

　遠慮を繰り返す鹿野さん。

　うんうん、本当にいい子だわ。

「神様に感謝しなきゃよね。偶然鹿野さんに出会えたおかげで、スムーズに写真撮影できたわけだし。もし鹿野さんに会えなかったら、どうなってたことか」

　ハンカチで手を拭き、鏡でメイクの調子を確認していると、

「──偶然じゃないですよ」

　と。

　少し間を空けてから、鹿野さんは言った。

　さっきまでとは少しトーンの違う声で。

「私、狙ってました」

「え？」

　戸惑いのままに振り返る。

　鹿野さんは──ずっと浮かべていた愛想のいい笑みを消していた。

　真顔で、真剣な目で、まっすぐ私を見つめていた。

「バイト先で配られてた割引チケット……晴はるさんがもらうとこ見てましたから。それで浅あさ賀がさんに『今度の土曜日、妻と行ってみる』って話してるのも聞いちゃって……。だから、今日、ここに来てみたんです」

「…………」

「まあ、時間帯までは聞いてませんでしたし、それにここも結構広いですからね。探しても会えない可能性は十分あると思ってましたから……そういう意味では、偶然ですよね」

「どうして……」

　その『どうして』は、反射のように口から零こぼれた『どうして』だった。

　なにに対しての疑問なのかは、自分でもわからない。

　驚きよう愕がくと困惑の感情に絞り出されたような、『どうして』というワード。

　それを鹿か野のさんがどう受けたのかはわからない。

　でも彼女の返答は──私にさらなる衝撃を与えるものだった。




「私、晴はるさんが好きです」




　鹿野さんは言った。

　緊張が滲にじむ声で、しかし迷いなく。

　揺るぎない覚悟を感じさせる瞳で、言い切った。

「バイトで出会ってから、優しくて誠実な晴さんに惹ひかれてて、ずっといいなって思ってました。いつかお付き合いできたらって」

　なにを。
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　なにを言ってるんだろう、鹿か野のさんは。

　なにを。

　なにを言われているんだろう、私は。

「それなのに、晴はるさんから急に結婚の報告をされて……悔しくて悲しかったけど、でも、祝福しようと思いました。おめでたいことだし、さすがに不倫してまで奪い取ろうとは思えませんでしたから。それに相手は……『たまき屋』のご令嬢だって聞いて」

　淡々と鹿野さんは言う。

「あー、やっぱりお金持ちは庶民とは住む世界が違うんだなあって実感した気がして……だから、ちゃんと諦めたんです。実際にお会いした理り桜おさんも、綺き麗れいでいい人で、こんな人が相手じゃ勝てるわけないな、って思いましたし」

　でも。

　と鹿野さんは続ける。

　私を目を、射抜くように見つめて。

「お二人は──偽装結婚だった」

「……っ」

「本物じゃなかった。形だけ結婚はしてるけど、でも気持ちは全然通じ合っていなかった。とても仲よさそうに見えるけど、二人とも『相手のことなんてなんとも思ってない』って言ってる。もう完全に吹っ切ったって」

「…………」

「だったら──私、諦めなくてもいいですよね」

　一歩。

　一歩だけ足を踏み出して、鹿野さんは言った。

　私に対して挑むように、一歩。

「私、やっぱり晴さんが好きです」

　繰り返す。

　好きの言葉を繰り返す。

　相手の意図はわからないが──私には、挑発のように思えてしまった。

　私がどうしても言えない一言を、胸を張って口にする彼女がとても格好良く神々しく見えてしまい、無性に惨めな気持ちにさせられた。

「好きでいても、構いませんよね。付き合おうと思っても、構いませんよね。奪おうとしても、構いませんよね。だってお二人は──偽装結婚なんですから」

「…………」

　剣けん幕まくに押され、私は思わず後ずさる。でもすぐ手洗い台がお尻に当たり、それ以上の後退はできなくなった。

　反射的に手を組み、指を絡ませ、彼女との間に壁を作ろうとしてしまう。

「……わ、私は────っ!?」

　その瞬間、だった。

　違和感に気づいたのは、その瞬間。

　なぜこのタイミングだったのかはわからない。

　今までも何度も、気づいていい瞬間はあったはずなのに。

　きっと──縋すがってしまったからだろう。

　無意識に縋り、頼ってしまった。

　鹿か野のさんの宣言に驚き、困惑と恐怖に苛さいなまれた私は、不安感から心の拠より所どころを求めた。反射的に組んだ指で、『それ』を撫なでて確かめようとした。

　私達の愛の形を。

　偽物でも、確かな形を持っている『それ』を。

　でも。

　左手の薬指を撫でても──なにもない。

『それ』は今、あるべき場所に存在していなかった。

「──ゆ、指輪がない……！」
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　三人で手分けして探しても、指輪は見つからなかった。

　今日一日立ち寄った場所を一通り回ってみても、それでも見つからない。

　プラチナの結婚指輪。

　晴はると一緒に買った、夫婦の証あかし。

　たとえ私達が偽物の夫婦だったとしても──夫婦のフリをするために必要だったから買っただけのものだったとしても。

　それでも、私にとって、あの指輪は──

「クソ……ないな。どこにいっちまったんだか」

「探すっていっても、ここ、さすがに広すぎますよね……」

　晴と鹿野さんは汗だくになっていた。

　いたたまれない気持ちになって、私は顔を伏せる。

　申し訳なくて恥ずかしくて、顔を見ることができなかった。

「理り桜お……そ、そんな心配するなって。絶対に見つかるからっ。大丈夫だよ」

　よほど酷ひどい顔になっていたのか、晴はるが元気づけてくれた。

　その優しさで余計に心が痛む。

　ああ、なにをやってるんだろう、私は。

　新婚なのに指輪なくすとか、ありえないでしょ。

　こんなの、妻失格よ。

　偽物の妻としてすら、失格──

「……私、もう一回探してくる」

　居ても立ってもいられなくなって、二人の返答も待たずにその場から駆け出す。

　でも、気持ちばかりが先走ってしまい、足が空回りした。

　おまけに今日の靴は、ヒールのあるサンダル。

　走ることなんて全く想定していないファッション。

　となれば必然的に──ズテッ、と。

　笑えるぐらい見事に、すっころんでしまった。

「いった……」

「理桜っ！」

　晴が大慌てで駆け寄ってくる。

「なにやってんだよ、お前……。うわ、膝、血ぃ出てるじゃねえか……」

　痛みがあるのは、手と膝。

　特に酷いのが膝の方。ズキズキと激しく痛む。

　恐る恐る見てみると……結構がっつり傷ができて、血が滲にじんでいた。

「立てるか？　手当てするから、水道の方行くぞ」

「で、でも、指輪……」

「いいから。まずは手当てだ」

　晴に手を引かれて立ち上がり、広場の水飲み場の方へと向かう。

　傷口をしっかり洗った後、近くのベンチに座らされる。

　準備のいい晴が絆ばん創そう膏こうを持っていたため、どうにか応急処置はできた。

「これでよし、と。どうだ？　あんまり痛むようなら、病院に行った方がいいと思うけど……」

「だ、大丈夫。たぶん、ただの擦り傷だから」

「そうか」

「……ごめん。ありがとう」

「いや、いいって。なんか……調子狂うな。お前がそんな素直だと」

「私はいつでも素直よ……」

　必死に言い返してみるけど、自分でもわかるぐらい覇気のない声しか出なかった。

　心がどんどん沈んでいくのがわかる。

　なにやってんだろう、という気持ちだけが、どんどん大きくなる。

「とりあえず……理り桜おは一回、ここで休んでろよ」

「え……」

「俺は一回、忘れ物センターの方に行ってくるから」

　晴はるがそう言うと、鹿か野のさんが納得の声をあげる。

「そうか。もしかしたら、誰かが届けてくれてるかもしれませんよね」

「ああ。その可能性に期待してみよう」

「……でも、誰かが拾ったならネコババしてるかもしれないわよ。結婚指輪って名前入ってても普通に売れるっていうし」

「そんな悪い方にばっかり考えるなよ」

　ネガティブなことを口走ってしまった私を窘たしなめる晴。

「じゃあ俺、行ってくるから。鹿野さん、理桜とここで待っててもらっていい？」

「え……あっ。はい」

　鹿野さんはほんの一瞬だけ戸惑ったけど、すぐに頷うなずいた。

　一瞬だけ戸惑った理由は、よくわかる。

　私と二人きりになるのが気まずいのだろう。

　あんな宣言の後に、こんなことになってしまったのだから。

　晴がいなくなって、しばらく沈黙があった後──

「……ごめんね」

　ぽつりと、私は言った。

　ベンチに座ったまま、俯うつむいたまま。

「そんな……気にしなくていいですよ。理桜さんだってわざとなくしたわけじゃないんですから。しょうがないことです」

「ううん、そうじゃなくて……いや、そっちも『ごめん』なんだけど」

　言葉を選びながら、私は言う。

「せっかく鹿野さんが、勇気出して告白してくれたのに……こんなタイミングで指輪なくしちゃって──それどころじゃなくなっちゃって……本当にごめんなさい」

　告白。

　晴を好きだっていう、告白。

　人の夫を略奪したいという、告白。

　それがどれだけ勇気のいることだったかは、さっきの鹿野さんを見てればわかる。必死に毅き然ぜんとした態度でいようとしていたけれど、でも声や手が震えていた。

　怖くて、不安で、それでも勇気を振り絞って、鹿か野のさんは私と対たい峙じした。

　それなのに……こんな形で有う耶や無む耶やにしてしまうなんて。

「……なんで理り桜おさんが謝るんですか」

　鹿野さんは呆あきれたように、困ったように笑った。

「悪いのは……どう考えても私ですよ。偽装とは言え、他ひ人と様さまの夫を奪おうと宣言したんですから。あんなこと言えば……理桜さんが困るのなんてわかってたのに」

「…………」

「それにタイミングで言えば、私が宣言してたときには、もう理桜さんは指輪なくしてたわけじゃないですか。気づいてなかっただけで。だからむしろ、私が不幸に追い打ちをかけちゃった形になってるわけで……だから、その、私の方こそごめんなさい」

　ああ──

　鹿野さんは本当にいい子だなあ、と思う。

　私のことを本気で心配してくれるし、さっきの宣言に関しても、自分の発言で私が傷つくことを気にしている。

　本当に心優しい女子。

　だから──きっと、すごく悩んで苦しんだんだと思う。

　晴はるのことが好きだった彼女は、私達の偽装結婚を知ってから、きっとすごくすごく悩んで──そして今日、この場に来てあの宣言をしたのだと思う。

「……謝らないで。鹿野さんは悪くないから」

　私は言う。

「悪くない。悪くないわよ。指輪は私が勝手にどっかに落としてきただけだし。それに晴のことを好きなのだって……なにも悪くない。私達、ただの偽装結婚なんだから。それで夫を好きだって言われても……私には咎とがめる資格なんてない」

「理桜さん……」

　それっきり会話が途切れてしまう。

　痛々しい沈黙が私達の間に降りた。

　遠くを歩いている家族連れの会話が、やけに耳に響く。

　しばらく無言が続いてから、

「……やっぱり、大切なんですね、結婚指輪って」

　と鹿野さんは言った。

「偽装結婚の結婚指輪でも、大切なんですか？」

「……うん」

　私は頷うなずいた。

　普段の私なら、どんな風に答えただろう。

『べ、別にどうでもいいんだけどね、あんな指輪。夫婦演じるためにつけてるだけだし。あーあ、なくしたら面倒よね。また買いに行かなきゃだし』

　とか。

　そんな風に思ってもないことで取り繕い、適当な嘘うそで誤ご魔ま化かせただろう。

　強がって偉ぶって、見み栄えを張って意地を張って。

　本当の自分に蓋をして、仮面をかぶることができただろう。

　でも──今は無理だった。

　罪悪感と喪失感で、体中から力が抜けていく。

　漏れ出す自分を抑えきれない。

「大切……すっごく大切なの。だって」

　私は続ける。

　手を組んで強く握りしめながら。

「晴はるとの結婚指輪だから」

　晴と一緒に買った、約束の結婚指輪だから。

　と。

　私は言った。

　組んだ手を握りしめると、左手薬指の空白がより一層鮮明に自覚され──そして私の脳は、自然と過去の記憶を引っ張り出す。

　数ヶ月前。

　まだ、結婚式をあげる前のこと。

　晴から偽装結婚の話を持ちかけられ、浮き足立っていた頃。

　結婚指輪を買ったのは、そんなときだった。
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　数ヶ月前──

　偽装結婚の話を持ちかけられ、お互いの両親の顔合わせは終わり、私が結婚式の準備や花嫁修業に追われていた頃。

　そんなとき──なんの前触れもなく晴はるから電話があった。

『今度の日曜、空いてるか？』

　開口一番。

　ぶっきらぼうな口調で、そんなことを言ってきた。

　いきなりの電話に驚き慌てる私だったけど、

「日曜？　空いてるけど」

　そんな感情は微み塵じんも出さぬよう、平淡な口調で答える。

　ちょうど今の晴みたいな口調となってしまったかもしれない。

『そうか』

「なによ、またなんかの打ち合わせ？　それとも晴のお爺じいさまにでも呼び出された？」

『いや、そういうわけじゃねえんだけど』

「……もう。回りくどいわね、とっとと用件言いなさいよ」

　私が急せかすと、晴は少し間を置いてから、

『二人でどっか出かけないか？』

　と言った。

　投げやりな口調でありながら、どこか緊張感が滲にじむ声で。

「どっか？　どっかってどこよ」

『別に、それはどこでもいいんだけど……』

「ふうん？」

『……か、勘違いするなよ。別に深い意味はないからな。ただ……お、俺らこれから夫婦のフリをしなきゃいけないから、普段の生活から気をつけなきゃいけないと思ってるだけで……。結婚式を控えたカップルだったら、休日は……まあ、二人で一緒に行動してる方が自然かなとか考えて……』

　一人で勝手に言い訳みたいなことを始める。

　どうしたのかしら？

　なんでこんなオタオタしてるの？

　休日に二人で出かけるぐらいで──ん？

　え？　あれ？

　出かける？　二人きりで？

　しかも目的地が『どこでもいいから、どっか』って。

　それって、つまり──

『……と、とにかく日曜な。時間と場所はあとで連絡するから』

　一方的に電話は切られてしまう。

　私はしばらくスマホを耳に当てたまま、ボーッと放心状態に陥った。

　やがてふつふつ感情が湧き上がり、心が現実に追いついていく。

　まさか。

　もしかして。

　いや、でもやっぱり、どう考えても──

「私、デ、デートに誘われたの……!?」

　かなり遅れてから、私はその事実に気づいた。







　晴はると二人で出かけるのなんて、何年ぶりだろう。

　付き合ってた頃は、どうにか時間に都合をつけて放課後一緒に買い物にいったりもしたけど──でも別れてからは、電話すらしない絶縁状態だった。

　今回のは一応、デート、ということになるのだろう。

　もちろん──本当のデートじゃない。

　これから私達は偽装結婚し、仮面夫婦となる。

　親も含めた世間の全てを欺く必要がある。

　だからそのためには、普段からラブラブっぷりをアピールしておかないとということだろう。結婚を控えたカップルが休日にデートの一つもしないなんて、それはそれで不自然というものだ。

　だから今回のデートは、互いの周囲に『私達は上う手まくやってますよ』とアピールするためのもの。

　わかってる。

　そのぐらいわかってる。

　それなのに──どこか舞い上がってしまう自分がいる。

　ああ……恥ずかしい。なんでちょっとテンション上がってるのよ、私？　晴と久しぶりにデートできるからって、浮かれてちゃダメでしょ？

　しっかりしなきゃ。

　だって……バレたら大変だもの。

　私がまだ、未練タラタラだなんて──

「…………」

　日曜日。

　待ち合わせ場所は、駅前広場の時計の近く。

　待ち合わせ時刻は、午後の二時。

　今の時間は──午後一時半。

　うっかり三十分も早く到着してしまった。

　このままなにも考えずに待ち合わせ場所で待ってるような、そんな愚かしいマネはしない。そんなことをしてしまえば後から来た晴はるに、

『へえ。こんなに早く来てたのかよ。なんか気合い入ってるなあ。そんなに俺とのデートが待ち遠しかったのか？』

　とマウントを取られてしまう危険性がある。

　だから私は──まっすぐ待ち合わせ場所には向かわず、駅近くにあるビルの陰に身を潜めた。

　ここからなら広場がよく見える。

　ふっふっふ。完璧ね。

　ここからしっかり見張って、晴が来たタイミングで出て行けばいいだけ。

　絶対に晴より先になんて行ってやらない。

　もし晴が早めに来て待ってたら、

『あらあら、ずいぶんと早く来てたのね。なんか気合い入ってるわね。そんなに私とのデートが待ち遠しかったのかしら？』

　って勝ち誇ってやるんだから。

「ふふふ。さあ、早く来なさい、晴。早く、早く──」

「──なにやってんだ、お前？」

「うひゃあっ!?」

　背後から声をかけられ、素っ頓狂な声をあげてしまう。

　驚きよう愕がくのままに振り返ると、そこに立っていたのは晴だった。

　なんで？

　なんでここに晴が!?

「こんなとこ隠れて、なにがしたいんだ？」

「か、隠れてなんかないわよ！　あ、あれー？　待ち合わせ場所ってここじゃなかったかしら？　駅の広場からちょっとズレたビルの物陰って言われたような……」

「そんなところで待ち合わせる奴やつがいるか」

「じゃあ、互いの認識に齟そ齬ごがあったようね。仕方がないことだわ。防ぎようがないミスだわ。完璧な人間なんてこの世にはいないんだから」

「壮大な話にして誤ご魔ま化かすなよ……」

「う、うるさいわねっ。だいたいあんたこそ、待ち合わせ場所に向かわないで、なんでこんなとこ来てるわけ？　あっ。もしかして、ここから広場を観察して、私が来るのを見張ってようとか企たくらんでた？」

　言ってから、しまった、と思った。

　まずい。

　必死に誤魔化そうとする余り、うっかり自分の作戦をバラしちゃった。

　どうしよう、と焦る私だったが、

「は、はあ!?　そそ、そんなわけねえだろ！」

　むしろ晴はるの方が焦りまくっていた。

　まるで図星を突かれたみたいに。

「俺は……アレだよ、アレ。ちょっと道に迷っただけだ」

「へ、へえ、そう。奇遇ね。私もちょっと迷っちゃって」

「まあ、あるよな、そういうことも」

「うん、あるある」

　頷うなずき合う私達だった。

　まさか……晴も私と同じことしようとしてた？

　いやいや、そんなはずないわよね。

「あー……じゃあ、行くか」

「え、ええ。そうね」

　晴が歩き出し、私はその後ろをついていく。

　手を繋つなごうって言ってくれなかったのが、少し寂しかった。







　最初に向かったのは、映画館だった。

　駅から少し歩いたところにあるビルに入って、映画館のあるフロアまでエレベーターで上っていく。

「わあっ、映画とか超久しぶり」

　チケット売り場に、グッズショップ。ポップコーンを売ってる売店。

　なんだかちょっとテンションが上がってしまう。最近は映画なんて配信サービスでしか見てなかったけど、やっぱり映画館もいいわよね。

「理り桜おはなんか見たいのあるか？」

　フロアに並ぶポスターの前で、晴はるが問うてくる。

「んー、どうしよっかなー。……あっ。これがいい！」

　私は今話題の恋愛映画を指さす。

　配信サービスやＳＮＳでもガンガンプロモーションが流れてて、なにかと注目度の高い映画。カップルで見にいくのにオススメらしい。

　……いや別に、深い意味はないけどね！

　たまたま目についただけ！　ほんとそれだけ！

「これか……」

「いいでしょ？」

「……ちょっと待て。これ、時間が微妙だぞ」

　晴はスマホを見つめながら言った。

　上映時間を調べているらしい。

「ちょうど五分前に始まったところだから、次の上映は二時間後とかだ」

「ふうん。まあ別にいいでしょ。なんか他のことして時間潰してれば」

「……いや、ダメだ」

　少し悩んでから、きっぱりと晴は言った。

「時間の無駄だから違うの見ようぜ。俺はこっちがいい」

　晴が指さしたのは、青春ＳＦアニメ映画だった。

「こっちは時間もバッチリだ。十分後に始まる」

「えー、なんでよ。いいじゃない時間なんて」

「ダメだ。俺はこれが見たい」

「……あっそ。そこまで言うなら、別にいいわよ、そっちで」

　青春ＳＦアニメ映画の方も、なにかと話題になっている人気作なので、普通に見てみたい作品ではあった。

　でも、少し気になった。

　私の意見を無視して強引に我を通す晴が、なんだからしくないなと思った。







「いやー、面白かったわねー。最後、なにがどうなったか全然よくわかんなかったけど、なんか泣けたわ。超感動した」

「……それ、本当に面白かったのか？」

「う、うるさいわね。いいのよ、雰囲気でなんとなく楽しめれば！」

　話題のＳＦアニメは私には少々難しかった。

　適当に映画の感想を言い合いながら、私達はビルを出る。

「この後どうするの？　まだ晩ご飯には少し早いけど」

「そうだな」

「なにもないなら、駅ビル行かない？　私、服見たいから付き合ってよ」

「駅……いや、そっちはダメだ」

「え？」

「あっ。じゃなくて……や、やだよ。お前の買い物の付き合いなんて」

「はあ？　なんでよ。いいでしょ、買い物ぐらい」

「勘弁してくれ。どうせ長くなるんだろ」

「……っ」

「ゲーセンでも行こうぜ。俺、ちょうどやりたいゲームがあってさ」

　私の意見も待たずに晴はるは歩き出してしまい、私は黙ってその後に続いた。

　なんなのよ、もう。

　絶対変よ、今日の晴。

　こんなわがままで自分勝手な奴やつだったっけ？

　晴らしくない。

　全然晴らしくない。

　晴はもっと優しくて、思いやりに溢あふれてて、いつも私のこと考えて──

「…………」

　ふと気づく。気づいてしまう。

　ああ、そうか。そうよ。

　らしくなくって、当たり前じゃない。

　だって──私が求めてる『晴らしさ』っていうのは、晴と私が付き合っていた頃の『晴らしさ』なんだから。

　付き合ってるとき、晴はとても優しかった。

　でも。

　今はもう、私達はただの他人。

　偽装結婚する関係だけど、好き同士でもなんでもない。

　だったら──晴の対応が変わるのは当たり前だ。

　恋人でもない女に、好きでもない女に、優しくしてやる必要なんてない。わがままをきいてやる必要なんてない。

　ああ──

　どこか期待しちゃってたんだろうなあ。

　晴から偽装結婚の話を持ちかけられて、いろいろ準備も進めて……そうやってるうちに、また昔の関係に戻れるかもしれない、とか。

　そんな淡い期待を、無意識に抱いていたんだろう。

　バカみたい。

　晴はるはもう、私のことなんて好きでもなんでもないのに。

　晴はもう、変わっちゃったのに。

「おっ」

　ゲームセンターに向かって歩いている途中、晴が立ち止まった。

　視線の先には──白を基調とした店構えのジュエリーショップがある。

　有名なブランドで、特にブライダル系の宝飾に力を入れているところ。

「……ちょうどいいな」

　晴は言う。




「結婚指輪、買ってこうぜ」




　最初は、なにを言われたのかわからなかった。

「……え？」

「指輪だよ。これから必要になるだろ」

　聞こえなかったわけじゃない。

　ただ──意味がわからなかった。

　結婚指輪の購入。

　そんな重要なことを思いつきのように提案され、頭が追いつかなかった。

「いい機会だし、今買っちまおうぜ」

「ま、待って。待ってよ」

　呼吸を整えつつ、私はどうにか口を開く。

「い、今……？　結婚指輪、よね？　それを、こんな急に……」

　結婚指輪。

　それは夫婦にとって、かけがえのないものであるはず。

　この世にたった二つしかない、永遠の愛を誓った証あかし。

　おそらく世の多くの女性が夢見る、至高にして究極の愛の形。

　私だって例外じゃない。

　どこにでもいる普通の女子のように、結婚や結婚指輪に関しては思い入れや夢を描いているし──それに。

　小さい頃に、晴と交わした約束だってある。

　私はずっと覚えている。

　きっと晴だって覚えてくれていると思っていた。

　しかし──

「なんだっていいだろ」

　晴はるは言う。

　素っ気ない声で。

「どうせ偽装結婚なんだから、指輪なんていつまで使うかわかんねえし」

「…………」

　心が──凍ったような気がした。

　目の前が暗くなり、呼吸すらも苦しくなる。

　なんだか、一気に現実を突きつけられた気分。

　二年ぶりに晴から連絡をもらって、偽装とは言え結婚できることになって、わーきゃーと盛り上がっていた気持ちが、一気に萎えた。

　ああ、本当にバカみたい。

　なにを一人で盛り上がっていたんだろう。

　晴にとって私は、とっくの昔に終わった女。

　偽装結婚は、ただ義理と同情で私の実家を助けようとしてくれただけのこと。

　そんなことわかりきってたはずなのに。

　気持ち悪い。

　自分で自分が気持ち悪い。

　小さい頃に交わした約束を、今も宝物みたいに大事にしちゃって──




　──じゃあ──僕がリオ姉にプレゼントするねっ

　──結婚するとき、プラチナの指輪をあげる

　──大きくなったらじーじの会社に入って、いっぱいいっぱいお金稼いで、そしてリオ姉に、金メダルよりすごい指輪を買ってあげる！




　こんなの、ただの子供の約束なのに。

　もう私も晴もいい大人で、付き合ったり別れたりした後で……こんな状態になってまで昔の約束を引きずってる方がどうかしてる。

　晴だってこんな約束、忘れてるに決まってる。

「……そうね」

　私は言った。

　自分でも驚くぐらい、冷め切った声で。

「とっとと済ませちゃいましょ。指輪なんて、なんでもいいし」

　二人でジュエリーショップへと向かう。

　必死に足を動かす。

　気を抜くと、すぐにしゃがみ込んでしまいそうだった。

　ヤバい。

　泣きそう。

　ああ、もう最悪。

　帰りたい。消えたい。いなくなりたい──

「──いらっしゃいませ」

　足を引きずるようにしてジュエリーショップの中に入ると、女性店員が近づいてきて、愛想のいい笑顔を浮かべた。

　彼女は晴はるの顔を見ると、さらに表情を明るくし、

「石動いするぎ様、お待ちしておりました」

　と続けた。

　私は呆あつ気けに取られてしまう。

　あれ？

　お待ちしておりました？

　不思議に思って隣を見ると──晴は、とんでもなく気まずそうな形相となって硬直していた。

「え……あ、あの」

「今日は奥様もご一緒なんですね。あっ。まだ婚姻届は出されていないんでしたっけ？　では、未来の奥様というべきですね」

「いや、えっと」

「ご予約の時間より少し早いようですが……少々お待ちください。個室が空いてるかどうか確認してまいりますので」

「…………」

　店員さんはすぐにいなくなってしまう。

　晴はというと……額に手を当てて俯うつむいていた。手の隙間から覗のぞく横顔は、信じられないぐらいに赤くなっている。

　その後、私達は店の奥の個室に案内された。

　椅子に座って結婚指輪購入に関する様々な説明を受ける。事前にある程度の話は済んでいるらしく、かなりスムーズな進行だった。

　一度店員さんが席を外したタイミングで──

「……はぁー」

　晴は深々と息を吐いてテーブルに突っ伏した。

　未いまだにショックから立ち直っていないらしい。

「……ねえ、晴はる」

　私は言う。

「ここ、予約してたの？」

「…………」

「ていうか、来たことあるの？　店員さん、晴のこと知ってるみたいだったけど」

「……ああ、そうだよっ」

　晴は若干キレ気味……というか、ヤケクソ気味に言った。

「……クソ。ふざけんなよ。前に来て予約したとき、俺、ちゃんと言ったのに。『今日のことは内緒でお願いします。次来たときは、初めて来たテイで対応してください』って。まるっきり忘れてやがる……！」

　だいぶおかしな注文をつけてたらしい。

　そんな謎のオーダーは忘れられても文句は言えないと思う。

「えっと、つまりさ」

　頭を働かせ、状況を整理する。

「予約してたってことは、あんた、今日は最初っからここに来るつもりだったってことよね。私と一緒に。それなのに……私にはそのことを教えず、強引に連れ出した」

「…………」

「この店入るときも、なんかすっごい偶然見つけた感を演出してたけど、本当は全部予定してたってことよね」

「…………」

「あっ。もしかして映画館で無理やり自分の見たい映画にしたのも、私の見たい方だと予約時間に間に合わなかったから？　じゃあ映画の後、駅ビルじゃなくてゲーセンに行こうとしたのも、この店のある方に歩いてくるため？」

「……全部解説すんじゃねえよ、バカ」

　晴は両手で顔を覆い、弱々しい声で言った。

　顔は隠れてるけど、耳が真っ赤っかになってる。

　羞恥心で死んじゃいそう。

「な、なんでそんな面倒臭いことしたわけ？　指輪買う予定あったなら、最初からそう言えばいいじゃない」

「……言えるかよ」

　苦々しい口調で晴は言う。

「必死になって調べて、あちこちの店下見して、一番いいと思った店予約して……そんな一生懸命になっちまってんの……なんか、ハズいだろ」

　驚く。

　どうやら晴はるは、私の知らないところでかなり真剣に結婚指輪について考えてくれていたらしい。一人で下調べは済ませていて──でもそのことは必死に隠そうとしていた。

　その気持ちは……少しならわかる。

　だって、私達は偽装結婚だから。

　偽装結婚なのに本気になってしまうのは……なんだか少し恥ずかしい。自分一人だけ一生懸命になってるんじゃないかと、不安になってしまうのだ。

「……な、なによ、もうっ」

　慌てて顔を逸そらす。まずい。感情がグチャグチャになってる。どんな顔して晴の顔を見ていいかわからない。

「偽装結婚の指輪なんて、なんだっていいんじゃなかったの？」

「……そうもいかねえだろ」

　こちらを見ないまま、晴は言う。

　どこか開き直ったような雰囲気で、さっきとは真逆のことを。

「約束したからな。金メダルよりすごい、プラチナの指輪買ってやるって」

「晴……」

　言いようのない感情がこみ上げてくる。

　コントロールできない気持ちで、胸がいっぱいになる。

　覚えてたんだ。

　覚えててくれたんだ。

　十五年も前に交わした、私との約束──

「……ふっ。ふふふ」

　私は思わず笑ってしまう。

「あはは。もうほんとバカね、晴は。そんな昔の約束守ろうとして、一生懸命になっちゃったんだ」

「……うるせえ」

「そのくせ変に格好付けようとして、それで盛大に失敗しちゃうし。あははっ。あー、面白い。超ウケる。ヤバい、涙出てきちゃう……」

「笑いすぎだろ……」

　晴は悔しそうにするけど、でも私は笑い続けた。

　だって。

　笑いすぎた涙ってことにしてないと、嬉うれし涙なみだだってことがバレちゃうから。

　嬉しくて、安心して、涙が一気に溢あふれてしまった。

　ああ、よかった。

　晴はなにも変わっていなかった。

　不器用で見み栄えっ張ぱりで、ちょっとおっちょこちょいで、変なところでいい格好しいで──でも誠実で誰よりも優しく、そして私のことを大切にしてくれる。

　私の大好きな、晴はるのままだった。

「──お待たせしました」

　店員さんが戻ってきて、説明が再開される。

　形状や素材、サイズ、そして内側に入れる文字や石……などなど。

　様々な話を聞きながら、晴と二人で話し合い、一つ一つ決めていった。

　そして──二週間後。

　指輪が完成したという連絡が、私達の元に入った。

　また二人で待ち合わせして、ジュエリーショップに受け取りに行く。

「……本当によかったのか？」

　指輪を受け取った帰り道。

　上機嫌になっている私に、晴が不安そうに問うた。

「なにが？」

「いや……指輪、全然高くないやつにしたじゃねえか」

　私達が選んだ指輪は──正直、あまり高価なものではない。

　晴はもっと高いものでいいと言っていたけど、私が今のものを強く希望した。

　ブランドの中で言えば、結構下の方のランク。

　それでもまあ、大学生の買い物と考えればかなり高額だけど。

「遠慮しなくてよかったんだぞ。親父おやじから、指輪用の金は受け取ってるんだし」

「いいわよ。結婚指輪は毎日つけるものなんだから、あんまりゴテゴテしたのにしてもしょうがないでしょ？　シンプルが一番よ」

「だからって……俺のバイト代で買えるレベルのやつにしなくても」

「いいじゃない。バイト代三ヶ月分ってことで」

　冗談めかして言ってみる。

　でも……それは割と本音だった。

　晴が今稼いでるぐらいのお金で買ってもらえることが──晴に買ってもらったと強く意識できる方が、私にとっては至福だった。

「ちゃーんとプラチナの指輪だしね」

「ならいいけど」

「もう。そんなに気になるなら、ちょっと付き合いなさいよ」

　それから私達は近くにあった公園に寄り、ベンチに並んで腰掛けた。

　私はジュエリーショップの袋から、指輪が入ったケースを取り出す。

「なにする気だよ？」

「指輪……今、ここで、つけて頂戴」

「え」

「べ、別に待ちきれないとかじゃないからねっ！　一刻も早くつけてみたいとか、そういうことじゃないから！」

「…………」

「これは、だから……れ、練習よ練習っ！　知らないの!?　結婚式で新郎が指輪嵌はめるときって、結構手間取っちゃう人が多いのよ？　あんた、こういうの不器用そうだから心配なのよね。今から練習しといた方がいいんじゃないの？」

「……あー、そうかよ」

　小さく息を吐きつつ、晴はるは私からケースを受け取った。

　中から指輪を一つ取り出す。

　それは──私の指輪。

　世界に一つしかない、私だけの指輪。

　晴が買ってくれた、金メダルよりすごいプラチナの指輪──

「じゃあ……手」

「う、うん」

「照れるなよ。そっちから言い出したんだろ」

「て、照れてないし。そっちこそ顔真っ赤だけど？」

「あ、赤くないし」

　言い合いをしながら、晴は私の左手を取る。

　そして指輪をゆっくり、慎重に嵌めていく。

　緊張のせいなのか思ったよりスムーズにはいかず、しかしそれを私に気取られまいと、かなり真剣に意識を集中させていた。

　そんな彼の姿が──愛いとおしくて愛おしくてたまらなかった。

　ああ、ダメ。

　我慢できない。

　堪こらえきれない。

　諦めるなんてできるわけがない。

　やっぱり私、晴のことが──







「……鹿か野のさん」

　私は言う。

　指輪のエピソードを思い返しながら。

　そしてこれまでの全てを思い返しながら。

　胸の奥で隠し続け、燻くすぶらせ続けてきた思いを、今解き放つ。




「私、晴はるのことが好きなの」




　言った。

　言い切った。

　偽らずに誤ご魔ま化かさずに、本当の本音を口にした。

「ずっと、ずっと……小さい頃からずっと、晴のことが好き。別れてからも、一度だって晴のことを忘れたときなんてなかった。吹っ切ったなんて……嘘うそ。ずっとずっと、引きずってる」

　未練タラタラなの。

　と私は言った。

　こんな風に自分の気持ちを誰かに話したのは──もしかしたら、別れてから初めてかもしれない。

　偽装結婚のことを知っている林はやし田だの前でだって、ずっと否定してきた。

　絶対に認めたりなんかしなかった。

　でも今──私は認めた。

　誤魔化しちゃいけないと思った。

　鹿か野のさんの前では。

　晴を好きだと言ってくれた、この女性の前では──

「あいつの前じゃ素直になれなくて、意地張って見み栄え張って、マウント取りばっかに一生懸命になっちゃって……どうしてこんなに拗こじれちゃったのか、自分でもよくわからないけど……でも、ほんとは、大好きなの。一生、一緒にいたい」

　目からは涙が溢あふれそうになる。

　なんの涙かは、自分でもよくわからない。

　手を組んでみると──左手の空白が虚むなしかった。

「今は……偽装結婚なんていうわけのわからないことになっちゃってるけど……いつか、こんな形じゃなくて、本当の夫婦になりたい」

　本当の、本物の夫婦に。

　偽物じゃなくて、本物に。

「だから……ごめん。鹿野さんが晴のこと好きだと……こ、困る」

「……」

「困っちゃう……の」

「……ぷっ」

　ずっと真剣な顔をしていた鹿か野のさんは、そこで噴き出すように笑った。

「あははっ。ちょっと理り桜おさん、困るってなんですか、困るって」

「え……だ、だって」

「そこは『晴はるは私の夫だから手を出すな』とかでいいんじゃないですか？」

「そ、そんなこと言えないわよ……。私は晴のこと好きだけど……向こうが私をどう思ってるかはわからないし……。結局私は、今はまだ偽装結婚の妻だから、鹿野さんにとやかく言う資格はなくて……だ、だけど鹿野さんのことを応援することはできないから……えっと」

「だから、『困る』ですか」

「う、うん……」

「……あはは。ほんとかわいくていい人ですね、理桜さんは」

　明るく笑った後、鹿野さんは私の隣に座った。

「理桜さんも晴さんのことが好き、かあ……。まあ正直、納得しかないですけど」

「……ええっ!?」

「かなりわかりやすかったですよ、理桜さん」

「う、うう」

　そんなバカな……！

　私は完璧な演技をしていたはずなのに！

　それで気づくなんて、鹿野さんは相当な洞察力の持ち主ね。うんうん、私がわかりやすいんじゃなくて、鹿野さんが自分の才能に無自覚なだけね。

「私は晴さんが好き。理桜さんも晴さんが好き。じゃあ……なんていうのか、ライバルってことになるんですかね」

「……そうね、ライバルよ、ライバル」

　私は拳を握りしめ、まっすぐ相手を見つめる。

「ま、負けないからね、鹿野さん」

「ええ、まあ、はい」

　なんとも言えない表情で、曖昧に笑う。

「……勝ち目薄すぎてびっくりしますけど」

　小声でぼそりと付け足した言葉は、いまいち聞き取れなかった。

　聞き返そうかと思っていたら──

「──おいっ、理桜っ！」

　晴が駆け足で帰ってきた。

　大声で私の名を呼びながら。

「あったあった！　あったんだよ！」

「え？」

「指輪、見つかった！」

「え……ええええっ!?　ほ、ほんとに!?」

　思わず立ち上がる私に、晴はるは嬉うれしそうに告げる。

「忘れ物センターに届いてたんだよ。拾った人が届けてくれたんだってさ」

「……よ、よかったぁ」

　立ち上がった直後に、今度は気が抜けて倒れそうになる。

「とにかく一緒に来てくれ。なんか……念のため奥様にも来ていただいてよろしいでしょうかって言われてさ」

「わ、わかった。すぐ行くっ」

「……よかったですね」

　鹿か野のさんは私に向かって言う。

「指輪見つかって、本当によかったです」

「う、うん……鹿野さんも、探すの手伝ってくれてありがとう」

「ああ、そうそう。本当にありがとね、鹿野さん」

「いえいえ。お二人は早く、指輪取りに行ってきてください。私、ちょっと疲れちゃったんでここで休んでますね」

「鹿野さん……」

　私はなにか言いたかったけど、でもなんて言ったらいいかわからなかった。

　彼女を一人残し、私達は指輪を取りに向かった。
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　一人残った私がベンチに座っていると、

「──もしかして、鹿野千ち百ゆ合り様でしょうか？」

　知らない声が、私に話しかけてきた。

　顔を上げると──そこに立っていたのはメイド服の女性。

　端整な顔立ちで、クールな雰囲気を纏まとう人だった。

「……そうですけど、あなたは」

「私は、林はやし田だ冴さえ子こと申します」

　そう言って彼女──林田さんは、恭しく頭を下げた。

「玉たま木き家に仕えるメイドで……昔は理り桜お様のお世話係をしていました。まあ、今もお世話係は続いているような感じですが」

　林はやし田ださんは、理り桜おさんの家のメイドさんらしい。

　メイドさんって本当にいるんだ。

　すごい。さすがお金持ちの家。

　ああ──

　そういえば、理桜さんが言ってたっけ。

　私以外にも、偽装結婚について知ってる人がいるって。

　その一人が──小さい頃からお世話になっているメイドの人だと言っていた。

　きっと、この林田さんのことだったんだろう。

「それで……林田さんが、どうしてここに？」

「理桜様に呼び出されたんですよ。『指輪をなくしたから探すの手伝って』と」

　指輪を探しているとき、理桜さんはそんな連絡をしていたらしい。

「指輪ならもう見つかりましたよ。ちょうど今、二人が取りに行っているところで」

「そのようですね。ここについた瞬間に、連絡がありました。『やっぱりあったから大丈夫。もう来なくていいから』と……。まったく……骨折り損もいいところですよ」

　心底呆あきれたように言う林田さん。

　だいぶタイミングが悪かったらしい。

「ちょっと失礼します。駆け足で来たので、少し疲れました」

　そう言って私の隣に座り、小さく息を吐く。

「私のこと、知ってるんですね」

「ええ。理桜様から聞いています。先日の食事会での写真も見せていただきましたから、お顔を見てもしやと思い、お声かけさせていただきました」

「……理桜さん、私のことなんて言ってましたか？」

「そこは……ノーコメントで」

「それ、答え言ってるようなものじゃないですか？」

　私が笑うと、林田さんも小さく笑った。

「あの二人……両りよう想おもいですよね」

　私が問うと、林田さんは少し間を空けてから、

「……そうですね」

　と頷うなずいた。

「間違いなく、両想いだと思います」

「お互いにお互いを、すっごく大好きですよね」

「ええ。見ていてこっちが恥ずかしくなるほどに」

「それなのに、どうしてあんな面倒臭いことになってるんですかね？」

「さあ。まあ見ている分には面白いですけど」
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　林はやし田ださんは苦笑する。

「いずれにせよ、今はまだ結論を先延ばしにしてグダグダしている段階ですから。鹿か野のさんが横よこ槍やりを入れて横取りしたりするのも、十分アリだと思いますよ」

「いいんですか。理り桜おさんのメイドさんなのに、そんなこと言って」

「私は理桜様のお世話係ですが、しかし理桜様に忠誠を誓っているというわけではありません。それに……仮に晴はる様を誰かに奪われたところで、理桜様は全体的に自業自得としか言えませんから」

　だいぶ辛辣なメイドさんだった。

「うーん。どうしたもんですかね」

　私は曖昧に言う。

「今日、改めて思いましたけど……私、やっぱり晴さんが好きです」

「…………」

「でも、理桜さんのことも好きになっちゃったんですよね。仲良く幸せそうにしている二人を見ていると……胸が痛むんですけど、どこか幸せな気持ちにもなって」

　それに。

　と私は続ける。

　晴さんと出会った頃のことを思い出しながら。

「私が好きになったのって──理り桜おさんを好きな晴はるさんなんですよね。別れた後も未練タラタラで、偽装結婚してからも、意地張りながらもなんだかんだ大切にしてて。そんな風に理桜さんを愛する晴さんを……好きになっちゃったんです」

「…………」

「だから、今更横よこ槍やり入れるのもなあ、って思っちゃいますよ」

「……鹿か野のさんはお優しいのですね」

　林はやし田ださんは小さく笑う。

「私とよく似ています」

「どういう意味ですか？」

「恋愛で損をするタイプです」

「え、えー……嬉うれしくない」

　私が肩を落とすと、林田さんはまた笑った。

　息を吐き、改めて顔を上げる。

　清すが々すがしい初夏の青空が目に入る。

　不思議な気分だった。

　私はたぶん、失恋をしたのだろう。

　好きな人が急に結婚しちゃって、でもそれが偽装結婚だとわかって、しかしそれでも二人は両りよう想おもいだとわかって。

　ある意味、二回失恋したようなもの。

　相当なショックを受けていいのかもしれない。

　それなのに──どうしてだろう。

　なんだかとても、清々しい気分だった。
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　忘れ物センターで無事に指輪を受け取った後、私と晴は鹿野さんの待つベンチへと歩いていく。

「あー、よかった。ほんとよかったぁ」

　手に摘つまんだ指輪を見つめながら、私はホッと安あん堵どの息を吐く。

　係員さんの話によると──指輪が落ちていたのは、ソフトクリーム屋さんの近くにあった手洗い場だったらしい。

　そうそう、思い出した。

　ソフトクリームを食べる写真を撮ってたら、手を汚しちゃったのよね。

　それで近くの水道に手を洗いに行って。

　指輪も外して、脇に置いてからしっかりと洗って。

　その後の記憶がないから……おそらく、そのまま手洗い場に置き忘れてしまったのだろう。

　やっちゃった。

　完全に私のミスだわ。

「まったく、面倒かけやがって」

　呆あきれたように言う晴はる。

　口調は刺とげ々とげしかったけど、でもその口元は緩んでいる。

　私と同じように、心から安あん堵どしているようだった。

「……ごめんね、晴。いろいろありがとう」

　私がそう言うと、晴は足を止めた。

　ギョッと目を見開き、まじまじと私を見つめる。

「な、なによ」

「……いや、お前が俺に、素直に謝って素直に礼を言うなんて……珍しいこともあったもんだと驚いて」

「──っ。わ、私だってたまには素直になるわよ！」

　ああもう、腹立つ！

　せっかく人が素直に謝罪とお礼を言ったのに！

　そういう態度取られたら、こっちだってツンツンするしかなくなるのよ！

「お礼なら、俺よりも鹿か野のさんに言っとけよ。すごく一生懸命探してくれたし」

「うん。もう一度ちゃんと言うわ」

　改めてお礼は言わなきゃいけない。そして他にも、言わなきゃいけないことはあるし、言ってもらわなきゃいけないこともあるだろう。

　その全てに、これからは逃げずに向き合いたい。

「まあ、なんにしても早めに見つかってよかったよ。これ以上時間かかったら、お前が林はやし田ださんとか呼び出しそうだからな」

「あ、あは……。まさか、そんな」

「こんなとこまで呼び出しといて、『忘れ物センターに届いてました』じゃブチキレられても文句言えないもんな」

「あははー……。や、やーね、晴ったら。いくら私だって、そこまで林田をこき使ったりしないわよ」

　ヤバい。

　林田、怒ってるかしら？

　さっき『やっぱりあったから大丈夫。もう来なくていいから』ってライン送ったら、その後未読スルーされてるんだけど……まさかすでに到着してたりしないわよね？

「なあ、理り桜お」

　一人焦り始める私に、晴はるが言う。

「指輪、いつまで持って歩いてんだよ。またなくすぞ」

「……あ、ああ、そうね」

　係員さんから受け取った後、嬉うれしさの余り手に取ってじっくり見つめたり撫なで回まわしたりしながら、そのまま持ち歩いてしまっていた。

　確かに危ない。

　これでまた落としたりしたら、情けなすぎる。

　急ぎ左手に嵌はめ直そうとするけど──そこで、ふと思いつく。

「ねえ、晴」

　指輪を差し出しながら、私は言う。

「晴がつけてよ、指輪」

「……なんでだよ？」

「いいから」

　困った顔をする晴を無視して、私は近くのベンチに座った。

　ジッと見つめていると、やがて晴は根負けしたように息を吐き、渋々といった様子で私の隣に腰をかけた。

　指輪を渡すと、晴は無言で受け取った。

「なんだか懐かしいわね」

　左手を差し出しつつ、私は言う。

「この指輪買ったときも、こんな風につけてもらったわよね」

「……お前がやらせたんだろ」

「いいじゃない。おかげで結婚式で失敗せずに済んだでしょ」

「練習しなくても俺ならできた」

「どうだかねー。あんたってたまにすごく不器用だから」

「バカにしやがって……」

　若干ムキになったような表情で、晴は私の左手を取る。

　この流れでは失敗できないと判断したのだろう、やけに真剣な様子だった。

　視線は手元に集中している。

「晴」

「ん？」

　呼びかけても顔を上げることもしない。

　だから私は──口の中だけで言った。

　大好き。

　と。

　声にならない声で、でも確かにそう言った。

　口からはまだ出すことができない言葉。

　でも、心からは飛び出してしまった言葉。

「……ううん。なんでもない」

「なんだそりゃ」

　不思議そうに言いつつ、晴はるは指輪を嵌はめていく。

　結婚指輪は綺き麗れいに左手に収まった。

　あるべき場所に、帰ってきた。

「これでどうですか、お姫様？」

「ん。苦しゅうない」

　冗談めいたやり取りの後、私達は笑い合った。

　晴の笑顔を見ていると、心は温かな気持ちで満たされていき、しかし同時に体中が熱くなるような、不思議な感覚があった。

　ああ──

　もう認めよう。

[image: ]

　認めるしかない。

　これ以上誤ご魔ま化かすことはできないし、誤魔化したくもない。

　私は──晴はるのことが好き。

　小さい頃から大好きだった。

　一度別れた後もその気持ちは変わらない。

　恥ずかしいぐらいに未練タラタラ。

　みっともないぐらいに恋しちゃってる。

　今──

　様々な過程をすっ飛ばして、私達は結婚してしまった。

　でもそれは、単なる偽装結婚。

　妻と言っても偽物の妻でしかない。どうしてこんな面倒臭いシチュエーションに陥ってしまったのかは、自分でもよくわからない。

　ねえ、晴。

　今からでも間に合う？

　私、晴の本物の奥さんになろうとしてもいいのかな？
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　自然公園から自宅マンションに帰ったのは、夕食前の五時頃だった。

　……ちなみに帰宅手段は、林はやし田ださんの車。

　指輪をなくして焦った理り桜おは、結局大慌てで林田さんを召喚してしまったらしい。見つかった後に急ぎ連絡するも、すでに到着済みだったとか。

　まったく……本当に申し訳なくなってくるぜ。

　マンションの駐車場に俺達を降ろした後、林田さんはすぐに車を出した。一緒に乗ってきた鹿か野のさんを自宅まで送っていくそうだ。

「ん？」

　部屋に戻る前に郵便受けをチェックしたところ、封筒を一つ発見した。

　その差出人の名前を見て、少々驚く。

「親父おやじ……？」

「え？　晴のお父さんから？」

「ああ」

「なにかしらね？」

「さあ。なんだろうな」

　親父おやじから封筒が送られてくるなんて、珍しいこともあったものだ。

　まさか直筆の手紙が入ってるわけでもないだろうし……。

　不思議に思いながらも、俺達は部屋へと戻る。

　封筒の口を切るためのオープナーを手に取ったところで──ポケットに振動。

　スマホに着信があった。

　その相手の名前を見て、またも少々驚く。

「……お袋」

「お義か母あさんから電話？」

「ああ。理り桜お、これ開けといてくれ」

　封筒とオープナーを理桜に渡した後、俺は電話に出る。

「もしもし」

『晴はる。久しぶりね』

　聞き慣れた母親の声。

　いつも通りのおっとりとした口調だった。

『元気してた？　理桜ちゃんとは喧けん嘩かしないで仲良くやってる？　今日はお休みだったと思うけど、なにしてたの？』

「……いっぺんに尋ねないでくれ」

『だって心配なんだもの。晴ったら全然連絡してくれないし』

　物憂げな息を吐く。

　相変わらずお袋は少々過保護で過干渉気味。

　いや、あるいはこの程度は『普通』の範はん疇ちゆうなんだろうか。

「俺ももう十九なんだから、そんな母親にべったりしてられないって」

『寂しいこと言ってくれちゃって。はぁーあ。息子なんて冷たいものよね。光ひかるも昊そらも高校ぐらいから急に素っ気なくなっちゃうし』

「そういうもんでしょうよ」

『やっぱり娘も産んどくんだったかしらね？　……今からでもいけるかしら？』

「……で、なんの用？」

　実母の生々しい冗談には付き合いたくなかったので、話の先を促す。

　……え？　冗談だよね？

　まさか本気で今から妹ができたりしないよね、俺？

『そうそう。今日はちゃんと用事があったんだった』

　思い出したように、お袋は言う。

『お父さんから封筒、届かなかった？』

「ああ、ちょうど今さっき受け取ったよ」

『よかった。無事届いたのね。まあ厳密には「お父さんから」っていうテイで私が出したやつなんだけどね』

　そんなどうでもいい前置きの後、

『晴はる。あなた達、新婚旅行ってまだ行ってないわよね？』

　と続けた。

「新婚旅行……行ってないけど」

『そうよね。せっかく結婚したっていうのに新婚旅行もしないなんて……。理り桜おちゃん、かわいそうに』

「いやでも……その話は前にもしただろ？　俺らまだ学生だから、そういう派手なことはなしにしようって」

　結婚式うんぬんについて話し合ったとき、当然ながら新婚旅行についても、両家から話が出た。

　そのときはどうにか理由をでっち上げて誤ご魔ま化かした。

　本当の理由なんて言えるはずがない。

　偽装結婚で仮面夫婦の二人だから、一緒の旅行は難しい、なんて。

「今時、新婚旅行してない夫婦なんて珍しくもないし」

『それは聞いたけど……でも、行って悪いことはなにもないでしょう？』

「でも」

『だからね──こっちで用意しておいてあげたから』

「……は？」

　相手の言葉が信じられず唖あ然ぜんとする──それと同時に。

　とんとん、と肩が叩たたかれた。

　振り返ると、理桜はなんとも言えない表情で、俺に一枚の紙を見せてくる。

　開封を頼んでおいた封筒の中身が、どうやらそれだったらしい。

　紙には──東北では有名な温泉宿の名前が記されていた。

『お父さんが仕事の付き合いで、温泉宿の宿泊券をもらってきたみたいでね。私達はもう何度も行ってるところだから、晴達にどうかって話になって。だから宿泊券、送っておいたから』

「……いや」

『確かに学生の身分でハワイやらグアムやらに行ったら顰ひん蹙しゆくを買うのかもしれないけど、国内……しかも同じ東北に旅行に行くぐらいなら、誰も文句なんて言わないわよ。それにあなた達、来月から夏休みでしょう？　大学生の夏休みなんて無駄に長いんだから、ちょっと二人で羽を伸ばしてらっしゃい』

「……ちょ、ちょっと待ってくれよ」

　勝手に話を進められ、慌てて制止する。

　旅行？

　理り桜おと、温泉宿に？

『なによ、なにか予定でもあるの？』

「いや、ないけど……」

『だったら行ってきたらいいじゃない』

　まずい。断る理由がなにもない。

　普通の夫婦なら、両親からこんなプレゼントがあったら大喜びすべきなんだろう。

　しかし俺達は偽装結婚。

　そんな二人が一緒に旅行するなんて。

　しかも……温泉宿？

　宿泊するのが新婚夫婦となれば、当然部屋は一部屋しかないはず。

　そんなところに理桜と二人で泊まるってなったら──

『ふふっ。夏に温泉っていうのも、意外といいものなのよ。あそこの温泉街は山の中にあって、夏でも結構涼しいから避暑地としても人気だしね』

　もはや行くことは決定事項かのように語るお袋。

　どうしたものかと悩む俺だったが──続く言葉に耳を疑った。

『秋あき乃のさんに感謝しなさいよ』

「……っ」

　なぜ？

　どうしてここで、彼女の名前が出てくる？

『秋乃さんが言ってくれたのよ。あなた達の新婚旅行、こっちから後押しした方がいいんじゃないかって。それで改めてお父さんと話し合ったのよね。あなた達が決めたならそれでいいかと思ったけど……やっぱり新婚旅行は行った方がいいような気がして』

「…………」

『ほんと、よく気がつくいい人よね、秋乃さんは。昊そらの件で謝っても謝りきれないぐらい迷惑をかけてしまったのに、私やお父さんのことをすごく慕ってくれるし、あなたのことも実の弟のように気にかけてくれる』

　両親の前では、秋乃さんは猫をかぶっている。

　義母や義父にとって都合のいい、『理想の嫁』を演じていると言ってもいい。

　その本性を知らぬ母と父は、彼女のことをすっかりと信頼しているし──だからこそ、息子がそんな『理想の嫁』を捨てて出て行ったことに対し、激しい罪悪感を抱いている。

　言い方を変えれば。

　秋あき乃のさんはうちの両親から、絶大な信頼を得ている。

　その信頼を利用すれば──両親をある程度自由に動かすことができる。

『ああ、そういえば、宿泊券を持ってきてくれた人も、秋乃さんの知り合いの社長だったわね。なにかと縁があるのねえ』

　やはり、というべきか。

　宿泊券のプレゼントからして、彼女の差し金であったらしい。

「…………」

　俺はもう、なにも言えない。

　言葉を失って立ち尽くす他ない。

　隣で聞き耳を立てていた理り桜おも、青い顔となって絶句している。

　新婚旅行。

　理桜と二人で温泉宿。

　正直に言えば……困惑しつつも少しばかり期待してしまう部分はあった。なんだかんだ言いつつも理桜と二人で楽しい思い出にできるかもしれないという淡い期待があった。

　だが、そんな胸の高鳴りは、一気に不安に押し潰されていく。

　親に後押しされた新婚旅行。

　その裏に潜むは──一筋縄ではいかぬ我が兄嫁の作為。

　もうすぐ夏だっていうのに、冷や汗が止まらなかった。






あとがき









　浮気がどこから浮気なのかは人によって基準が違うと思いますけれど、しかし既婚者の場合、不貞行為は法的にＮＧです。法律的な話をする以上そこには明確は線を引かなければならないのでしょう。より具体的に言うなら実際に行為があったか否かが争点となるらしいですが……どうなんですかねー。たとえば本当にただ性欲だけで一夜の肉体関係を持ってしまった場合と、肉体関係だけはギリギリなかったけどお互いを本気で思い合いながら何年も何年も背徳の愛を深めていた場合。個人的には……なんとなく後者の方がギルティな気がしますが、実際に有罪なのは前者のみ。頭と心でどれだけ本気で浮気相手に惚ほれていようと、肉体関係にさえ至らなければ不倫にはならない。結局のところ法律で罰することができるのは人の行為のみであって、表に出なかった心の内までは罰することは不可能なのでしょう。社会の法則で不貞行為を罰することはできても、芽生えた恋心自体を罰することはできない。よくも悪くも。

　そんなこんなで望のぞみ公こう太たです。

　結婚してるのに両片想いな偽装結婚ラブコメ第二弾。

　今回は新ヒロイン登場……のつもりでしたが、いざ書いてみたら思ってた以上にヒロインレースにならなかったというか、二人の両片想いが強すぎたというか。書いてて自分でも「お前、良い子すぎるんだよ……」と切なくなりました。この作品はハーレムラブコメなのか一対一ラブコメなのか、自分でも書いててよくわかってない部分があります。

　全体的にメイン二人のじれじれな掛け合いは書いてて楽しかったですが……メイドさんと兄嫁の年増ーズ二人も書いててやっぱり楽しかったです。

　以下謝辞。

　担当のＴ様。今回もお世話になりました。あと編集長就任おめでとうございます。イラストレーターのぴょん吉きち様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。全体的にお任せしてる部分が多い感じですが、どれもこれもセンスが光っててすごいと思いました。特にキャラ紹介口絵の赤い糸の演出がすごくエモくて好きです。

　そしてこの本を読んでくださった読者の皆様に最大級の感謝を。

　それでは縁があったらまた会いましょう。


望公太
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